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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章　これから、会いにゆきます










　思えば、あれが本当に最初の『冒ぼう険けん』だったのかもしれない。




「暗いです」

　鼻をつままれてもわからないだろう暗くら闇やみの中で、九歳さいのイリーナ・フォウリーは手て探さぐりで手に当たるものを、思い切り小さな手で握にぎり締しめた。誰だれかの服だ。小さな手とはいっても、イリーナは普ふ通つうの子こ供どもよりも若じやつ干かん、いや、かなり力が強かったせいで、握り締めた服の主はつんのめって転びそうになったようだ。「おわっ」と奇き妙みような悲鳴が聞こえる。

　まだ、振ふり返れば、後方に洞どう窟くつの入り口が口を開いていた。横長の、細い裂さけ目と言ってもいいくらいの入り口だ。暗闇の中に聞こえる足音は三つ。まだ成人していないだろう小さな足音が二つと、大人と変わらないものが一つである。

「洞窟が明るいわけないだろイリーナ」

　そっけなく聞こえる声は、イリーナが握り締めた服とは反対側から聞こえてくる、小さな足音のものだ。

「おい、ちびども、明かり点つけろ、明かり」

　横おう柄へいにも聞こえる、張はりのある声が、指し示じを飛ばした。イリーナが握り締めた服の主だ。洞窟の中では、溶とけこんでしまうような黒を着ている。そのため、そのまま消えてしまうのではないかと、イリーナは不安を搔かき立てられ、服の裾すそを握り締める手に力を籠こめた。

　やがて、たいまつの火が灯ともされ、オレンジがかった明かりが周囲を照らし出して、イリーナはホッと溜ため息いきをつく。肩かたで切りそろえた茶色の髪かみも、胸むねに下げた至し高こう神しんファリスの聖せい印いんも、明かりの下もとでははっきりと見える。

　振り返れば、褪あせた薄うすい色の髪の少年が、つまらなそうな表ひよう情じようで火を掲かかげていた。

「何だよ、しけた顔しやがって。もうちょい、明るい顔しやがれヒース。折せつ角かく俺おれ様さまが遊んでやってるってのによ」

「その遊びのせいで、夕食を抜ぬかれたら、クリスさんが責せき任にんとってくれるんでしょうね」

　しきりに後ろを気にしながら、不ふ承しよう不承といった様子を隠かくすことなくついてくるのは、イリーナの幼おさな馴な染じみであるヒース──ヒースクリフ・セイバーヘーゲンという名の十歳の少年だ。

「世の中には連帯責任という素す敵てきな言葉が存そん在ざいしてだな……」

　ゆらゆらと揺ゆれるオレンジの炎ほのおに照らされ、バツが悪そうにもごもごと答えているのは、金きん髪ぱつに、黒い服を着た年かさの少年だった。

「……俺、帰っていいですか？」

「くそ！　置いていくな、さびしーだろうがよ、俺様！」

　たいまつを持ったまま踵きびすを返しかけた少年へと、がっしとクリスと呼よばれた黒服がしがみつく。そして、その黒い服の端はしっこを、イリーナが握り締めている。

「お前が置いていったら、俺とイリーナは迷まい子ごになるぞ！　何しろ俺様は洗せん練れんされた都会っ子だからな！　山歩きの知ち識しきはゼロ！　トンと皆かい無む！　ナッシン！　どうだ、心が痛いたまないか⁉」

「俺としては、姉さんにばれて、夕食のおかずが半分になるほうが、心にも胃にも痛いんですけど」

　脅おどしに屈くつしなかった弟分に、クリスはこれ見よがしにチッと舌した打うちをする。今度は説得の方向を変えようとしたらしい、しっかりと自分の服の裾を摑つかむ妹、イリーナへと視し線せんを降おろし、猫ねこなで声を出した。

「なあ、イリーナ、秘ひ密みつ満まん載さいの洞窟に挑いどむ血湧わき肉躍おどる冒険と、アリスの作る代かわり映ばえのない食事。浪漫ロマンを感じるのはどっちだ？」

「クリスさん、それは……」

　言い過すぎの誇こ大だい広告だ。ここは、村の子こ供どもが山に入るようになれば、誰でも一度は肝きも試だめしに入る洞窟で、何の危き険けんもない場所だ、と口を挟はさみかけたヒースの言葉を遮さえぎり、イリーナの答えは明めい快かいだった。

「アリス姉さんのご飯が好きです」

　妹のきっぱりとした迷まよいのない答えに、クリスは打ちのめされたかのように、芝しば居いがかってよろけている。

「ど、どいつもこいつも……」

　歯は軋ぎしりしそうなクリスの声に、ヒースは「こんな大人にはなりたくないなあ」とその時は本気で思った、はずだった。

　事の起こりは、夏の間セイバーヘーゲン一家のところへと遊びに来たフォウリー一家を連れ、狩かりに出たことだったと思う。

　一いつ緒しよに連れて行ってもらえなかったヒースの妹シャルロットが、家を飛び出して追いかけていこうとしたが、途と中ちゆうで迷子になり、熊くまに襲おそわれそうになってしまった。それを何とか寸すん前ぜんで助け出すことはできたものの、熊は取り逃にがしてしまう。手負いの熊を逃がしてしまったことで、急きゆう遽きよ狩りは中止となり、山歩きに不ふ慣なれなフォウリー兄妹きようだいと、年少の子供たちは、セイバーヘーゲン家に押おしこめられ、熊の脅きよう威いが取り除のぞかれるまで、または、その熊が山やま奥おくに逃げ去ったことが確かく認にんできるまではと、無む為いの時間を過ごすことになってしまったのだ。

　遊びに来た子こ供どもたちとしては、不満も溜たまるであろう。

　退たい屈くつと、気を紛まぎらわせる雑ざつ談だんの中で、うっかりとこの洞どう窟くつのことを漏もらしてしまったのは、ヒースだった。

　ちょっとした度ど胸きよう試だめしをするには、もってこいの洞窟……というよりも洞どう穴けつが、山のまだ低いところにある──と。

　何で、こんな時にうっかりと漏らしたかなー……。

　その時のことを思い出すと、ヒースは己おのれの迂う闊かつさに歯は嚙がみをするしかない。

　別に、秘密の場所ではなかった。

　山歩きを覚えた子供たちが、悪友たちと連れ立って潜もぐりこむには、格かつ好こうの遊び場だったし、大した危険もないので、大人たちも黙もく認にんしている。もっとも、最近は崩くずれる危き険けん性せいが出てきたため、あまりいい顔はしない。

　兄のジェラルドや、姉のアリステアも、一度ならず入ったことがあるはずだ。

　しかも、家を出るなと厳げん命めいされている時に、そんな遊び場の話を聞かされれば、「少しだけ」という感かん情じようが動かないはずもなく。

　気がつけばヒースクリフはクリストファーに首根っこを摑まれ、姉のアリステアが弟妹きようだいたちの面倒を見ながら、夕食の準じゆん備びをしはじめた頃ころ合あいを見計らって、件くだんの洞窟に探たん検けんの案内をさせられていたというわけである。

「なんだよ、殺風景な穴あなだな」

「だから、ちょっとした遊び場以外の何物でもないんですって。俺、ちゃんと説明したでしょ」

　憮ぶ然ぜんとしながら、ヒースはたいまつを翳かざしつつ、クリスの不満に反はん論ろんした。

　すでに身体からだの大きなクリストファーでは、身体を横にしなければ潜もぐりこめないような入り口は抜ぬけ──やや湿しめったような土つち臭くさい洞穴は、奥に行けば、意外と広くなっていた。下がり気味の洞穴をそのまま進んでいけば、入り口からの光が見えなくなる頃には、いつの間にかイリーナを肩かた車ぐるまして歩いても、天てん井じようを苦にすることはなくなっている。

　改めて壁かべを見れば、土を綺き麗れいに均ならして固めたかのようだ。

「……何か、人工っぽいんだけどよ、昔、何かに使われてたのか？」

「さあ」

　首を捻ひねるクリスの真ま似ねをするように、肩車されたイリーナが頭上で同じ角度に傾かたむいている。

「郷きよう土ど愛あいがないぞ、ヒース」

「そんなこと言われても、父さんも知らないし」

　尋たずねてみたことくらいはあるらしい。が、その父の小さな頃から、この洞穴はちょうどいい遊び場だったということくらいしかわからなかった。

　特に分かれ道もない。窪くぼみのような、隠かくれる場所もない。蝙蝠こうもりの糞ふんが時とき折おり落ちている程てい度どの、面おも白しろみのない洞穴だった。もっとも、クリスの肩の上のイリーナだけは、興きよう味み津しん々しんで、周囲を見回している。

　案内させられているヒース自身も、何度も足を運んでいただけあって、退たい屈くつげな様子であった。

　やがて、洞窟の最深部らしい場所に辿たどり着く。その頃には、イリーナも暗い穴に飽あきて、小さく鳴りはじめたお腹なかをさすっていた。

「ここが、一番奥おくか。蛇へびの一つも出ねえな、本当に──おお」

　詰つまらなそうに鼻を鳴らしていたクリスが、ヒースの手にしたたいまつの明かりが照らし出す一帯に、声を上げる。

　そこは、まさに「子供たちの隠れ家」だった。

　擦すり減って土に汚よごれた石せき碑ひが、広くなった空間にポツリと佇たたずんでいる。誰だれが持ち込こんだのか、藁わらを編あんだ軽い敷しき物ものが一部に敷しかれ、錆さびたナイフや、古びた人形が残されている。欠けた食器や、コルク栓せん。彫ほり損そこねた木彫り。玩具おもちやの弓矢。川底で拾ってきたのだろう、磨みがかれた綺麗な石。

「本当に、秘ひ密みつの遊び場って感じだな」

　屈んで、小さな樽たるを軽く持ち上げてみたクリスが、ニヤつきながら頷うなずいている。

「だから、初めからそうだって言ったでしょうが。……もっと小さな頃は、一人で明かりナシで入るのは結けつ構こう怖こわかったから、肝きも試だめしに使ったっけ。ほら、奥まで入った証しよう拠こに、名前残すんだ」

　促うながされて視し線せんを巡めぐらせば、ヒースが指で示しめした土壁周辺には、びっしりと小さな文字が彫ほられていた。

　地方語でへたくそな子供の文字が、あちこちに飛び回っている。片かた隅すみにこっそりと残されたもの、でかでかと他の文字を搔かき消す勢いきおいで、乱らん暴ぼうに削けずられたもの、さまざまだ。

「お前も、彫ったのか、ヒース」

「うん、ここ」

　ヒースが指したのは、石碑そのものだった。

　台だい座ざは黒く、土つち埃ぼこりで汚よごれている。そのやや下のほうに、ヒースの名前が西方語で彫られていた。

「ちなみに、こっちには兄さんと姉さんの名前が彫ってある」

　ヒースが指で示すのは、その台座の裏うら側がわあたりだ。

　人口百人ほどの猟りよう師し村むらでは、子こ供どもの数もたかが知れているはずだが、あちこちに彫られている名前や悪戯いたずら書きは、現げん在ざいの子供の数をはるかに上回っている。どれだけ長い間、この洞どう穴けつが代々の子供たちの遊び場として使われてきたのかを、表しているようだった。

「ヒース兄さん、これ、何て書いてあるんですか？」

　まだ文字の読めないイリーナが、クリスの肩かた車ぐるまから首を傾かしげて石碑を指差す。

「知らないよ。薄うすれてて読めないし、西方語じゃないし……共通語でもないから」

「……そうなんですか？」

　今は自分の眼がん下かにある、実じつ兄けいの旋毛つむじへと、イリーナが確かく認にんするように問いかけた。

「──……それに、まだ下にかなり埋うまってるみたいだしな、読めても途と中ちゆうまでだろ」

　靴くつの踵かかとで蹴けるようにして、クリスは石碑の下の土をほじくる。ザリザリと乾かわいた音がして、石碑がまだ地下に続いていることが、確認できた。

「……れ？」

　クリスが掘ほる土から現あらわれる石碑の下の部分には、文字だけではなく絵が描かかれている。

　黒い石碑に、白い溝みぞが彫られ、放ほう射しや状じように伸のびる曲線と、それに所々繫つながる曲線。そして、奇き妙みような楕だ円えんの箇か所しよ。少し、蜘く蛛もの巣にも似にているように見えた。
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「何だこれ……」

　今まで、誰も掘ることがなかったのだろう。あっても、気にされずに放置されていたのかもしれない。気がつけばヒースも、興味深そうに覗のぞき込んでいる。

「お？」

　石碑は思ったよりも、深く埋まっていたようだ。興味を持って、さらに靴とそこら辺に放置されていた木切れで掘ってみる。その途中で、クリスが何かに気付いたらしい、少し深くなった穴あなの中に手を突つっ込み、石碑の表面を探さぐりまわす。

「何だ、これ」

　再ふたたび腕うでを穴から抜き出した時には、クリスの手には小さな輪っかが握にぎられていた。どうやら、石碑の窪みに嵌はめこまれていたらしい。

　土に汚れてよくわからないが、指輪のように見えた。金色の地じ金がねに、紅べに色いろの文字が内側に刻きざみこまれている。

「……落し物ですか？」

「五百年前のな」

　覗きこんで首を傾げるイリーナに、クリスが簡かん単たんに応こたえる。

「ま。どうせ、落とし主なんて出てきやしないだろ、もらっとこう」

「そんな指輪が、この洞どう窟くつにあったなんて、知らなかった。多分、父さんや兄さんたちも知らないだろうな」

　汚れた指輪を胸むねに収おさめるクリスに、ヒースが少し感心したような声で呟つぶやいた。この洞窟は、村の子供たちの遊び場だ。最近は崩くずれるのを警けい戒かいして、あまり大人たちもいい顔をしないが、強く止められないのは、大人たちも子供の頃ころ、散々この洞穴で遊んできたからだ。

「だな。洞窟探たん検けんで、お宝たからが手に入るのは、冒ぼう険けん者しやのセオリーだ。いい報ほう酬しゆうが手に入ったと思おうぜ、ファンの街で売って、いい値ねがついたら山分けな。さ、戻もどろうぜ」

　にかっとクリスが歯を見せて笑う。屈くつ託たくのない表ひよう情じようなのに、犬歯が目立つせいか、たいまつで照らし出されて陰いん影えいが濃こいせいか、微び妙みように悪人顔に見える。

　単なる、暇ひまつぶしの洞窟探検だというのに、それなりに面おも白しろいものを手に入れて上じよう機き嫌げんなクリスを先頭に、洞穴の来た道を戻り、狭せまい裂さけ目のような入り口をくぐれば、三人は思ったよりも長く時間を過すごしていたらしいことに気づいた。陽ひはやや西へと傾かたむき、大気は金色を孕はらんだような印象を強くしている。

　太陽の傾きで、影かげは長く、それは洞穴の裂け目へと落ちかかっていた。

「……げ」

　その落ちかかる影は、弓を番つがえている。

　ゆっくりと、狙ねらいを定める、キリ、と弦つるを引く音が、やけにはっきりと洞窟から出てきたばかりの三人の耳に聞こえた。

「ア、アリス……」

「姉さん……？」

　弓を構かまえているのは、十四、五歳さいくらいの、少女だ。アリステアという名の、色の薄い金茶色の髪かみに、金色にも見える、鳶とび色いろの瞳ひとみを持つヒースの実じつ姉しである。その鳶色の瞳は険けんに満ち、真まっ直すぐに、洞穴の入り口から半身を乗り出したクリスへと注がれていた。──弓を構えて。

　ざっと音を立てて、顔面から血の気が引いた。

　ひたりと、鏃やじりが狙っているのは、クリストファーの眉み間けんである。身体からだを仰のけ反らせても、左右に振ふっても、伏ふせても、矢の切っ先はぴたりとクリスに定められたまま、逸それない。

「──……わたし、ちゃんと、家にいろって言ったわよね」

　表情とは別に、声は嚙かんで含ふくめるかのように優やさしげだった。末の弟や、妹にいけないことを言い含める時の声こわ音ねだ。

「はい、言いました」

　きっぱりと答えて、そう頷うなずいたのは、イリーナだった。

「……い、言いました」

　クリスほどではないものの、やはり微妙に青くなりながら頷いたのは、ヒースクリフだ。真っ直ぐに狙いを定める矢の威い力りよくを、ヒースはよく知っている。何しろ、自分よりも長い時間、狩人かりうどとして生きていけるようにと、父に仕込まれていた姉だ。弓の威力も、侮あなどれない。最近は、すっかりと、セイバーヘーゲン家の料理長としての立場を確かく立りつしてしまい、自分から猟りように出ることはなくなったが。

「……熊くまが出たばかりで。しかも、傷きずを負わせて取り逃にがして……危あぶないから外に出るなって、父さんにもおじさんにも言われていたわよね」

「あ、いや、だからな、アリス。俺おれ様さま、ちょっとお手伝いをしようとしてだな、ホレ、この洞どう穴けつに熊が隠かくれてたら困こまるだろうが。子こ供どもの遊び場なんだから」

　額ひたいに汗あせを滲にじませながら、斜ななめに傾かたむけた右半身を土の裂け目のようになった洞穴の入り口から出しただけの格かつ好こうで、クリスはじたばたとアリスへと言い訳わけをする。

「何度も、何度も、何度も……口が酸すっぱくなるほど、言ったのよね……わたし」

　確かく認にんするような、アリスの声のトーンがどんどんと低くなっていた。

「いや、その、だからだな」

　半分まだ埋うまった形のままで、クリスがくねくね怪あやしい動きをしながら、言い訳を見つけ出そうとしている。

「……ファリスさまは、人の言うことを聞かない神様なわけ？」

「そんなことはありません！　正しいことの神様です！」

　霜しもの降りそうなアリスの声に、やはり、半分身を乗り出し、身体の小ささを利用してすぽんと入り口から抜ぬけたイリーナが、たたた、と軽かろやかな歩みでアリスへと近付いていく。イリーナが先に抜けたことにより、余よ裕ゆうができたため、ヒースもすぽんと抜けて後に続く。

「う、うむ、いいぞイリーナ、兄を護まもれ！」

　アリスを止めに行ったのだと解かい釈しやくしたクリスが、顎あごの下を伝う汗を拭ぬぐいながら、一息ついた。そして、アリスの生き成なりのスカートに取り付いた瞬しゆん間かんのイリーナの言葉に、色を無くすことになる。

「だから、成敗してもいいです」

「イリーナぁあああっ⁉」

「言いつけを守らなかったのは、クリス兄さんです。それに、順番を守らないといけません。上の人の言いつけ、正しいことなのに、聞かなかったら、それは悪です」

　びし、とイリーナは兄へと向けて、指を突つきつける。

「わたしも、クリス兄さんに言われて一いつ緒しよにくっついて行ってしまいました。流されました。ごめんなさい、アリス姉さん。だから、ご飯抜かないでください」

　自分の欲よつ求きゆうにストレートな謝しや罪ざいに、アリスはやや肩かたを落としながらも、頷うなずいた。きつい目線は、まだクリスから逸そらされない。

「いいのよ、イリーナちゃんは、アレが実の兄だものね」

「え、ちょっと待って。俺様、アリスより、年上なんだけど⁉　それに、ファリス神官なんだけど⁉　なのに、俺様格かく下した⁉」

「美お味いしいご飯を作れる人は、偉えらいんです！」

「……すいません。この状じよう況きようで、どっちが立場が上なのかといわれれば、姉さんだと思うんで……」

　キッパリとしたイリーナの言葉の陰かげ、スカートの陰に隠れつつ、ヒースも申し訳なさそうに、クリスへと向かって手を合わせた。謝罪と幸運と、冥めい福ふくを祈いのる形だ。

　実じつ姉しの瞳ひとみが、不気味な輝かがやきを宿しているように見えて、ヒースは身を震ふるわせかけるも、その表ひよう情じようを恐おそる恐る窺うかがって──無む駄だだとは思いつつも、クリスの擁よう護ごをしようとした言葉が、完全に出なくなる。不気味に輝いていると思ったのは、アリスが涙なみだを浮うかべているからだ。夕ゆう陽ひに近い陽光が、零こぼれ落ちずに目め尻じりに溜たまった涙を、反はん射しやしている。

　どうやら、黙だまって家を抜け出したイリーナやヒースたちを心配して、散々周辺を捜さがしまわり、また熊に襲おそわれているようなことがあれば、仕し留とめなければいけないと、必死の思いだったのだろう。だからこそ、こうして、滅めつ多たに手にしない弓と矢や筒づつを持ち出していたわけで──。

「えええぇぇッ⁉　まて、チビども、俺様を護れ、お前らがいれば、アリスも撃うてん！　戻もどってこい！」

　そして、この科白せりふを耳にした瞬間、ヒースはクリスの擁護をするのはやめようと、思った。

「おやおや、何の騒さわぎだね」

　アリスが弓ゆ弦づるから手を離はなそうとした瞬間、山道を下りてくる朗ほがらかな男の声が聞こえた。よく知ったその声に、珍めずらしくクリスが喜色を浮うかべる。

　山道を下りてきたのは、熊の探たん索さくに出ていたイリーナの父、つまりクリスの父でもある、キリング・フォウリーと、ヒースの兄のジェラルドだった。大きな荷物がないところを見ると、どうやら熊の探索ははかばかしくはなかったようだ。もっとも、ジェラルの腰こしには、丸々と太った山鳥が二羽、括くくりつけられており、夕食は豪ごう勢せいなものになりそうだった。

　下りの山道をバランスを取りながら下りてくる二人は、一いち瞥べつして状況を悟さとったらしく、ジェラルは無言でうんうんと頷き、見なかったことにしてそのまま足を止めることなく、家路を辿たどる。通り過すぎざま、アリスに「これ、羽毟むしって、内ない臓ぞう出しておく」と腰の山鳥を示しめしただけだ。

　キリングはさすがに一度足を止めた。

「やあ、アリス。〝神聖賦与ホーリイウエポン〟はいるかね？」

「ありがとう、おじさま。よろしくお願いします」

「ま、待ったれやクソ親父おやじ！　それが虐ぎやく待たいされている息子むすこに対しての言葉か！　ぐれるぞ、こんちくしょう！」

　慌あわてて穴から這はい出ようとするクリスが、服の一部を変なところに引ひっ掛かけたらしく、じたばたとしている。息子に対してのキリングの言葉は、実に冷静だった。

「この状況で、どちらが正しいのかは、一目瞭りよう然ぜんだろう。言いつけを守れなかったやんちゃ息子は、尻しりを叩たたかれるのが相そう応おうだが、生あい憎にくわたしもアリスもお前の汚きたない尻なんぞ見たくない」

「何が汚いか！　俺様の尻は、人様の観かん賞しように堪たえうるほど、清せい潔けつだ！」

「お前の青い尻など、誰だれが観賞するか」

　思春期の少女であるアリスの額ひたいに血管が浮うき出したのを、近くにいたヒースとイリーナは見み逃のがさなかった。

「この、似にたもの親子──ッ！」

　たっぷりと狙ねらいをつけたアリスの矢が放たれる。

「……行くか、イリーナ」

「はい、ジェラル兄さんの、お手伝いをしたほうがいいと思います」

　ヒースは父と兄が成敗される様子を見せるまいと、イリーナの手を取って、随ずい分ぶんと小さくなってしまった兄ジェラルの背せ中なかを追いかけた。
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「その後のことは、知らないんだよな。何しろ、実じつ際さいには見てないわけだし」

　積み重ねた書しよ籍せきを運びながら、ヒースクリフ・セイバーヘーゲンは肩を竦すくめた。頼たのまれた導どう師しの机つくえまで、その重量のある本の束を抱かかえ、やや乱らん暴ぼうにそれを置く。その瞬しゆん間かん、年代ものの埃ほこりが舞まい上がり、鼻先を擽くすぐられて小さく噎むせた。色の薄うすい髪かみにも埃が降ふり積もり、頭の上や、首の後ろに髪を結ゆってこさえた尻尾しつぽを軽く手で叩く。

　少し長い外がい泊はく許きよ可かと引き換かえに、導師の荷物運びを手伝っていたヒースは、やれやれと腰こしをさすった。堆うずたかく積み上げられた本に埋うめ尽つくされた、賢けん者じやの学院の一角にある、担たん当とう導師の部屋。本の劣れつ化かを嫌きらい、窓まどには昼間だというのに厚あついカーテンが引かれ、〝光ライト〟の呪じゆ文もんが燭しよく台だいに掛けられている。

「ああ。私が見に行ったときには、その洞どう穴けつの入り口は塞ふさがっていたわけだからね──ああ、ありがとう、ご苦労様」

　穏おだやかにそう返すのは、高位の導師の地位であることを示すローブを羽は織おり、黒髪を肩かたの上でばっさりと切りそろえた壮そう年ねんの男だん性せいだった。緑の瞳ひとみがやや懐なつかしげに和なごみ、何度か頷うなずく。運ばれた本を手にして、手の中でパラパラと捲めくりながら、どこか感かん慨がい深ぶかそうな表情だった。

「ハーフェン導師は、そのヒースの故ふる郷さとを知ってるんですか？」

　意外そうに口を挟はさんだのは、ややそばかすの残る、鳶とび色いろの髪の少年だ。ヒースと似た誂あつらえのローブを着ている。

「ああ、私がヒースに出会ったのは、彼の故郷の遺い跡せきを見に行った時だったからね。……残念なことに、遺跡そのものは、もう入り口が埋もれていて、入れなかったんだが」

「──……埋もれてた？」

　同期の学友の疑ぎ問もんに答えたのは、仏ぶつ頂ちよう面づらをしたヒースだ。

「その時、幼おさな馴な染じみの兄あに貴きの服だか鎧よろいだかの金具が、変な風に岩の裂け目に引っかけたらしくてな、どうしても取れなかったから〝気弾フオース〟を使って、一角を崩くずそうとしたんだ。それが、入り口を支ささえてた木の根とかを千切ったらしい。もともと、少し危あぶないとは言われてた洞穴なんだが、その拍ひよう子しで入り口が崩れちまった」

　ひょいとヒースが肩を竦める。

　あの後、中に人形や宝たから物ものを隠かくしていた子こ供どもたちが、クリストファーに泣きついて、平ひら謝あやまりをしていた光景だけは、はっきりと覚えていた。

「……その人、本当にファリスの神官か？」

「一いち応おう。まあ、本気で熊くまが子供の遊び場に出てたら困こまるとは、思ってたらしいからな」

　親の言いつけよりも、自分の正せい義ぎや興きよう味みに突つっ走ぱしりがちな、今はすでに勘かん当どう済ずみの幼馴染の兄を思い出し、今考えればその妹もそっくりなところがあると、ヒースはしみじみ思い出す。

「で、いつ、戻もどるんだいヒースクリフ。仲間たちには、もう連れん絡らくしてるんだろう？」

　部屋へと持ってきてもらった書籍とは別の、書庫へと戻してもらう書籍をまとめながら、ハーフェンと呼よばれた年配の導師が、弟で子しへと尋たずねる。

「あまり、遅おそくなってはいけない。家族が心配するだろう、早く出発しなさい」

「そう思うんなら、早く地下に戻す本をまとめろ。ファリス神しん殿でんに寄よってく時間がなくなるだろうが」

　言葉とは裏うら腹はらに、もたもたとした導どう師しの手の動きに、ヒースはこめかみに血管が浮うかぶ思いだ。

　学友の少年は、その話の流れに思わず手を止める。そして、まじまじとヒースの顔を眺ながめ、同情するように呟いた。

「──……ヒース、お前……故郷に帰るのか、ついに」

「人聞きの悪い言い方すんな、愚おろか者。この優ゆう秀しゆうな特待生様が、郷さとに泣き逃にげるわけないだろうが、賢者の学院の損そん失しつだ。まあ、ちょっとした里帰りだな。──……姉貴が結けつ婚こんするんだ」

　もたもたと本の山を築きずいては、不安定にぐらつかせている導師を手伝いながら、注意深く見れば、感慨深げかもしれない溜ため息いきを肺から押おし出した。

「へえ、それは、おめでたい」

「正せい確かくには、結婚するかもしれない、だな。まだどんなヤツかわからんから、親父に『顔を見てこい、嫌いやだと思ったら仲を壊こわせ』と厳げん命めいされた」

「何だそりゃ。娘むすめの幸せを壊す気か」

「とんでもないバカ親父だろう。もしかしたら、近いうちに男が挨拶に来るかもしれないからって、嫌がってファンまで逃げて来てるんだぞ、そのバカは」

　弟子たちのぽんぽんとした言葉のやりとりに、運んでもらう本を吟ぎん味みしていたハーフェン導師が、何な故ぜか「……いやまあ、それは、その、気持ちはわからなくも」などと、はっきりとしない弁べん護ごらしい言葉を呟つぶやいているが、どちらもまともに聞いていない。

「そういえば、その、ヒースクリフの故郷の、崩れた遺跡の入り口だけど……まだ開いてないのかねえ。昔のヒースクリフでは、読めなかった石せき碑ひでも、今の君なら、十分に読める可か能のう性せいがあるからね」

　話の矛ほこ先さきを変えようとしたか、ハーフェン導師がぽんと手を打つ。

「あー……」

　そう言われてはじめて、ヒースは今の自分が十歳さいの頃ころとは違ちがい、賢者としての知ち識しきを蓄たくわえているのだということを思い出した。子供の頃には読めなかった、幾き何か学がく的な模も様ようにしか見えなかった文字や、模様、図形。それらの意味が今ではわかるかもしれない。

「……そだな、すっかり忘わすれてたわ」

　顎あごの下に指を置き、宙ちゆうを見る。

「本当は、ガーディアンのいる遺い跡せきだったらしいけれど、今ではすっかりと朽くちているようだしね。私も内部を調べきれずに残念に思っていたんだ、何かあったら教えて欲ほしいね。ところで……」

「あ？　何だ？」

　整理するはずの本を積み上げながら、何気なくページを手た繰ぐってそれに目を落とし始めた導師から、あろうことか本をひったくって、積み上げなおし、ヒースはハーフェン導師に途と切ぎれた言葉の続きを促うながす。

「君の家で、食べた雉きじ肉にくの燻くん製せいは、実に美お味いしかったなあ」

「──……は？」

「いや、時々実家に帰ると、持って帰ってきてくれるだろう？」

　にこにこと、柔にゆう和わな笑え顔がおを向けながら、ハーフェン導師は一冊さつ積み上げた本を何気なく取り戻し、視し線せんを落とす。再ふたたびそれをひったくり、ヒースは確かく認にんするように声のトーンを落とした。

「あれは、実にいい出来だね。素そ材ざいと、加工の腕うでが際きわ立だっているからだろう」

「……もしかして、土産みやげを無む心しんしてるか？」

　また手の中から消えてしまった本を名残なごり惜おしそうに視線で追いながらも、にっこりとハーフェン導師は笑みを深めつつ首を横に振ふっている。

「そんな、厚あつかましいことしないよ。ただ、美味しかったなあという世間話をだね……」

「そうか、世間話か。うむ、俺おれ様さまの姉上の雉肉は絶ぜつ品ぴんだからな。遠方に嫁よめに行ったら、食せる機会もあるかどうか、はっはっは、俺様、帰き郷きようしたら山ほど食ってくるぜー」

　両腕にみっちりと古書を抱かかえ、そのくせ軽かろやかな足取りでくるくる回りながら、ヒースは自じ慢まんげに言い放つ。めっきりと本が少なくなった机つくえに、指で文字を書いているハーフェン導師は、気のせいかちょっぴり淋さびしそうだ。

「持って帰ってきて欲ほしければ、休学中の授じゆ業ぎようを出席にしてくれなさい、ハーフェン導師」

「うん、わかった。考えておくよ」

「「え！　あっさり承しよう諾だく⁉」」

　首を縦たてに振った導師に、同期の弟で子し二人が同時に驚おどろいた声を上げた。特に、鳶とび色いろの髪かみの弟子が、整理していた本を投げ出してあわあわと導師の前に回りこむ。

「不ま味ずいでしょう、導師、それは！　収しゆう賄わいですよ！」

「大だい丈じよう夫ぶ。賄わい賂ろを受け取っても、便べん宜ぎを図はからなければ収賄にはならないよ」

　けろりと悪びれもせず返す導師に、「図る気ナッシングじゃねえか！」とヒースが扉とびら口ぐちで吼ほえている。両手に本を抱えていたヒースは、思いもかけない導師の反はん応のうに、バランスを崩くずして扉口でまごまごしていた。

「じゃあ、ヒース、オレにも土産期待ー！　また、調べものが必要なときには手伝ってやるよ」

　安心したように鳶色の髪の少年は、自分を指差して軽口を叩たたく。

「俺様から土産をむしりとろうとは百年早い、貴き様さまには、またナメクジ肉を差し入れてやるわ！」

　何とか本を取り落とさずにバランスを保たもったヒースは、扉を蹴け飛とばし、足音高く賢けん者じやの学院地下の書庫へと、古書を運んでいった。










「あ。ヒース兄さん、いらっしゃい」

　イリーナ・フォウリーは、ファリス神しん殿でんの居きよ住じゆう区くへと勝手知ったる足取りでやってきた兄貴分を見つけ、機き嫌げんのよさそうな様子で大きく手を振った。手には、なみなみと水を満たした桶おけを三つ抱えている。水場を往おう復ふくして厨ちゆう房ぼうの水みず瓶がめを満たしている最中のようだ。手を振った拍子に、廊ろう下かに水が零こぼれそうになって、慌あわてて抱えなおしていた。

「おう、親父とお袋ふくろは？」

「お父さんのところです。久ひさしぶりのお客様は嬉うれしいです。家の中が明るくなります」

　笑顔を浮うかべ、イリーナは時とき折おり笑い声の漏もれ聞こえる扉の一つを示しめした。その拍ひよう子しに、彼女の被かぶっている白い神しん官かん帽ぼうがずれそうになり、ヒースは何気なくそれを手で押さえる。

「そろそろ出発ですか？」

　ふと視線を下ろせば、ヒースが簡かん単たんな旅りよ装そうを調ととのえていることに気づいて、イリーナは瞬まばたきをした。茶色い明るい瞳ひとみに翳かげりはなく、肩かたの上まで伸びた同色の髪がふわふわと揺ゆれている。

「おう。そのつもりだ。その前に、おじさんとおばさんに、親父とお袋のことを頼たのんでおこうと思ってな」

「無礼なのに、礼れい儀ぎ正ただしいですよね、ヒース兄さん」

「はっはっは、もっと褒ほめてくれなさい」

　顎あごに手を当てながら、ヒースは胸むねを張はった。半ばそっくり返ったような姿し勢せいだったが、それは笑い声の聞こえる扉の開かい閉へい音おんで、すぐに元に戻もどった。廊下の奥おくの扉は、現げん在ざいイリーナの父親である神殿長キリングの病室となっていた。扉から出てきたのは、金色の髪の婦ふ人じんだ。

「エリーゼおばさん」

「あら、ヒースくん。そろそろ出発するの？」
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　親しげな笑えみとともに、近付いてくる婦人はエリーゼ・フォウリー。イリーナの母親である。ヒースの母の親友で、幼おさない頃ころから親交があり、今でももう一人の息子むすこのように気安く扱あつかってくれている。

「そのつもりです。親父とお袋、おじさんの部屋に邪じや魔ましてるみたいですけど……おじさんを疲つかれさせてませんか？」

　閉とじた扉とびらの奥から談だん笑しようの気配を感じ取り、それを親指で示しめしながらヒースは肩をそびやかした。イリーナはその隣となりで、水桶をいかに楽に抱かかえるかを模も索さくし、もぞもぞしている。

「ああ……大だい丈じよう夫ぶよ、今は病気の進行も止まっているから、伝う染つさせたりしないわ」

　エリーゼが柔やわらかく笑みかけながら答えるが、心配の方向違ちがいに、ヒースは思わず裏うら手てで軽くつっこむ仕草をしてしまう。

「いや、そうじゃなくて。ただでさえ、アホな理由で家を出てきた親父と、それにかこつけて遊びに来てるお袋がお邪魔してるってのに……」

「大丈夫よ、たまにはああして人と話すのも、悪くはないと思うの。気持ちに余よ裕ゆうが出て、病びよう状じようもいい方向に向かうかもしれないし……折せつ角かく、あなたたちのお陰かげで余裕が出たんですもの」

　神殿長であるキリングが倒たおれてから、困こん窮きゆうを極きわめていた生活を思い出したのか、エリーゼは娘むすめと親友の息子の頭を、そっと撫なでようとする。

「だから、心配しないで。ちゃんと、アリスちゃんの旦だん那な様さま候こう補ほが、いいお義に兄いさんになる人かどうかを見極めてきてあげなさいな。珍めずらしい、お父様の我わが儘ままでしょう？」

「──……いやー。その辺、たわけと危あやうく怒ど鳴なりつけそうになったし。一いち応おう冒ぼう険けん者しやなんだから、雇やとうなら調ちよう査さ代だい取るぞといったら、報ほう酬しゆう前まえ渡わたしという名の小こ遣づかいくれましたけど、正直今でも釈しやく然ぜんとしないんですが……そんなもん、本人たちの問題だろうし」

　低い位置から大人しく撫でられつつ、ヒースは頰ほおを指で搔かく。

　娘が水桶を抱えている様子に気づき、エリーゼ自身もお茶を淹いれなおしに出てきたらしく、そのまま何気ない様子で三人連れ立って厨房のほうへと歩き出した。

「あら。そんなことないのよ？　わたしも、クリスのお嫁よめさんよりも、イリーナのお婿むこさんのことのほうが断だん然ぜん気になるし」

　軽かろやかに笑いながら、エリーゼが扉を開けると、イリーナが水桶を抱えてまず厨房へと踏ふみ込こんだ。そして、大きな水瓶の中に水を流し込みながら、首を傾かしげる。

「え？　何でですか？　普ふ通つう、跡あと取とりのクリス兄さんのお嫁さんのほうが気になりませんか？」

「クリスが跡あと継つぎかどうかは別として。孫のことがね」

　茶色い瞳ひとみを瞬まばたかせる娘の鼻先を、ちょんと指で押おさえ、フォウリー夫ふ人じんはにっこりと一見無む邪じや気きに見える笑え顔がおを浮うかべる。

「だって、イリーナの子こ供どもなら、確かく実じつに血の繫がったわたしの孫だけれど、クリスの子供はわたしの孫だとは限かぎらないもの」

「…………それ、キリングおじさんが聞いたら暴あばれませんか？」

　カップを並ならべている夫人に特に動どう揺ようの様子はなく、ヒースはさりげなく一いつ瞬しゆん固まった自分を誤ご魔ま化かすように咳せき払ばらいをした。

「あら、そう言ったらあの人も蒼そう白はくで頷うなずいてたわよ。それに、そんな心配が必要ないくらい、残念なほどイリーナもクリスもあの人に似にてるし」

「……えーと？」

　母と兄あに貴き分ぶんの会話から一人取り残された茶色の瞳が、不思議そうに瞬きをして、さらに深く首を傾げている。

「まあ、婉えん曲きよくな猥わい談だんはともかくとして、だ」

　言葉から敬けい語ごが一瞬剝はがれかけている。イリーナは二人を見み比くらべて、とりあえずヒースの袖そでを捕つかまえて問いただそうとした。

「え、どういう意味なんですか？　何で、わたしの子供だと確実にお母さんの孫で、クリス兄さんだと違うかもしれないんですか？　なぞなぞ？」

「まあ、一ひと晩ばん考えとけ、どんな時でも三十秒で眠ねむれる脳のうみそ筋きん肉にく」

「脳みそまで行き渡る、十分な筋肉のお陰かげで、ヒース兄さんに掛かけるサバ折りの威い力りよくも確実に増ましてるんですよ、試ためしてみましょうか」

「すいません。暴ぼう言げんでした。俺様五体満足で兄弟たちと再さい会かいしたいです」

　娘たちのやりとりを微笑ほほえましげに見守っていたエリーゼは、お茶の用意を手早く整えて、盆ぼんに載のせている。

「──……それは、しかたがないです。アリス姉さんに免めんじて、許ゆるすことにします」

　イリーナが腕うでを組んでもっともらしく数度頷いた。大して本気というわけでもなかったらしい。

「おニューの剣けんが明後日あさつて届とどく予定なんです。ヒース兄さんが帰ってきたら、わたしの破は壊かい力りよくも飛ひ躍やく的に上がってますからね」

「……そ、それは楽しみダナア」

　やや裏うら返がえった声で言いながら、ゴマすりのつもりか、イリーナの運んできた水を、瓶かめに移す手伝いを始める。

「早く帰ってきて、念願の大剣グレートソードの破壊力、見てくださいね。約束です。特等席ですよ」

「え、それ俺おれ様さまが被ひ害がい者しやってこと？」

　適てき当とうに妹分をいなすヒースクリフが故ふる郷さとへと出しゆつ立たつしたのは、その直後のこと。







　──　二日前のことだった。
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　イリーナは頰ほおに手を当て、うっとりと溜ため息いきをついた。

　自分のほんのりと紅こう潮ちようした顔が、銀色の刀身に映うつっている。愛あい嬌きようのある茶色い瞳に、肩かたまで伸のびた茶色い髪かみ。その上には至し高こう神しんファリスの神しん官かん帽ぼうがちょこんと載のっていた。

「──……はぁあああ～～～」

　長い、長い、惚ほれ惚ぼれとした溜息を零こぼし、その吐と息いきで曇くもってしまう剣の腹はらを、慌あわてて綺き麗れいな白い布ぬのを取り出し、きゅっきゅっ、と小気味良い音を立てながら磨みがく。

「うん、綺麗」

　再ふたたび刀身が自分の顔を映うつし始め、にんまりと蕩とろけそうな幸せな笑えみが、鏡のような刃やいばに浮かぶ。

「……不気味だわ、イリーナ。一歩間ま違ちがえると、営えい業ぎよう妨ぼう害がいよ」

　そのイリーナのテーブルに、一滴てき果実の搾しぼり汁じるを落としただけの井戸水を満たしたジョッキを置いて、そうのたまうのは、金色の髪からちょんと尖とがった耳を垣かい間ま見みせる、青い瞳のハーフエルフだった。マウナ・ガジュマという名の給きゆう仕じは、すっかりとこの冒ぼう険けん者しやの店《青い小こ鳩ばと亭てい》の、看かん板ばん娘むすめとして腰こしを落ち着けている。最近では、配はい膳ぜんの要よう領りようの悪さを、女将おかみに叱しかられることも少なくなったようだ。

「そうですか？　どこが？」

　マウナの指し摘てきに、きょとんとイリーナが首を傾かしげる。銀色の中のイリーナも一いつ緒しよに首を傾げ、神官帽の飾かざりが、揺ゆれるところまでくっきりと映し出されている。手には、彼女の顔を余すところなく映す刀身が握にぎられたままなのだ。抜ぬき身で。

「店の真ん中で、剣を抜いて、ぼーっと見み蕩とれ溜息をついて、あまつさえニタニタ笑ってる神官戦士なんて、怪あやしい以外の何者でもないわよ。何人が、店の扉とびらを開けた瞬しゆん間かんに回れ右をしたと思ってるの！」

　たまりかねて、マウナが盆ぼんをテーブルに叩たたきつける。

「しかも！　そんなバカでかい剣！」

　びしっと指を突つきつけた剣は──一見して、それが剣であるとは疑うたがいかけるほどの、巨きよ大だいなものだった。

　大剣グレートソード。

　鉄板に柄つかが付いただけのものにしか見えない。幅はばはイリーナの顔幅よりも広く、長さは彼女の背せ丈たけほどもあるのではないだろうか。普ふ通つうならば腰に帯びる剣を、彼女は背せに負って歩いている。鞘さやが長すぎて、引きずってしまい、しかも幅がありすぎて歩きにくいからだ。抜いた剣を鞘に戻もどす時にはどうするのだろうかと、素人しろうと目めにも危あやぶまれる。

　その馬ば鹿かでかい鉄板のような大剣を、イリーナは軽々と手に掲かかげていた。

　ちなみに、この大剣がイリーナの許もとへと納のう品ひんされた時、三人がかりでこの店へと運んできたのを、当時この店にいた全員が見ている。

「……そんなに、大きいものじゃないですよ？」

「至し近きん距きよ離りで覗のぞき込んでるあんたの顔が、余さず剣けんの腹に映ってるっていう時点で、異い常じようでしょ！」

「でも、か弱い乙女おとめのわたしの手に、ジャストフィットですし」

「あんたがか弱い乙女なら、人食鬼オーガーだって白はく皙せきの美少年よ！」

「……ちょっと傷きずついてもいいですか？」

「そこで、ちょっと、っていうあたりですむのがイリーナだよね」

　ぽんぽんと娘たちが言葉をやりとりしている中、のんきな声がして気が付けば、イリーナと同じテーブルに、客が一人増ふえている。

　額ひたい当あてに、黒い髪をはみ出させ、白い軽そうな革鎧レザー・アーマーを身につけた、黒い瞳ひとみの輝かがやきが印象的な少年だった。

「ノリス」

　同席者が増えたことに嬉うれしそうに、イリーナが声を弾はずませる。店で働いているマウナに相手にしてもらえず、淋さびしかったらしい。

「やっほー。まだ、ヒース帰ってきてないんだ。二日経たってるのに」

　ひらひらと手を振ふりながらノリスは、マウナに料理の注文をして、イリーナに向き直り、普ふ段だんよりも一人足りない人ひと影かげに首を傾げた。

「まだ、二日ですよ」

「お姉さんの婚こん約やく者しやに、何か問題あったんじゃない？」

　何な故ぜか、いそいそとしながらマウナが口を挟はさんでくる。噂うわさ話ばなしや醜しゆう聞ぶんを期待する、井い戸ど端ばた会議のおばちゃんたちの目だ、とノリスは思い、そのまま口にしてお盆で容よう赦しやなく殴なぐられた。

「……アリス姉さんが結婚かぁ」

　どことなく感かん慨がい深ぶかそうに、そして少し複ふく雑ざつそうにイリーナは吐と息いきを漏もらした。大剣を軽い動作で分ぶ厚あつく幅広の鞘に収おさめ、テーブルに頰ほお杖づえをつく。

　マウナのお盆に撃げき沈ちんしていたノリスが顔を上げ、その様子に不思議そうに首を傾かしげた。

「何？」

「んー……何となく、複雑な感じです。わたし、本当はアリス姉さんと、クリス兄さんに結婚してほしかったんですよね」

　クリスというのが、数年前に勘かん当どうされたイリーナの実の兄の名前だと、仲間たちは耳に挟んでいる。

「仲良かったの？」

「悪かったです。本気でクリス兄さんに弓を射い掛かけるくらい」

　イリーナは七年前の出来事を思い出し、きっぱりと淀よどみなく答える。

「でも、クリス兄さんとアリス姉さんが夫ふう婦ふになったら、毎日アリス姉さんの美お味いしい料理が食べられるじゃないですか」

　そして、自分の欲よく望ぼうにも忠ちゆう実じつだった。

「……そんな理由で娶めとらされた挙あげ句くに新婚家庭に入り浸びたられるアリスさん、たとえヒースのお姉さんだとしても、同どう情じようしちゃうけどな、ボク」

「そうね、困こまるわね。この店の売り上げも落ちるわ」

　ノリスとマウナが、それぞれの理由で頷うなずき合っている。

「だいたいさー、そのアリスさんとイリーナのお兄さんも、幼おさな馴な染じみなんだろ？　イリーナ、ちょっとでも、ヒースと結婚したいと思ったことある？」

　けろりとノリスがイリーナへと問いかける。むしろその問いに慌あわててしまったのは、傍そばで聞いていたマウナだ。ノリスへと運んできた、野菜サラダと白身魚の揚あげ物を、思わず取り落としそうになった。

「全っ然、ありません」

「じゃ、その二人も、そうなんじゃないの？」

　マウナの手て許もとが狂くるって、落ちかけた白身魚を上手にキャッチし、口へと放ほうり込こみながら、ノリスが首を傾かしげる。

「──……なるほど、浅せん慮りよでした。アリス姉さんに、申し訳わけない気分です」

　しみじみと考えこんだ末、イリーナはノリスの言葉に素す直なおに頷いた。

「……いいわね、お子様は屈くつ託たくがなくて」

　何となく、イリーナとヒースの仲を勘かん繰ぐっていたマウナは、吟ぎん遊ゆう詩し人じんの恋こい歌うたにもよくある「幼馴染から気になる異い性せいへと、ときめきランクアップ」ドリームを見ていたらしい。

　微び妙みように悔くやしげに、頭に巻まいていた三さん角かく巾きんを外し、マウナがイリーナたちと同じテーブルに着いた時ときだった。店の扉とびらを、新しい客がくぐる。

　見覚えのない若わかい男だった。年の頃ころは二十代初めくらいだろうか、腰こしに二本の剣けんを帯び、金きん属ぞく鎧よろいを身につけている。その身のこなしから、かなりの使い手だろうと、短い間とはいえ、店で何人もの出入りの戦士を見てきたマウナは判はん断だんした。

　何よりも彼女の目を引いたのは、涼すずやかで、清せい潔けつ感かんのある容よう姿しだ。すっきりと短い黒くろ髪かみに、目鼻立ちも整い、背せも高い。仲間たちの中でも長身なヒースクリフと同じくらいはあるだろう。

　その男は、特に迷まよう様子もなくカウンターへと歩いていき、主人と談だん笑しようをしている。

　通りかかる女将おかみとも、気安く声を掛け合っているあたり、どうやら知った仲のようだ。贔屓ひいきの冒ぼう険けん者しやなのだろうか。

「ね、ね、おばちゃん、アレ誰だれ？　なんだか親しそうじゃない？」

　他の客へとエールを運んでいた女将を捕つかまえ、マウナは大おお柄がらでふくよかな脇わき腹ばらをそっと肘ひじで突つついた。

「へ、あ？　ああ、あの子のことかい？」

　ちら、とカウンターで主人と談笑している若い戦士を横目に見て、女将はにんまりと笑みを浮うかべた。あいつ、でも、あの人、でもなく、「あの子」と戦士を指したことに、マウナは僅わずかに目を瞠みはる。

「紹しよう介かいして欲ほしいかい？　ん？　どう？　お買い得だよ、あの戦士」

「先物買いの趣しゆ味みはないから。あたし、堅けん実じつな人生送りたいし」

「冒険者が堅実な人生もないもんさ。ちょいと待ってな、クラウスー紹介するよ、うちの新しい看板娘……」

　女将が、親しげにカウンターの青年を呼よび止めようとした時、主人と青年の会話が切れ切れにイリーナたちの席へと流れてきた。

「──……て、ことで、この店から通つう報ほうされた例の《巨大蟻ジヤイアント・アント》なんだけど、色々な目もく撃げき証しよう言げんと照らし合わせると、ファンから南西の徒歩一日以内のところに巣がある気配が濃のう厚こうらしいんだ」

　青年の言葉に、目を大きく見開いたのは、イリーナとノリスだった。

　彼の話す、《巨大蟻》とは、自分たちの関かかわった最初の事じ件けん──地下下水道工事の時に現あらわれた《巨大蟻》に違ちがいない。

「巣分けをするほどに、大きくなった巣がファン近きん郊こうにあるってことは、それだけ万が一の時の被ひ害がいが大きくなるってことだからね。騎き士し団だんの派は遣けんが決まったらしいんだ。そのことは伝えておこうと思って」

　その戦いに関わっていなかったマウナはきょとんとし、ノリスは「ふーん」と鼻を鳴らし、イリーナは複ふく雑ざつそうな表ひよう情じようをしている。

「……どうしたの、イリーナ」

　その表情に気付き、マウナが首を傾げ、少女を覗のぞきこむ。

「──……あの、気にしすぎかもしれないんですけれど」

「うん？」

「ヒース兄さんの故ふる郷さとの村、ファンの南西、半日のところにあるんです」

　顎あごを指で擦さすりながら、イリーナは迷まようように、はっきりとしない小さな声で答えた。

「それって、確かく実じつにヒースの故郷も《巨大蟻》の巣圏けん内ないに入るってこと？」

　ノリスも目をぱちぱちと瞬しばたたかせながら、身を乗り出した。

「もしかして、ヒースの帰りが遅おくれてるのって、そのせいじゃない？」

「いえ、別に遅れてないと思います。もともと、十日ほどの予定で、学院に外がい泊はく許きよ可かを取ってるそうですから」

　どことなく楽しげにすら聞こえるマウナの言葉に、イリーナはキッパリと否ひ定ていする。

「それに、何かあったら半日の距きよ離りですから、便りも来ると思いますし……」

「でも、方向的に《巨大蟻》の巣があるかもしれない場所に、ぴったり合がつ致ちしてるんだよね？」

　ノリスが、マウナと同じ表情で、さらに言葉に被かぶせる。

「それは、心配よね。だって、狩人かりうどの家とはいえ、お姉さんのほかに、まだ小さな妹さんと弟さんがいるんじゃなかったっけ？　それで、ご両親は今、ファリス神しん殿でんに遊びに来てるって聞いたけど？」

「はい。わたしの両親の看かん病びように、ちょくちょくヒース兄さんのおばさんが来てくださってます。今は珍めずらしく、おじさんも一いつ緒しよに……」

　マウナは、最近ノリスと交代でファリス神殿に顔を出しているだけに、事情にも詳くわしい。頰ほおに手を当てて、ほーっ、と芝居がかった吐と息いきをついた。カウンターでは、若者を紹介しようとして空から振ぶっていた女将が、肩かたを落としている。

「……心配よねえ」

「そりゃあ……少しは」

　そこまで強調されれば、イリーナとしても、不安に心が引ひっ搔かかれる。

「ボク、実はほとんどファンから出たことないんだよね、おばあちゃまにカユーマに湯治につれて行ってもらったことはあるんだけど」

　もごもごと言葉を濁にごしているイリーナとは対照的に、嬉うれしそうにノリスが自分を指差している。

「ノリス、イリーナが決けつ断だんするまでは、冗じよう談だんでもいいから殊しゆ勝しような顔してなさいよ……っていうか、湯治ってあんた、もしかして坊ぼつちゃん⁉」

　悩なやむイリーナの目の前で、マウナとノリスが心配を煽あおるのとは別に、のんきなことを言い合っている。

「ヒースの故郷って、興きよう味みあるよね。どんな環かん境きようで、あの性せい格かくが育はぐくまれたのか」

「あたしはたった今、あんたの性格の培つちかわれ方にも、興味が俄が然ぜん出てきたわノリス。あんたお坊ちゃん？」

「マウナ、玉の輿こしに乗ってみる？」

　しつこく追求しているウェイトレスに、盗賊シーフの少年は笑いながら追加の注文をして追い払はらう。上う手まく不安を煽られた神官戦士の少女は、頭から煙けむりを噴ふく思いで、考えを巡めぐらせる。

　ヒースクリフが家を出たのは、二日前。

　本当ならば丸一日とかからない道のりだ。

　心配を振ふり払うために、ぶんぶん、と力いっぱいイリーナは首を左右に振った。被っていた神しん官かん帽ぼうが、その勢いきおいに跳はね飛んで、ふさりと小鳩亭の床ゆかに落ちた。

「……あ」

　イリーナは少し慌あわててその帽子を拾いに行く。

　いつも、帽子が落ちる前に気付いて押おさえてくれていた兄あに貴き分ぶんの不ふ在ざいに、落ち着かないような気持ちが搔き立てられ、帽子についた埃ほこりを払うのも忘わすれて少女神官は迷いに心を揺ゆらす。

　不ふ審しんに思ったノリスが目の前に翳かざす白身魚の揚あげ物に、うっかりと指ごと食いついてしまうまでは。
















第二章　ＬＯＳＴ？










「しかし、これで何もなかった場合、単なる出で歯ば亀がめとか、いい迷めい惑わくとかいうものではないかの」

　やや登りとなった山道を歩きながら、そう冷静に口を開いたのはマイリーの神官戦士であるガルガドだった。黒々とした、きっちりと刈かりこまれた顎あご鬚ひげを指で撫なでながら、首を傾かたむけている。

　朝ファンを出て、そろそろ夕ゆう刻こくになろうという頃ころ合あい、まだ陽ひが山やま裾すそに落ちるには時間があるが、影かげはやや長く伸のび始めていた。じっとしていてはじんわりと熱を感じる山道、緑の木々の隙すき間まから漏もれる木漏れ日が煌きらめいている。

「それはそうかもしれないんですが……」

　少し乾かわいた表ひよう情じようで、イリーナが額ひたいに浮うかぶ汗あせを布ぬので拭ぬぐう。歩くたびにシャラシャラと鳴るのは、鎖帷子チエインメイルだ。並なみの男では着て歩くこともできないずっしりとした鎧よろいを、イリーナは軽々と着こなしていた。

「万が一、ヒースが難なん儀ぎしていたら、仲間として助けてあげないと」

　軽かろやかにそう言い放ち、ぐっと拳こぶしを握にぎったのはマウナだ。何な故ぜか、その表情はわざとらしいほどに爽さわやかだ。それを見み遣やるガルガドの視し線せんは胡う乱ろんげである。

「それもあるけど、マウナは結婚焦あせってるヒースのお姉さんが、どんな相手で妥だ協きようしたのか見てみたいんだよね」

　軽やかに口を挟はさんだノリスの言葉に被かぶさるように、がっつん、と重い音が響ひびき、小こ柄がらな少年盗賊シーフは、頭を抱かかえてその場に座すわりこむことになった。

「まあ、ノリスったら、何を浅ましいことを口走っているのかしら、いやぁね」

　ほほほ、と口くち許もとに手を当てて、マウナは赤くなった拳を背せ中なかに隠かくす。

「……マウナ」

　ドワーフの哀あわれみの視線は、ノリスよりもむしろ、ハーフエルフに向けられている。

「で、でも、わたしも実は、少し気になったんです。アリス姉さんの結婚相手といえば、わたしにとっても新しいお兄さんができるような気分で」

　うっかりと正せい鵠こくを射てしまったために、後頭部を押さえているノリスを心配そうに覗のぞきこみながら、イリーナは少し慌あわてたように言葉を挟んだ。

「関係ないといえば、関係ないんです。わたしとヒース兄さんは、本当に兄妹きようだいってわけじゃないですし、でも、小さな頃から遊んでもらって夏にはおうちに泊とめてもらったりして、遊んでもらっていたんです。姉し妹まいのいないわたしにとっては、やっぱりお姉さんっていうのは、ちょっと憧あこがれで……」

　言い訳わけをするように、ノリスの後頭部を撫なでてやりながら、イリーナは彼を押して歩みを再さい開かいする。癒いやしの呪じゆ文もんが必要なほどではないと判はん断だんしたらしい。

「二人の気持ちはてんで無む視ししていましたけど、クリス兄さんと結けつ婚こんして、本当にお姉さんになってくれればいいなあって思っていたのも、確たしかなんですよね。そのお姉さんが、全然知らない人と、結婚しちゃうかもしれないって思ったら、やっぱり何だか淋さびしくて……ちょっと、その人を見に行きたいというか……もちろん、おめでとうを言いたい気分もあるんですが」

「『アリス姉さんが欲ほしければ、わたしの屍しかばねを越こえていけ？』」

「……と、言いたくなる気持ちも、まったくないと言ってしまえば、ファリス様に叱しかられる程てい度どには、あります」

　後ろから押してもらえるイリーナの力に、歩くのが楽らしく、すっかりと力を抜ぬいているノリスが、首を傾げた。神官戦士の少女の答えに、にま、と奇き妙みような笑えみを浮うかべている。

「兄妹だねー」

「？」

　ノリスの言葉の意味がわからないイリーナは、首を傾げるしかなかった。




　──……何しろ、親父おやじさんは人事不省。実の兄あに貴きは、行方ゆくえ不明ときている。今こそ、俺おれ様さまの出番というものだ。ぜひとも、あの若わか造ぞうには、俺様の屍を乗り越えて……。




　夏になる前に出会った、妹分と親交を深める浅黒い肌はだの少年に対して、ヒースが、不気味に笑いながら、まったく同じ言葉を吐はいていたことを、盗賊シーフの少年はしっかりと覚えていた。

「だから、《巨大蟻ジヤイアント・アント》の巣の心配に関しては、ちょっと口実に過すぎないので……野や次じ馬うま根こん性じようでしかないとわかっているので、微び妙みように心が痛いたいです」

「なるほどの。だから、マウナとクソガキの物見遊ゆ山さん気分を止めることはできないが、後ろめたいわけだの」

　ファリスの神官戦士の歯切れの悪い調子に得心がいったらしく、ガルガドは重々しく頷うなずいた。もっとも、その表情は微妙に笑みが滲にじんでもいたが。

「わたしにとっては、身内のことに対する気持ちが主な理由なので、《巨大蟻》の巣に対する警けい戒かいを口実に、ガルガドさんに、付いてきてもらってしまったのも、ちょっと申し訳ないです」

　素す直なおに、ぴょこりとイリーナが頭を下げる。

　マウナとノリスに心配を煽あおられて、ガルガドを誘さそい、ヒースの故ふる郷さとまでこうして出向いてきてしまったものの、イリーナに微妙に屈くつ託たくがある様子を気にしていたドワーフは、ゆっくりと首を左右に振ふる。

「いや、気にせんでいい。そうやって理由を聞けば、まあ頷うなずけんこともないわけではない。それに、本当に心配な圏けん内ないらしいのは確かだしの、戦いを求めてこうして足を延ばすのも、マイリー神官としては、やぶさかではない」

「ありがとうございます。それに、ノリスとマウナには、ちょっぴりお礼もしたかったんですけど、ろくにお礼を思いつかなかったので。それなら、希望を叶かなえてあげたかったんです」

　安心したように、イリーナは翳かげりのない笑みを浮かべて、再ふたたびガルガドに深めに礼を送る。道の先では、少し先を歩いていたマウナとノリスが少し足を緩ゆるめ、二人に向かって手を振っていた。

「礼？」

　足を速めるファリス神官の少女の背せ中なかを見み遣やりながら、ドワーフのマイリー神官は首を傾げる。

「はい」

　イリーナは、背中にかかった大剣グレートソードと、自分の纏まとう鎖帷子チエインメイルを示すように軽く叩たたく。

「この剣けんと鎧よろいを迷まよいなく買えたのは、ノリスとマウナのお陰かげです。お父さんの病気が良くなるまではと、我が慢まんするつもりでしたけれど、精霊使いシヤーマンの力で、お父さんの病気の進行を止めてくれてるので、こうして一週間ほどの外出なら心配はなくなりました」

「……ああ……」

　思い出したように、ゆっくりとガルガドが頷く。

　そのことを言い出したのは、ノリスだった。ノリスはファンの街でもそこそこ有名な呪まじない屋──ウィッチドクターの生まれだという。その家で日にち常じよう的にやっていたことを、仲間のイリーナに何気なく申し出てくれたのだろう。体内の精せい霊れい力りよくを整え、快かい癒ゆは無理でも、イリーナの父、キリングの石皮病ストーンスキンの進行を食い止めてくれている。まだ、精霊使いシヤーマンとしての経けい験けんはノリスよりも浅いらしいマウナは知らなかった方法だが、彼女と交代で週に一回その術じゆつを施ほどこすだけで、キリングは死の淵ふちから救われている。

　もっとも、病やまいは完全に癒いえたわけではないのだから、油ゆ断だんは禁きん物もつなのだが、それでもイリーナ一家には精神的に格かく段だんの余よ裕ゆうができた。

　その余裕は金きん銭せん面めんにも、表れる。

　キリングの治ち療りようのための金銭を、緊きん急きゆうに貯ためるのではなく、無理をしないペースで貯金すればよくなり、まずは冒ぼう険けん者しやとなったイリーナの身を気き遣づかい、鎧と剣を調ととのえることができたというわけである。

　今は鎖帷子だが、近いうちにイリーナの筋きん力りよくと身の丈たけに合わせて誂あつらえた、重厚な板金プレート鎧アーマーが届とどけられるはずなのだ。

「確たしかに、クソガキの知ち識しきも役に立つもんだの」

　ガルガドがやや苦く笑しようめいた笑えみを浮うかべる。

　イリーナは、あと少しで必要なくなるはずの鎖帷子の着心地を名残なごり惜おしむように、ちゃりちゃりと音を響ひびかせながらマウナたちへと追いつこうと足を速める。

　少し先で、ノリスたちは振り返って少女とドワーフを待っていた。

「イリーナ！　道が二ふた股またに分かれてるけど、どっち⁉」

「右です！　左に行けば、村に入りますけれど、ヒース兄さんの家は、もう少し山のほうなんです！」

　マウナの問いかけに、イリーナは少し大きな声を返す。歩くたびに、緑の香かおりと土の匂においが濃こくなり、鳥の鳴き交かわす声が大きくなるようだ。その夏の空気に、数年前の森で遊んだ記き憶おくが、自然と擽くすぐられた。

　馬車の轍わだちもほとんどない山道を、四人はしばし黙もく々もくと歩いていた。

　時とき折おりノリスが足あし跡あとを探さがし、イリーナの記憶違ちがいがないかを確かく認にんしている。

　やがて、さらに山へと登る道から離はなれ、草を踏ふみ均ならしただけの小さな道へと入った。自然と、イリーナの足が速くなる。

　速いと、文もん句くを訴うつたえるノリスと足の遅おそいドワーフの声は、ろくに耳に入っていないようだった。

　踏みしめられた下生えの続く先に、少し記憶よりも小さな家が、森の拓ひらけた先に佇んでいる。

　イリーナの足が自然に止まった。

　丸木組みの二階建ての家。家の表には、薪まきを割わるための切り株かぶと、獲え物ものを吊つるすための軒のきがある。軒下には、内ない臓ぞうを処しよ理りしたばかりの獲物がぶら下がっていた。

　幼おさない頃ころの記憶と寸すん分ぶん変わらない。弾はずんだ呼こ吸きゆうが整うまで、その光景にイリーナはしばし見入っていた。

　今にも、小さなヒースや、シャルロットが、フォウリー一家を出で迎むかえるために、玄げん関かんから飛び出してきそうだ。

「──……変わってないです」

　少し、懐なつかしげに、嚙かみ締しめるようにイリーナは呟つぶやいた。

　その間に、マウナたちもその背せ中なかに追いつくことになる。

「へーえ、ここがヒースの生家なんだ」

　珍めずらしそうに、マウナが目の上に掌てのひらで庇ひさしを作り、あまり大きいとはいえない家を見上げた。

「思ったよりも、普ふ通つうな家だね。……っていうか、田舎いなかだなあー」

　次に追いついたノリスが、気楽そうに評ひようする。

「そうね、でも猟りよう師し村むらの家なんて、こんなもんよ。っていうか、立りつ派ぱなくらい」

　やはりヤスガルンの貧まずしい猟師村で育ったマウナが、ひょいと肩かたを竦すくめた。特に、足を速めることもなく、最後に追いついてきたガルガドは、言葉もなく、大きく息をついただけだ。

　全員が、ヒースクリフの実家であるという家の前に揃そろった時、気配を感じたのだろうか、玄関の扉とびらがゆっくりと開いた。

「あ……」

　こちらから声をかけようとしていた矢先の事に、イリーナは少しばかり恐きよう縮しゆくする姿し勢せいをとる。頭に載のせていた神しん官かん帽ぼうをとって、胸むねに抱だこうとして──。

「……あら？」

　少し驚おどろいたように、玄関の女じよ性せいは足を止めた。視し線せんを四人の冒ぼう険けん者しやたちに向け、訝いぶかしげな表ひよう情じようをするものの、その先頭に立っていた少女と視線を合わせ、ぱっと破は顔がんする。

　光の加か減げんで金色にも見える鳶とび色いろの瞳ひとみに、金きん褐かつ色しよくの髪かみ。記憶の中で、イリーナの実じつ兄けいにピタリと矢の照しよう準じゆんを合わせていた頃と、あまり変わりがないように思えた。けれど、それよりも確実にすんなりとして、大人びた面おも差ざしの女じよ性せいが、そこに立っている。

　アリステア・セイバーヘーゲン。ヒースの実じつ姉しである。

「イリーナ？　イリーナじゃない？　どうしたの、驚いた……」

　屈くつ託たくなく、目を瞠みはり、迷まようことなく駆かけ出して、イリーナの傍そばへと近付いてくる。少し長いスカートが大おお股またの動きでは歩きにくそうで、そんなところもあまり変わっていないように、イリーナには見えた。

「アリス姉さん！　お久ひさしぶりです！」

　先に深く頭を下げてから、イリーナも跳はねるようにして、アリスへと迎えるように駆け出した。互たがいに手を取り合い、ぴょこぴょこと跳ねながら回っている。

「どうしたの？　急に連れん絡らくもなく……ああ、でも、冒険者になったって聞いていたから、こっちにお仕事でもしに来たの？」

　明るい口調で、アリスはイリーナの顔をよく見ようとしてか、その健康そうな頰ほおに手を当てて顔を覗のぞきこむ。

「元気そうね、安心したわ。ああ、でも、どうしましょう、来る前に連絡をくれればよかったのに……そうすれば、ご馳ち走そうの用意だってしたのに。父さんも母さんもいないから、ありあわせですませるつもりだったのよ」

　年月を経へても変わることなく鳶色の瞳に満ちる親しみに、イリーナはくすぐったいような思いに囚とらわれる。

「お構かまいなくです、アリス姉さん。その気になれば、野宿もしますし、村のほうで宿をとってもいいって思ってましたから、もちろん、アリス姉さんのお料理が食べられれば、言うことはないんですけど……」

「あら、遠えん慮りよという言葉を覚えたのね、イリーナ。気にしないで、あなたの食べっぷりは、腕うでの振ふるい甲が斐いがあるんだから」

　楽しげに、からかうような言葉を口にしながらも、アリステアはイリーナの後ろで少し居い心地ごこち悪わるげにしている三人の姿に気付いたようだった。すぐにイリーナから腕を解とき、礼をする。

「お連れ様たちも、どうぞ。何もない家ですけれど、お茶とお食事をお出しすることくらいはできますわ。できれば、ヒースクリフと、イリーナの冒ぼう険けん者しやになってからのお話を聞かせてくださいな」
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　にっこりと笑えみを浮うかべたアリスに、マウナたちも少なくとも悪感情は抱かなかったようだ、「お世話になります」と、一いつ斉せいに頭を下げる。

　その様子に、ふと、表情を曇くもらせたのは、アリスだった。

　視線を三人へと巡めぐらせ、そして、最後にイリーナへと注ぐ。

「……ねえ、イリーナ」

　そう、再ふたたび彼女が発した声は硬かたかった。

「な、何ですか。アリス姉さん」

　その声の震ふるえに、イリーナが僅わずかに緊きん張ちようする。

「……ヒース、死んだの？」

「は？」

　思わず、ぽかんと口を開ける一同を余よ所そに、至し極ごく真ま面じ目めな表情で、アリスは声を震わせている。ぎゅっと両手でスカートを握にぎり締しめ、その顔色からはいつの間にか血の気がなくなっていた。

「こんなタイミングで、予あらかじめの便りもなしに訪たずねてくるなんて……何かの仕事で、あの子が命を落としたから、そのことを知らせに来てくれたのね……」

「……あの、アリス姉さん……？」

　微び妙みように会話が嚙かみあっていない気がして、思わずイリーナは、彼女の言葉を遮さえぎろうとする。

「あ、いいのよ。冒険者だもの、そういうこともあるわよね。覚かく悟ごはしていたし……馬ば鹿かな子……」

「──……ヒース兄さんは、仕事してません。ていうか、むしろお休みを取っています。休みを取って、実家に帰ってきてるはずですよね」

　じわっと滲にじむ涙なみだを、前まえ掛かけに染しみ込こませていたアリスが、イリーナの言葉に顔を上げる。

「……え？」

「おじさんに言われて、賢けん者じやの学院からお休みの許きよ可かをもらって、二、三日前から帰ってきてるはずですよね？」

　イリーナは悲観的な想そう像ぞうに涙ぐんでいたアリスに、嚙んで含ふくめるように確かく認にんする。昔、こんな風にして、注意されたり、色んなことを教えてもらったことを、ふと思い出した。振り返れば、仲間たちも、揃そろってきょとんとした顔のまま、イリーナの言葉を肯こう定ていするために、カクカクと首を縦たてに揺ゆらしている。

「……ヒースが、帰ってきてる？」

　少し茫ぼう然ぜんとした様子で、アリスが繰くり返す。

　イリーナも、それに重ねて何度も頷うなずいた。

　ひやり、と何な故ぜか嫌いやな予感が背せ中なかを伝う。続くアリスの言葉に、茫然としたのは、イリーナたちだった。

「何のこと？　あの子、去年の新年以来、戻もどってきちゃいないわよ？」

　アリスの言葉に、ぽかんと口が中ちゆう途と半はん端ぱに開いたままになってしまう。

「……は？」

　きょとん、と目を丸くするアリスの言葉に、噓うそはない。

　少なくとも、イリーナには読みとれなかった。










「本当の、本当の、本当に！　ヒース兄さんは戻ってきてないんですか、アリス姉さん！」

　家の中に通され、お茶の準じゆん備びをしているアリスにイリーナが詰つめ寄よる。バシン、と彼女の手が叩たたきつけられたテーブルは大きくぐらぐら揺ゆれて、お茶の表面は今にも零こぼれそうだ。

「本当の、本当に、帰ってきてないのよ……」

　こちらも色をなくしたアリステアが、それでも身体からだに染しみ付いている動きなのか、客人たちにお茶ちや菓が子しを出しながら、機械的に硬かたい動きで頷いている。

　共に部屋に通してもらったノリスは、珍めずらしそうに周囲へと視し線せんを彷徨さまよわせ、マウナはお茶の味を吟ぎん味みするように、くんくんとカップの中の香かおりと、お茶菓子を比くらべている。ガルガドは礼を口にして、カップを手にとった。

「三日前に、賢者の学院に許きよ可かをとり、帰き郷きようの途とに着いたことは確たしかなのですがの。もっとも、わしは見送っておりませんが」

　イリーナの言葉にガルガドが注ちゆう釈しやくを入れる。言葉の足りないファリスの神官戦士は、かくかくと首を縦に振ふって、間ま違ちがいないと頷いている。

「父さんと母さんが、キリングおじさまの見み舞まいに、ファンへと向かってご厄やつ介かいになってるのは、知ってるわ。でも、何な故ぜそんな時期に、ヒースがわざわざ帰郷を？」

　それがわからないと言うようにアリスは首を傾かしげる。

「ああそれは……んぐっ」

　端たん的てきに言えば、アリス姉さんの結婚の邪じや魔まをしろと言われたからです。と、隠かくしもせずに答えかけたイリーナの口が、すばやくマウナに押おさえ込まれた。

「実は、あたしたちも、用よう件けんをよく聞いていないんです。だから、仕事のためにこうしてあいつを迎えに来たわけで……」

　にこやかに、マウナが答える。その言葉にアリスが目を丸くする。

「あと、お姉さんが結けつ婚こんするって聞かされていたから、その相手に挨あい拶さつしてくるとかも、言ってましたよ」

　まさか、気に入らなければ関係を潰つぶしてこい、と父親に言われていたとは言えずに、マウナはにこやかに付け加えた。

「いやだ。父さんってば相変わらず早とちりね。ミハエルとは、そんな間あいだ柄がらじゃないって、言ってるのに……」

　ぽかんと口を開けたアリスが、情なさけなさそうに額ひたいに手を当てて苦く笑しようを浮うかべる。

　ミハエル、というのが『婚約者』の名前らしいとイリーナは記き憶おくしたが、アリスの口調と態たい度どに、思わず首が変な方向に傾かたむいてしまう。

「お仕事のためにこっちに？　一体何の……と、聞くのも失礼ね。だったら、余よ計けいにわからないわ。ファンからこの村まで、半日程てい度どの道のりでしょう？　あの子、何度もファンからこの村まで、往おう復ふくしてるし、特に危き険けんのない道のりのはずよ？」

　戸と惑まどい、アリスは強く首を横に振っている。『ミハエル』との関係は、あっさりと流されてしまったようだ。

「まさか、途と中ちゆうで山さん賊ぞくか何かに……」

「そんな情じよう報ほうも、戦ったような痕こん跡せきも、なかったと思うよ？　ここに来るまで」

　焼き菓が子しを口に頰ほおばっていたノリスが、はっきりとしない口調で言いながら、首を傾かしげている。隙すきを見て、イリーナの焼き菓子に手を出そうとして見つかり、その手の甲こうを捻ひねり上げられた。

「いたたたた！　ごめんごめん、食べないのかと思ったんだよ」

「盗ぬすみは邪じや悪あくです。懐ふところじゃなくても、仲間の焼き菓子を狙ねらうなんて、言ごん語ご道どう断だんです」

　キッパリと言いながら、イリーナは奪うばわれかけた焼き菓子を齧かじり、ノリスの手を離はなす。

「何か、忘わすれ物をしたヒースと、すれ違ちがいになったのかもしれんの。しばし、待ってみてもいいかもしれん」

　心配げなアリスを宥なだめるためにか、ガルガドの言葉は穏おだやかだ。あまり心配しないようにと、言外に含ふくませているようにも聞こえる。

「──……そう、なのかしら。どうしましょう、一度、ファンの両親に連れん絡らくを取ってみたほうが……」

　マウナのカップに、お茶のお替かわりを無む意い識しきに入れながら、アリスは狼ろう狽ばいしたように、呟つぶやいている。

「騒さわぎにするのは、もう少し、後でもよいでしょう。もし、街かい道どう沿ぞいで何かあったのであれば、情報も入ってくるでしょうし、我われ々われにとってもヒースは一いち応おう大事な仲間ですからの。もし、何かトラブルがあったのだとすれば、連れん絡らくもあるでしょう。休きゆう暇かは十日の予定と聞いておりますからの、寄より道の一つも、しているのやもしれませんぞ」

　ガルガドが力強く言葉を添そえる。その隣となりで、イリーナもしっかりと頷うなずいていた。

「大だい丈じよう夫ぶです。アリス姉さん。ヒース兄さんはわたしたちが見つけますから」

　ね、と重ねて、アリスを力づけようとしたときだった。

「──……アリステア？」

　玄げん関かんに通じる扉とびらが開き、背せの高い男だん性せいが、勝手知ったるという足取りで、居い間まへと顔を覗のぞかせる。濃のう灰かい色しよくの長い髪かみを頭の後ろで結び、馬の尻尾しつぽのように垂たらしており、結びきれなかった一ひと房ふさが、端たん整せいな顔を斜ななめに横切っている。着ているものは、小こ綺ぎ麗れいな短衣と、革のブーツだ、狩人かりうどには見えない。むしろ学者か何かのような、優やさ男おとこに見えた。訝いぶかしげに、セイバーヘーゲン家の居い間まに居い座すわる冒ぼう険けん者しやたちへと視し線せんを落とすが、茶と菓か子しを見て客人だと気付き、目礼をしただけだ。

　そして、その青年の腰こしのあたりに、黒い髪かみの少年が取り付いている。十歳さいほどに見える男の子が、陰かげに隠かくれるようにして、いつになく賑にぎやかな居間を見回し、興きよう味み深ぶかげに首を傾かしげていた。その聡そう明めいそうな青い瞳ひとみが、やはりイリーナの許もとで止まる。

「……イリーナ、お姉さん？」

「アレク、大きくなりましたね」

　嬉うれしそうに、瞬まばたきをしながら部屋を覗のぞきこむ少年に、イリーナは親しげに声をかけた。そして初めて背の高い青年の陰から出て、居間の一同を客と認にん識しきしたか、腰を深く折って礼をする。

「はじめまして、アレックス・セイバーへーゲンです」

「ヒース兄さんの弟さんです」

　礼れい儀ぎ正ただしく頭を下げた少年を手で示しめし、イリーナは少年を仲間たちに簡かん単たんに紹介する。

　アレックスは、今年十歳だ。彼が三歳のときにファンへと出てしまったヒースは、帰き郷きようするたびに、末の弟には「お帰りなさい」ではなく「いらっしゃい」と挨あい拶さつされてしまうと、愚ぐ痴ちっていたことを、イリーナは覚えていた。

「かわいー。ヒースと同じ血脈とは思えないほど、可愛かわいいわねえ」

　声を弾はずませ、マウナはしゃがみこんで少年の目線と自分の目線を合わせている。そして、その視線はちらりちらりとさりげなく、その背はい後ごの青年へと値ね踏ぶみするように、注がれていた。

　その視線に気づいたのだろう、濃灰色の髪の青年は、洗せん練れんされた動きで頭を下げる。

「はじめまして、ミハエルと申します。友人を訪たずねて、この村に身を寄よせていたのですが……こちらの、セイバーヘーゲン家に、時とき折おりお世話になっております」

　低い声だ。追加されていた茶菓子に夢む中ちゆうになっていたノリスが、不思議そうに首を傾かしげている。

「こちらこそ、はじめまして、イリーナ・フォウリーと申します。えっと、こっちがわたしの仲間たちで……」

「ああ、貴女あなたが……」

　仲間たちを紹しよう介かいするよりも早く、ミハエルと名乗る青年は瞳に笑みを浮かべる。

「は？」

「アリスから、色々と噂うわさを伺うかがっております」

　緩ゆるやかな動きで礼をし、青年はアリスへと親しげな視線を投げた。アリスは少しバツ悪そうな表情を浮かべはしたものの、言葉を遮さえぎる様子はない。

「噂？」

「ま、まあ、いいじゃない、どんな噂でも。少し話したことがあるでしょう？　ファンの学院に入った弟と仲良くしてくれている幼おさな馴な染じみがいるって、その子なの」

「アリスが、可愛がるのもわかる、潑はつ剌らつとしたお嬢じようさんですね。よろしくお願いします」

　ミハエルは柔やわらかく笑って、イリーナへと握あく手しゆの手を差し出した。中指に指輪が嵌はまっている。

　その手を握にぎり軽く礼を交かわした後、少し照れたように青年は一歩下がり、そして、遠えん慮りよがちにアリスへと声をかけた。

「何か、トラブルがあったのかい？　アリス。顔色がよくない」

　表ひよう情じようを蒼あお褪ざめさせたアリスに気づいたのだろう、ミハエルの口調は優やさしい。

「──……ぁ、何でもないわ、ごめんなさい。アレクの相手をしてくださってありがとう、ミハエル。いつもごめんなさいね」

　テーブルについて、すぐ下の弟の行方ゆくえに思い巡めぐらせていたアリスが、緩ゆるやかに首を横に振ふる。

　気き遣づかい○マル。

　マウナが口の中でこっそりと呟つぶやいたのを聞き取っていたのは、やはり耳の鋭するどいノリスだけだった。

「いいや、気にしなくてもいい。行き詰づまっている私には、ちょうどいい息いき抜ぬきだよ。それに、時折食事のご相しよう伴ばんに与あずかっているんだ。これくらいのことはさせてくれないか？」

「……ありがとう、でも、今日は見ての通り、お客様が多いから、貴方あなたをお招まねきすることは……」

「あっ！　一いつ緒しよでもいいです！　アリス姉さんの支し度たくが大変でなければ、むしろ、ご一緒させてください。お話を色々とお伺いしたいです！」

　申し訳わけなさそうに青年へと告げるアリスの言葉を遮さえぎって、イリーナが身を乗り出そうとする。

　その勢いきおいに、アリスとミハエルは揃そろって目を丸くしていた。テーブルの下から、マウナが白い上着の裾すそをつんつんと指で引いて注意を惹ひくと、周囲に聞こえないように、できるだけ声を低め囁ささやいた。

「……いいの？　イリーナ。余よ計けいなことなんじゃない？」

「アリス姉さんの恋こい人びとの素そ行こう調ちよう査さは、ヒース兄さんのお仕事でしたから。おじさんから、報ほう酬しゆうという名のお小遣いを貰もらっていたそうなので、仲間として、それを反ほ故ごにさせるわけにはいきません」

「……──」

　やはり低い声で、しかしきっぱりと囁き返したイリーナは、横顔に注がれる無言のハーフエルフの視し線せんに、瞬まばたき三回分の間を置いて、項うな垂だれた。

「……すいません。本当は、興きよう味みがあるんです」

「正直でよろしい」

　両手にお茶のカップを包んで、マウナは鷹おう揚ように頷うなずく。当の青年は思案するようにしばし宙ちゆうを見、そしてイリーナへと視線を落とす。

「彼女の小さな頃ころを知っているお嬢さんと話をしてみたいのは山々だけれど、夕食のしたくをするアリスに、負ふ担たんを掛かけるのも心苦しいから……」

「──……あ。わたしは、別に構かまわないのよ、ミハエル。七人が八人になる程てい度どだもの。一人では、食事をするのも手の込こんだものを作れないでしょうし、味気がないでしょう？」

　まだ少し横顔の青いアリスが立ち上がり、食材の確かく認にんをするために台所へと向かおうとする様子に、心配したらしい青年が、さりげなく背せを支ささえるように、付き添そおうとする。通り過すぎる一いつ瞬しゆんに、くしゃりとアレクの髪かみを気安く搔かき回して行った。

「結けつ婚こんとか、そんな間あいだ柄がらじゃない？」

　小さな声で、マウナが呟き、その言葉を聞きとがめたらしいイリーナが、視線を向ける。

「仲よさそうですよね？」

　娘たちが囁き交わしている中、金きん褐かつ色しよくの髪かみの女じよ性せいに付き添そう濃のう灰かい色しよくの尻尾しつぽをこさえた後頭部を、何気なく追いかけていたノリスが、難むずかしい表情で、眉み間けんに皺しわを刻きざんでいる。

「しかし……とっくに帰っていておかしくないヒースが、何な故ぜまだ到とう着ちやくしていないのかは気になるの」

　とりたてて、他人の色恋の行方に興味のないらしいガルガドが、髭ひげを扱しごきながら低く呟いた。その言葉に、我われに返ったイリーナの背が一瞬緊きん張ちようする。

「──……大だい丈じよう夫ぶです」

　みし、と手の中に包んだカップが、ささやかな軋きしみ音をたてた。

「ヒース兄さんは、大丈夫に決まってます」

　自分に言い聞かせるように、はっきりとした声こわ音ねで、宣せん言げんする。

「何でそう思うの？」

　盗賊シーフの少年の問いかけは、いつもと変わらない軽かろやかさだ。

「……何でって」

　不意を突つかれたように、神官戦士の少女は、言葉を途と切ぎれさせた。自分の中で答えを探さがすように。

「だって、ヒース兄さんはうちに戻もどって、アリス姉さんのお相手の邪じや魔ま……じゃない、見み極きわめをするって、おじさんと約束をしたんです。あれでも一いち応おうファリス信者なので、噓うそはつきません！」

「え、それって根こん拠きよ？」

「……え、違ちがうでしょうか」

　首を傾かしげているノリスに、イリーナもいきなり自信が萎しぼんでしまうのか、同じ角度に首を傾げてしまう。

「まあ、それはそれとして、だ。もしかすると何か不ふ穏おんなことがあっては困こまるからの。周辺を少し探さぐってみるとしようかの。おいクソガキ」

　下世話な話になりそうな予感に、なるべく建けん設せつ的な方向で事じ態たいに関かかわりたいと思ったらしいガルガドが、ややぞんざいに少年盗賊シーフへと声をかける。

　台所では何か他愛たわいのないことを話しているらしい、アリスとミハエルの話し声が聞こえてくるが、切れ切れだ。さりげない風を装よそおっても、気になるらしいマウナの、人よりも少し尖とがった耳が微び妙みようにピクピクと動いている。ノリスもそちらのほうを少し気にしていたようだが、呼よびかけに慌あわててドワーフを振ふり返った。

「え、あ、何？」

「一度ファンに戻るか何かして、このあたりの情じよう報ほうを集められるかの？　わしらの知らん近道があるかもしれん、そちらは村のほうで話が聞けるかもしれん……どうした？」

　ノリスが少し表情を引き締しめて、台所の様子を横目に窺うかがっていることに、ガルガドは訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめた。

「……あ、うん。何でもない。あ、何でもなくない、かもしれない」

　少年は慌てて首を横に振る。口に出すことに逡しゆん巡じゆんを浮うかべ、少々迷まよいがちにガルガドへと視線を向けなおした。

「あのさ、あのミハエルって人……どこかで会ったことない？」

　やや自信なさそうに、ノリスは声を潜ひそめ問いかけた。その言葉に、ガルガドは太い眉を寄よせる。

「どこでだの？」

「──……んー、それは、よくわからないんだけど、あいつ、どこかで会ったような気がするんだ」

　顔立ちに覚えがあるのか、名前なのか、それとも声なのか。

　何に引っ掛かりを覚えたのか、自分でもわからないらしく、強く額ひたい当あてからはみ出した硬い黒くろ髪かみを、わしわしと両手でかき回す。記き憶おくを搾しぼり出そうと、しばらく身体からだを捩ねじるようにして椅い子すの上で悶もだえていたが、やがて、短く吐はき出した。

「──～～～～……ッ！　わかんないっ！」

「何かの手配書とかかの？　以前、それを思い出せんで、失敗したろう」

　夏になる前の一番最初の冒ぼう険けんで、ノリスは盗賊の掟おきてから外れたとある男の手配書を思い出せず、危あやうくパーティ全員が危き険けんに陥おちいりかけたことがある。イリーナは、その時に見失ってしまった少年のことをふと思い出し……首を横に振る。苦い後こう悔かいが胸むねを刺さした、最初の一歩だった。

「違うよ、実じつ際さいに会ったんだ」

「……まあ、覚え違いということもあるがの。思い出したら、教えてくれ」

　ガルガドはそっけなくノリスの言葉を片かた付づけた。

　台所では、食材のチェックを終えたらしいアリスが、余よ裕ゆうありと判はん断だんしてか、改めてミハエルを食事に誘さそっているようだ。

　その様子をチェックしているらしいマウナが、ややにやつきながら細かいチェックポイントを、指を折りながら数えている。

「彼女の顔色にすぐ気が付くあたり、結けつ構こうポイントは高いわね。でも、こちらが詳くわしく話そうとしない限かぎり、深く踏ふみ込まないあたりも、好印象かしら。兄弟と友好な関係を築きずいて、将を射んと欲ほつすれば、まず馬を手なづけているあたり、計けい画かく性せいもアリ。──あと、割わりとプレゼントにも気が利きいてる」

「ぷれぜんと？」

　マウナのチェックに思わず聞き入っていたイリーナが、不思議そうに問い返す。声を潜め、「あれ」と指差した先は、野菜を取り上げたアリスの手だった。そこにはよく見れば、指輪が嵌はまっている。金色の地金の、シンプルなものだ。

「あれ……ミハエルの、プレゼントじゃない……。姉さんいつでも、身につけてるけど」

　客たちの遣やり取りに聞き耳を立てていたらしいセイバーヘーゲン家の末すえっ子、アレックスがぼそりと小さく言葉を挟はさんだ。

「え？　そうなの？　じゃあマイナスポイント。取り替かえさせるくらい、新しいものをプレゼントしなくちゃ」

「……そういうものなんですか、難むずかしいんですね男女関係って。勉強になります」

「イリーナ……マウナの主しゆ張ちようを鵜う吞のみにせんほうがよいぞ」

　今にもメモを取り出さんばかりの勢いきおいで、深く頷うなずくイリーナに、ぼそっとマイリー神官が呟つぶやいている。

「マイナスポイントでも……僕ぼくは、ミハエルがお義に兄いさんになるのは、いいと思う。ロッテ姉さんは……嫌いやがってる、けれど」

　マウナの茶器に、新しいお茶を注つぎ足しながら、小さな声でアレクが主張した。

「マイナスポイントって何だい？　アレク」

　いつの間にか、一度台所から離はなれて近付いてきていたらしいミハエルに、その場の全員が不自然に跳はね上がった。

「あっ、いえっ、何でもないです！」

　まさか、あなた自身の評ひよう価かですとは言えずに、それを口にしたマウナのほうが、あわあわと口くち許もとに手を当てて虚うつろに笑っている。

「食事のメニューは何がいいかって、アリスが聞いているんだけれど……なにか、リクエストは？」

　柔やわらかい人当たりのいい声と口調だ。穏おだやかな瞳ひとみで見返されて、思わずイリーナは真しん剣けんに考えこんでしまう。

「……ヒース兄さんに、教わりました」

「？」

「食事をもっとも美お味いしくするのは、食卓を囲む相手と、ウィットに富とんだ軽かろやかな会話であると。その当のヒース兄さん自身の会話が軽けい妙みようであったかは、この際さい置くとして、間ま違ちがいではないと思うんです」

「ああ、そうかもしれないね」

　ややきょとんとした表ひよう情じようで、灰はい色いろの髪かみの青年は頷うなずく。

「そういうわけで、アリス姉さんには雉きじ肉にくのソテーを是ぜ非ひともお願いするとして、ミハエルさんには食事中の会話として、アリス姉さんとの出で逢あいから、今現げん在ざいの関係に至いたる過か程ていの細々とした悲ひ喜き交こも々ごも。ミハエルさん自身の経けい歴れき貯ちよ金きん遺い産さん親しん戚せき宗しゆう教きよう関係お墓はかの有う無む。そして、これからのご予定と、セイバーヘーゲン家の理解が得れた場合の家族計画における展てん望ぼうを……」

「……イリーナの希望は、雉肉抜ぬきのソテーね。よくわかったわ」

　ヒースの帰き郷きようの主目的を自分が果たそうと思ってか、身を乗り出してミハエルに詰つめ寄よるイリーナの声を聞きつけていたのだろう。台所からの冷ややかな声が響ひびく。

「あっ、すいません噓うそです、いえ、噓じゃないんです、是ぜ非ひとも知りたいんですけど、あのっ、そのっ、『いえーい、アリスびじーん、お料理上手ー、よっ、三国一の花はな嫁よめ候こう補ほ』！」

　イリーナが自分の失点を取り戻もどそうと、幼おさない頃ころに一度だけ兄に教わった「おかずの増ふえるおまじない」を思わず口にした瞬しゆん間かん、振ふり返ったアリスは、なんとも言えない表情になっていた。驚おどろいたような、痛いたみを感じたような。

「──……えと、アリス姉さん？」

　見開かれ、束つかの間時を止めたように遠くなるアリスの金茶色の瞳が、のろのろと自分の指輪を嵌はめた指に落ち、それに自分自身で気づいたらしく、慌あわてて首を振る。

「アリス？」

　ミハエルの声に我われに返ったらしいアリスが、わざとらしく大きな動きで、イリーナからそっぽを向いた。

「馬ば鹿かね、イリーナ」

「え？」

　棒ぼう立だちになっていたアリスが再ふたたび動きを取り戻すとともに、やたらと明るい声が返る。

「そんな古いおまじない、とっくの昔に有ゆう効こう期き限げんは切れてるわよ」

「えーっ、そうなんですか？」

「そうなのよ」

　イリーナの情なさけなさそうな声に、背せ中なかを向けたまま、台所から軽い口調が答えた。

「──……アリス、何か手伝えることはあるかい？」

　気き遣づかうように、声をかけ近付いていくミハエルは、アリスの隣となりに並ならんで支ささえるように寄より添そっている──ように、見える。

「……ありがとう、ミハエル。ついでに貴方あなたのお夜食も作っておくから、持って帰って頂ちよう戴だい。腸ちよう詰づめとパンを好きな厚あつさに切って」

　まな板と包ほう丁ちようの触れ合う、リズミカルな音と、温あたたかな湯気があがる夕ゆう餉げの支し度たくを整える台所。芳こうばしい、鶏とり肉にくの焼ける脂あぶらの香かおりが広がり、ソースが滴したたっては火の中で弾はじける音が響ひびいていた。

　ドワーフの神官戦士が、自分でお茶のおかわりを淹いれている間、何となくマウナとノリスがイリーナの横顔と、アリスの背中と、それに近づいて行こうとするミハエルを見守り、そしてお互たがいの顔を見み交かわして、なにやら頷きあっていた。










　左に行けば、村へ。

　右に行けば、セイバーヘーゲン家へと、通じる道。

　しかし、右にあるのはセイバーヘーゲン家だけではなかった。半ば廃はい屋おくと化した古い家も、一軒けん、セイバーヘーゲン家よりもさらに森の奥おくに存そん在ざいしていた。

　緑に埋うもれるかのように、忘わすれ去られていた廃屋。

　しかし、最近その家に起き居きよする者がいると、村では評ひよう判ばんになっていた。

　太陽はほとんど西へと沈しずみ、紺こん色いろの中に混まじる夕陽の名残なごりの茜あかね色いろが、明日の快かい晴せいを約束している。逞たくましい緑の木々が夜の色に染そまる中、濃のう灰かい色しよくの髪かみを頭の後ろで一ひと纏まとめにした若わか者ものが、周囲に視し線せんを配りながら廃屋へと近付いていく。手には、小さな籠かごが下がり、中からは芳ばしい香りが仄ほのかに流れていた。

　その視線は鋭するどく、セイバーヘーゲン家の夕食のテーブルで見せていた紳しん士し的な態たい度どはなりを潜ひそめている。

　やや身を低くしながら、扉とびらに背中を付け、軽く鉤かぎ型がたに曲げた指の背で、扉を叩たたく。三回、そして、間を置いて二回。

　その二回目を叩き終えるか終えないかに、扉の内側から呼よびかける声が聞こえる。

「ミハエル？」

　若わかい男の声だった。少年のものと言ってもいい。

　想そう像ぞうしていた声とは違ちがったのだろう、ミハエルは表ひよう情じようを翳かげらせた。

「──……ダスターは？　外に出たのか、フェルツ」

　声は辛かろうじて中から拾える程てい度どに、潜められている。もっとも、ミハエル自身がその声を中から拾えと言われても、無理だったろう。しかし、中の若い声はそれを上う手まく拾い上げたようだった。

「ああ、昼間から出て行ったよ。すごく機き嫌げん悪いぜ？」

　若い声はややくぐもっている。チッと低く舌した打うちをして、ミハエルは廃屋の扉を開こうとして──鍵かぎに阻はばまれる。

「〝我われの前に、閉とざされる扉はなし〟」

　低く唱えられた呪じゆ文もんは『古代語魔法ハイ・エンシエント』だ。ミハエルの中指の指輪が淡あわく輝かがやき、鍵の落ちる音が響ひびく。

「フェルツ、中から何か仕し掛かけているか？」

　無む造ぞう作さに扉を開こうとして、動きを止め、中へと声をかけた。

「いや、気付かなかった。大だい丈じよう夫ぶだと思う」

　声は時折くぐもり、苦しそうな音が混まじる。一つ頷うなずき、今度こそミハエルは扉を開ける。

　古びて汚よごれた室内は、簡かん単たんに埃ほこりを払はらっただけの、ねぐらというにはおこがましいものだった。朽くちかけたテーブルに、斜ななめになった椅い子すが一脚きやく。しかし、わざと生せい活かつ臭しゆうを漂ただよわせるかのように、テーブルには食器を置き、書物を並べている。

　そして、その床ゆかには、少年が一人倒たおれていた。

　いや、転がされていた──というのが、正せい確かくなところかもしれない。

　黒くろ髪かみに、浅黒い肌はだをした少年が、ぐるぐると蓑みの虫むしのように縄なわをかけられ、もがいている。その一部がテーブルの足に繫つながれているために、大きくは動けないようだ。

「──ッ、くそっ、あとちょっと…ここさえ、外れれば」

　悔くやしげに、少年は身を揉もんで縄を外そうとしている。

「……切ってやろうか？　フェルツ」

「いらねえ。自分で外す。その方法は、習ったんだ……下へ手たな横よこ槍やりで、外したってことがバレたら、今度こそ、あいつに『役立たず』って烙らく印いん押おされて、始末されちまう」

　ギリ、と歯を食いしばる音が、ミハエルの耳まで届とどいた。その心意気に、ミハエルは水をさす気はないようだった。少々乱らん暴ぼうに、テーブルの椅子の一つを引き出し、腰こしを落とす。

　やや大きな軋きしみ音が響ひびき、その音色にフェルツと呼よばれた少年は表情を顰しかめたようだ。

「……何だよ、あんたも、機嫌悪いのかよ」

　問いかける少年の口調も、決してご機嫌なものではない。床の上で転がるようにしながら、身体からだに掛かかった縄を外そうと試みている。そのたびに床の埃ほこりが舞まい上がり、小さく噎むせた。

　やがて、床の少年は、休きゆう憩けいと思ったのか、大人しく床に転がったままで、椅子に座すわるミハエルを見上げていた。

「──……オレが、聞くことじゃないけどさ。何かあったのかよ」

「ない、とは言えないな。少々計算違いが生じた」

　樽たるに汲くみ置いておいた水を椀わんに注つぎ、ミハエルは不機嫌そうにそれを一息で干ほした。

「計算違い？」

「まあ、お前に言ってもしかたがない」

　冷ややかに言い切り、頭の後ろで束ねた髪かみの束を揺ゆらす。黙だまったまま床から見上げる少年を見下ろし、若わか者ものは苦い溜ため息いきをついた。

「──……ダスターは宝の持ち主を殺して奪うばうことを主しゆ張ちようしている。しかし、殺して奪うなんてことを繰くり返していれば、以前の二の舞まいだ。ファンから逃にげ出さざるを得なかった時のな」

　まるで独ひとり言のように、ミハエルは呟つぶやく。

「なるべく、穏おん当とうに目的を遂すい行こうするのが、最さい善ぜんだ。しかし、あいつはそれをわかっていない。ヤツは力がありすぎる、邪じや魔まなものを簡単に排はい除じよできるからこそ、その手しゆ段だんに簡単に手を出す。しかし、それでは、より大きな反発を食くらうだけだ」

　少年は、暗あん紫し色しよくの表ひよう情じようでミハエルと名乗る魔術師ソーサラーを見上げていた。しかし、ただぼんやりと眺ながめていただけではないようだ、不意に跳はねるようにして上体を起こし、得意気に身体から落ちる縄を、掲かかげて見せた。達成感があるのだろう、表ひよう情じようは明るい。

「──…ッし、抜ぬけた！」

「ダスターの縄だろう、それを脱だつ出しゆつできるのは大したものだ」

　まんざらお世せ辞じでもない賞しよう賛さんを投げ、ミハエルはうっすらと口くち許もとに笑えみを浮うかべる。

「あんたが、あいつに動くなって釘くぎ刺さしてるから、オレに嫌いやがらせするしかないんだよ。あいつにとっては手て慰なぐさみだろうけれど、でも、今まで知らなかったことを学べるのは、結けつ構こう楽しいって言ったら……問題あるかな」

　身体に纏まといつく縄を解とき、しばし手首に視し線せんを落とす。その腕うでには、銅どうの輪が嵌はめられている。このオーファンならば知らぬ者はない、罪つみ人びとの証あかしである。不自然な姿し勢せいで転がっていたため、節々が痛いたむのだろう、膝ひざと腰をさすりながら、フェルツが立ち上がった。

「オレは、あんたに感かん謝しやしてるよ、ミハエル」

　縄を手に巻まき取りながら、浅黒い肌の少年は低く呟いた。

「……ファンを出て、すぐにオレはダスターに始末されるはずだった。それを、止めてくれたのはあんただ」

「恩おんを感じる必要はない」

　フェルツの言葉を、ミハエルは一刀両りよう断だんにする。

「まだ、お前には利用価か値ちがありそうだったから、助けたまでのことだ。実じつ際さいに、仲間が二人、下水道から出てこなかった、大きな損そん失しつだ。使えそうなものは親でも使う。まして他人なら、扱こき使うつもりだからな」

　床に胡坐あぐらを搔かき、縄を巻き取っていきながら、フェルツは呟く。

「──……恩は、恩だよ。人殺しとかは、嫌いやだけど……っていうか、あんたはそれを反対してるって、わかったから。今度は、欲ほしい宝たからに近付いて、譲ゆずり受けようとしてるんだろう？　傷きずつけないように」

　ミハエルは、少年の言葉に答えない。

　それに特に気を留めることなく、フェルツは自分に与あたえられた盗賊シーフ用のツールの手入れを始める。

「ダスターが戯たわむれでも、教えてくれる技ぎ術じゆつは、オレに役に立ちそうだから、さ。──……叱しかられそうだけどよ」

　誰だれに、とは口にせず、少年は苦く笑った。

「ああ。なるべく、傷つけることはしたくない。強い力、暴ぼう力りよくに訴うつたえれば、さらに強い力の反発を受けることは目に見えている。しかし──」

　そういう意味では、ダスターをいつまでも頭に据すえておくことには、危き険けんが付きまとう。なるべく密ひそやかに、速すみやかに、自身の意図を汲くみ取って仕事を完かん了りようさせる、有ゆう能のうな片かた腕うでが必要だ。

「──……フェルツ」

「ん？」

　針はりや針金、ピックを磨みがき、丁てい寧ねいに仕し舞まいこんでいたフェルツが呼よびかけに応こたえる。

「……覚えておけば便利なことを、教えてやろう。学ぶ気があれば、だが。天体の動き、モンスターの種類分類、下位古代語の読み方。一つ知ることが増ふえれば、お前の未来の選択肢も一つ、拓ひらける」

　ミハエルは椅い子すから立ち上がり、木箱の中に隠かくしてあった背はい囊のうから、書物を一冊さつ取り出した。

「……ああ、その前に」

　ふと、思い出したようにミハエルは手にしていた籠かごを、少年の目の前に置く。中から零こぼれるパンと肉の香かおりに、少年の健康な腹はらの虫が大きく鳴った。

「ダスターのことだ、お前の食事を気き遣づかうようなこともないだろう。腹ごしらえをしておけ。味わって食べろよ」

「ありがとう、ミハエル。……食の恩だけはどんどん溜たまってくよな」

　一いつ瞬しゆん躊躇ためらい、けれど空くう腹ふくを自覚したフェルツの動きは迷まよいない。素す早ばやく籠を手にして、中に満たされていた揚あげた鶏とりにくをソースに浸ひたし、野菜と共にパンに挟はさんだものに齧かじり付く。まだ、挟まれた惣そう菜ざいは十分に温かい。

「気が向いたら、返してもらうさ。高くつくぞ？」

　アリステアの作った夜食を頰ほお張ばる浅黒い肌はだの少年は、ややぎこちなくはあるものの笑みを浮かべた。

「人殺し以外なら、努力するよ」

　口の端はしについたソースを手の甲こうで拭ぬぐうと、銅どうの腕輪が少し汚よごれる。

「……久ひさしぶりに、飯が美う味まいや。……ダスターがいないせいかな……と」

「嫌きらわれたもんだな、あいつも」

　フェルツ自身、失言だったと思ったのだろう、口にして慌あわてて口くち許もとを覆おおう様子を、ミハエルは咎とがめることなく流した。志こころざしの違ちがうもう一人の仲間と、フェルツの間の溝みぞは、今のところミハエル自身にとっては都合のいいものだ。

「──……最後に美味いって思ったのは……」

　ミハエルの思いとは別に、少年は一時、心を過よぎった物思いに沈しずむ。

　最後に美味いと、思ったのは──ああ、青い鳥の看かん板ばんの掛かかった店。テーブルを囲んだのは、皮肉げな魔術師ソーサラーと、ドワーフの神官戦士、そして……。

　ああ、なんか、口うるさそうなハーフエルフの給きゆう仕じと、額ひたい当あてのタメ年っぽいのも、いつの間にか交まじってたっけ。

「……いいよ、ミハエル。勉強教えてくれよ」

　わざと意い識しき上じように上らせまいと、残り一つの面おも影かげを振ふり切って、少年は最後のパンの欠片かけらを口の中に放ほうり込こんだ。







「だからね、あたしはミハエルさんは好きじゃないの！　だって、何だか胡う散さん臭くさいんだモノ。あんな人がお義に兄いさんになるなんて、ヤダ」

　冒ぼう険けん者しやたちとミハエルも含ふくめた食事を終え、食しよく卓たくの片かた付づけの最中に、そう強く主しゆ張ちようをしながら身を乗り出したのは、シャルロット・セイバーヘーゲンだった。かつて、熊くまに襲おそわれ、涙なみだと洟はなとにまみれて泣き叫さけんでいた幼おさない子も、十二歳さいになっていた。

　癖くせのある金色の髪かみを揺ゆらし、見知らぬ客にも臆おくすることなく、自分の思うことを甲かん高だかい声でまくし立てていく。

「どうして？　頭のいい人、だよ？」

　それに反はん駁ばくをしているのは、アレックス・セイバーヘーゲンだ。姉の勢いきおいにも、のんびりと鶏とり肉にくを口に運ぶ手を休めない。

「頭のいい人は、性せい格かく悪いの！　ヒース兄さんを見ていればわかるでしょ」

「……うん、それはわかる」

　こっくりとアレクはシャルロットの言葉に頷うなずいている。

「──……ごめんなさいね、まったく……そんなこと考えてないって言ってるのに」

　弟妹きようだいの言い争う声を聞きながら、アリステア・セイバーヘーゲンは苦い表ひよう情じようで汚よごれた皿を運ぶために台所と食卓を行ったり来たりしている。

「あ、いえ。……本当に、しないんですか？」

　イリーナは、ついつい探さぐるような表情で、アリステアを見上げてしまう。

　セイバーヘーゲン家の食卓は、広い。

　かつては、この場にフォウリー家も招まねいて共に食事を摂とることもできたのだから、かなりのものである。

「少なくとも、今は考えてないわね」

　はっきりと言いながら、アリスは片かた付づけの手を止めて少し苦い笑えみを浮うかべる。イリーナの前の皿に手を伸のばそうとして、それに気づいたイリーナが、自分の分の皿を慌あわてて纏まとめて運ぼうとする。
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「でも、今は、ですよね。今の言い方だと」

　慣なれた手つきで、台所で皿を洗あらっているのはマウナだ。食事のお礼に手伝いを申し出たのだが、やはり《青い小こ鳩ばと亭てい》で働いているだけあって、手て際ぎわはいい。

「まあ、自分がいい歳としだっていうのは、わかってるから。けれど、あんまり考えられないのよね、そういうこと……。家で、こうして家事をしているのは好きなんだけれど」

　小さく笑いながら、アリスは弟妹の言い争いを、交こう換かんするテーブルクロスを被かぶせることで仲ちゆう裁さいする。慣れたものだと、やはり給仕を仕事にしているマウナは、思わず感心した。そのついでのように、意味ありげに問いかける。

「もしかして、もうすでに好きな人がいるから？」

　アリスは、困こまったような表情を浮かべた。甘あまいと思っていたものが、しょっぱかったような、温かいと思っていたスープがキンキンに冷えていたとか、そんな困ったような表情だ。いや、本人は困っているとは、思っていなかったかもしれない。

「それは、ない。別に、気になるヤツなんていないし、そういうヤツを待ってるなんてこともない」

　きっぱりとした、必要以上に強いアリスの語ご勢せいに押おされたように、マウナは微び妙みように仰のけ反った。

「それよりも、ヒースのこと、何かわかったかしら……ノリスくんだっけ？　あの子に任まかせておいて、大だい丈じよう夫ぶ？」

　話題を変えるよう、一転して気ぜわしげなアリスの問いかけに、夕食が終わると一足先にこの家を辞した少年盗賊シーフのことを思い出し、イリーナは自信ありげに深く頷うなずく。

「大丈夫です、多分。ノリスは情じよう報ほう収しゆう集しゆうが得意だそうですから、きっとヒース兄さんのことには何か手がかりを見つけてくれるはずです」

　何な故ぜ、自分の仲間の特とく技ぎに「だそう」とついているのだろうかと、ようやく汚れたテーブルクロスから脱だつ出しゆつしたセイバーヘーゲン家の子こ供どもたちは、微び妙みように首を傾げている。

「ていうか、ヒースのほうは、これほど大おお騒さわぎになってるとは思わずに、明あ日す明後日あさつてくらいにふらっと姿すがたを現あらわしそうではあるわよね、あたしは寄より道の可か能のう性せいが強いって思うんだけど」

　台所から食卓に聞こえるように、マウナが殊こと更さら明るい声を出す。

　ヒースの故ふる郷さとに何かあったのではないかという、物見遊ゆ山さんの口実という名の噓うそから出た真まことは、勘かん弁べんして欲ほしいと思ったのだろう。もっともそれを耳にしているイリーナ自身も、まだマウナの言うとおり、寄り道かなにかの可能性が大きいだろうと、思っていた。

「そうよね、あの子、要よう領りようのいい子だから」

　行方ゆくえ不明者の姉が、仲間の請うけ合う言葉に安心したように笑みを浮かべる。

「……でも、変なところで要領悪いよね」

　行方不明者の妹は、その傍かたわらでボソッと呟つぶやいている。

　イリーナがうっかりと頷いたのは、後者の言葉にだった。
















第三章　踊おどる大だい捜そう索さく線せん










「まさか、ヒースが家に帰ってなかったなんて思わなかったわ」

　大きな溜ため息いきをついて、マウナが腕うでを組む。

　猟りよう師し村むらの朝は早い。

　夜が明けきる前に、朝食と弁べん当とうの準じゆん備びを調ととのえ、まだ若わかい食べ盛ざかりの狩人かりうどたちを送り出す料理長アリステアの朝は特に早く。

　それに急せき立てられるようにして出かける子こ供どもたちは、次に早く。もっとも遅おそいのは、朝食と昼食を準備してもらってしまった、冒ぼう険けん者しやたちであった。

　朝の空気はまだしっとりと、朝あさ露つゆを含ふくんで濡ぬれたような香かおりがする。深く呼こ吸きゆうをすると、木々の葉の新しん鮮せんな香りが肺はい腑ふいっぱいに満たされた。

「はい、わたしも意外でした。だって、ヒース兄さんが実家に帰るのを躊躇ためらったり、迷まよったりするようには思えません。途と中ちゆうで何かトラブルに巻まき込こまれたんじゃないかとは思うんですが……」

　すっかりと身み支じ度たくを整えたイリーナが、背せに大剣グレートソードを背負い、その重さを確たしかめている。大剣を手に入れてからは、朝には鞘さやから一度抜ぬいて、刀身に朝あさ陽ひが照り映はえる姿すがたを見てうっとりとするのが日課になっていた。しかし、さすがに今日はその余よ裕ゆうがないようだ。

　ヒースの生家を出て、情じよう報ほう収しゆう集しゆうのため村のほうで宿を取ったノリスとガルガドと合流するために、村と家との分かれ道のところで待っていたのだが、二人の姿はまだ見えない。

「あたしも、意外ー。ヒース兄さんが帰ってこないの」

「僕ぼくも……ヒースにいさんなら、邪じや魔ましに帰ってくると、思ってた」

　イリーナの隣となりで、二本ほど小さな手が挙あがっている。

「……で、狩かりに行かなくていいの、あんたたちは」

　しっかりと自分たちの意見を主しゆ張ちようすることを忘わすれない小さな腕うでは、マウナの言葉にもたじろぐことなく、挙げられたままだ。

　一本は、ふわふわとした金色の髪かみに、しっかりと矢や筒づつと弓を背負った十二歳さいほどの少女。

　もう一本の腕の持ち主は、少しおっとりとした青い瞳ひとみを持つ、黒髪の少年だ。

「森の獲え物ものなんて、その日によって大たい猟りよう、不猟とかわるものだもの、自然のお導みちびきね」

　シャルロット・セイバーヘーゲン。愛あい称しようロッテと呼よばれる少女は、悪びれもしない。腰こしに下げているのは、アリスの作ったお弁当だろう。長女は、妹が今日も狩りに出たと思っているらしい。

　森で迷まい子ごになって泣きじゃくっていた小さなロッテが、すでに一人で森歩きを許ゆるされる年になったのだと、イリーナも感かん慨がい深ぶかい。

「でも、狩りに出なければ獲とれる獲物も獲れないですよ」

　感慨と、注意は別なので、イリーナは妹分の少女に「め」と指を突つきつけた。

「わかってるわよぅ。でも、この村の周辺の案内はいるでしょ？　アレク、あんたこそ、とっとと勉強に行きなさいよ」

　ぷくりと頰ほおを膨ふくらませて、それでもロッテは引かない。むしろ、自分よりも弟の非ひへと話題を摩すり替かえようとした。

「……僕。もう、共通語の読み書き、できるから……ロッテ姉さん、こそ、狩りをサボったら、アリス姉さんに叱しかられる、よ？」

　アレクのしゃべり方は、少々訥とつ々とつとしていて、聞き取り辛づらい。しかし聞き取り辛いことと、主張を取り下げることはまったく別である、こちらも引かない。

「ようするに、二人とも協力したいってこと？」

　やりとりを見守っていたマウナの言葉に、セイバーヘーゲン家の年少組は、二人揃そろってこっくりと頷うなずいた。

「だめです。二人とも、為なすべきことを為してからにしなさい」

　イリーナが指を一本立てて、精せい一いつ杯ぱいに難むずかしい顔を作ってみる。秩ちつ序じよの神・ファリス神官らしい説得に、ロッテもアレクも同じ角度でそっぽを向いたままだ。

「でも、確たしかに周辺地ち域いきに詳くわしい人がいたほうが、ヒースを捜さがすのは便利だと思うわ、イリーナ」

　普ふ段だん、年下の妹然として、ヒースやガルガドに面めん倒どうを見られている──マウナ自身も面倒を見ている気持ちになってしまいがちな──イリーナが、お姉さんぶる様子に小さく笑みを漏もらしながら、マウナがとりなすように言葉を添そえる。

「あたし、くわしいよ⁉　なんてったって、単たん純じゆんにヒース兄さんよりも長い期間、ここで育ってるんだもん。ファンの街まち並なみはわかんないけれど、この村や森近辺の地理ならまかせて！」

　わが意を得たりというように、ロッテがずいと一歩出る。弟のアレクも、かくかくと懸けん命めいに首を縦たてに揺ゆらしている。

「だからといって、課せられた使命に背せを向けるのは、怠たい惰だという名の邪じや悪あくです。したいことではなく、しなければいけないことを……」

「おーい、イリーナー、マウナー」

　退ひかずにさらに年少組の主張を跳はね除のけようとしたときだった。聞き慣なれた声が、青空に響ひびく。

　ノリスだ。

「遅おそいわよー」

　少年盗賊の向こうから、ドワーフの神官戦士がついてきていることを確かく認にんして、マウナが手を振ふり返す。

「ごめんごめん、宿とか、村の人たちに最近の情じよう勢せいを聞いてきたんだよ」

　軽かろやかに笑いながら、ノリスはつんつんとした髪かみを指でかき回し、謝しや罪ざいした。

「その後に、朝食を三杯ばいおかわりせねば、十分に間に合ったはずだったんだがの」

　ガルガドが憮ぶ然ぜんとして言葉を添そえる。

「それで、ヒースが迷まい子ごになりそうな理由とか、何か面おも白しろいことわかった？」

「それなんだけどさー」

　ノリスが、緩ゆるんだ靴くつの紐ひもを直しながら答えた。眉み間けんに奇き妙みような皺しわが刻きざまれている。一度ガルガドを振り返り、互たがいに頷きあってから、再ふたたび視し線せんを女じよ性せい陣じんへと戻もどす。

「──……最近、村の近辺で、《巨大蟻ジヤイアント・アント》をちょくちょく見るっていうんだよね。宿の酒場でも、その話でもちきりになってたよ。危き険けんだから気をつけようって」

「巨大蟻⁉」

　イリーナとマウナの口が、ぽかんと開く。

　確かに、ヒースの故ふる郷さとに近い場所に、《巨大蟻》の巣があってもおかしくないという推すい測そくは立てていたものの、まさか、本当に近いかもしれないとは思っていなかったのだろう。言いだしっぺであったマウナも、顎あごが落ちんばかりだ。

　少し慌あわてて、セイバーヘーゲン家の年少組を振り返るものの、予想に反して二人はきょとんとしている。

「ねえ、本当？　この辺で、《巨大蟻》が出るの？」

　まだ年少の狩かり人うど姉弟きようだいは、お互いに顔を見合わせてから、少し困こまったように冒ぼう険けん者しやたちへ首を横に振った。

「あ……でないの？」

「でも、それが何よりです」

　二人の答えに、イリーナも胸むねを撫なで下ろす。それに被かぶせるように、呟つぶやいたのはアレクだった。

「──……出る、らしい……っていう、噂うわさは、村の塾じゆくでも、聞くんだけど」

「実じつ際さいには見たことないよね、あたしたち。結けつ構こう森に近いほうに住んでるし、一番初めに危険な獣けものが出たら注意に村に走るのって、うちの家族の役目だったんだけど」

　ロッテがしきりに首を傾かしげている。実じつ際さいに森を狩りで歩いているにもかかわらず、姿すがたを見たことがないのだろう。アレクは隣となりでその言葉に、機械的に首を上下させている。

「もしかして、ヒース兄さん、《巨大蟻》に襲おそわれちゃった……？」

　張はりがあったはずのロッテの声が急に不安げな翳かげりを帯びて、その声こわ音ねに慌ててイリーナが強く首を横に振った。

「そんなことはありません！　絶ぜつ対たいです！」

　断だん言げんする言葉の強さに吞のまれたように、ロッテが息をつめる。

「……どうして？」

　にっこりと、翳りなく笑えみを浮うかべて、強く拳こぶしを握にぎり、その親指を立てれば、少し伸のびた八や重え歯ばがイリーナの笑みの中で一ひと際きわ目立つ。

「だって、ヒース兄さんは、《巨大蟻》のことに詳くわしいんです。前に、下水道で戦った時にも、その生せい態たいを看かん破ぱしてのけたのはヒース兄さんだけでした。ちなみに、わたしは今でもよくわかりません！」

　噓うそを邪じや悪あくとするファリス神官の少女は、全然自じ慢まんにならないことを、堂々と言い切って胸むねを張る。夏の木こ漏もれ日が、イリーナの顔に斑まだらな紋もん様ようを不ふ規き則そくに描えがいていた。

「ヒース兄さんなら、《巨大蟻》に遭そう遇ぐうしても、自分ひとりだけで戦って勝てる相手かどうか瞬しゆん時じに、判はん断だんが付くと思います。それに、《巨大蟻》の巣があるかもしれないって推測をつけて、大だい規き模ぼな調ちよう査さを要よう請せいしたのもヒース兄さんでした。絶対に、危あぶないことには近ちか寄よらないはずです」

「それに、万が一にでも、ヒースなら不意を討うたれることはないんじゃないかな、一いち応おうあいつも、狩人の訓練を受けてるんでしょ？」

　狩人は、野外で猛もう獣じゆうに襲われる危険を回かい避ひするために、周囲の殺気を敏びん感かんに感じとる訓練を受けている。そして、ヒースクリフ自身も、父親にみっちりと狩かりのノウハウを叩たたき込まれた狩人でもあった。

「……うん、そうだね」

　安心したように、ロッテがぎこちない笑みを浮かべる。

「ヒース兄さんのことは、イリーナ姉さんがよく知ってるもんね」

　少しだけ悔くやしそうに、ロッテが唇くちびるを尖とがらせている。

「でも、だったら尚なお更さら、お手伝い、したいって思うの」

　年若い狩人の少女が、ずいと身を乗り出した。

「ジェラル兄さんが村を出て、ヒース兄さんまでファンに出て行って……兄さんたちのこと、何も知らないけど、村やこの森のことになら詳くわしいから……」

「ジェラル兄さん、独どく立りつしたって聞いていましたけど……村を出たんですか⁉　連れん絡らくは？　手紙のやりとりとか、してないんですか？」

　どうやらそのことは断だん片ぺん的にしか聞いていなかったらしく、イリーナが声を跳はね上げる。ロッテは涙なみだぐんだようになって、問いかけに答えないまま首を横に振ふっている。

「あたし、心配で心配で……どこで何してるのか。これで、ファンで一生懸けん命めい勉強してるって思ってたヒース兄さんまで、連絡が取れなくなったら……どうしていいのか。クリス兄さんみたいに……」

「……クリス兄さんみたいに」

　イリーナは、ぽつりとその言葉を繰くり返す。

　実じつ兄けいのクリストファーが勘かん当どうされて行方ゆくえ不明になってから、六年。まったく行方の知れぬ兄の行方について、一ひと欠片かけらも不安に思わなかったといえば、噓になる。特に、父親が倒たおれて収しゆう入にゆうの当てがなくなり、冒ぼう険けん者しやとなる決意を固めるまでの間は、イリーナとて不安な夜を過すごしたものだ。

　そのことを思い出し、茶色の髪かみを頂いただいた頭を少し屈かがめるようにして、ロッテと視し線せんを合わせる。

「……じゃあ、お手伝いしてもらえますか？　道案内や、人から話を聞いたりすることもあると思いますし。《巨大蟻ジヤイアント・アント》が出てきたら、それが人里を襲わないように食い止めないといけないですよね？」

「うん！」

　少し語調を和やわらげて、イリーナがロッテの顔を覗のぞきこむ。日焼けのせいだろう、よく見なければわからないほどの、小さなそばかすが鼻の頭に散っていた。

「ありがとう！　イリーナ姉さん！」

「でも、わたしたちの言うことを、ちゃんと聞かないとダメですよ！　無茶とか勝手はしないこと！」

　輝かがやくような笑え顔がおで、ぎゅうっと腰こしのあたりにしがみつかれ、イリーナはくすぐったさを隠かくすように、腰に手を当ててお説教をしようとする。

「おもしろいわねー。イリーナがお姉さんになるのって。あれって、普ふ段だんはヒースの役目なのに……って、どうしたの、ガルガドさん、変な顔して」

　笑いながら、その様子を眺ながめていたマウナが、ガルガドの変なものを飲み込んだような表ひよう情じようと、ノリスの笑いを堪こらえるような表情に気付いて、首を傾かしげる。

「──……噓は言っておらんが、連れていって欲ほしいからといって、本当のことを隠しすぎるのもどうかとは思うがの。セイバーヘーゲンの長男は、狩りの獲え物ものを効こう率りつよく流通させる商売のほうに興きよう味みを持って、そちらの修しゆ業ぎようをつんどるそうではないか。村を出ているのは確たしかだが、頻ひん繁ぱんに帰ってきて、人脈を築きずいては商売の基き礎そを固めておるそうだが」

「へ？」

　マウナがきょとんとして動きを止める。

「うん。宿で、遅おそくまで話しこんで、また朝早くに馬車に村で獲とれた獲物や、民芸品積んで出て行ったよね。ボクたちに、《巨大蟻》のことを教えてくれた人、ジェラルドって呼よばれてたし」

　渋しぶい顔で腕うで組ぐみをしたガルガドが、ノリスと囁ささやきあっている。その小さな声を、狩人かりうど特有の鋭するどい耳で拾い上げたのか。ロッテがちらりと二人を振り返り、ちろ、と悪戯いたずらに舌したを出した。

「まあ、それよりだ。この近辺に《巨大蟻》をよく見るということは、ヒースの言ってた巣があるかもしれないという言葉が、的中したということだと思うのだが」

　思い出したように、ガルガドが、じゃれあう義ぎ姉し妹まいへ言葉を掛かけた。落ち着かせようとしたのだろう、その効こう果かあって、ロッテはあっさりとイリーナの腰こしから剝はがれている。

「……わしの思い過ごしかもしれんが、ヒースは《巨大蟻》について、何か嫌いやなことを言っておったような気がするんだがの。覚えとらんか？」

「嫌なこと、ですか？」

　イリーナが言葉を繰り返し、首を傾げる。

　自然と、傾かたむいた表情のまま視線がマウナへと向かい、それに気付いて、ハーフエルフは慌あわてたように胸むな元もとで手を振ふった。

「あたし、みんなが《巨大蟻》と戦った時には、いなかったから知らないわよ。なんか言ってたの？」

「……そうでした」

　素す直なおに引き下がる。

　そして、今度はイリーナ自身で、思い返そうとした。

　額ひたいに指一本置いて、眉み間けんに皺しわを刻きざみ難むずかしい顔を作る。

「えっと、巣があったら、大変なんですよね？」

「それだけたくさん、蟻がいるってことだもんね」

　並ならんでノリスが頷うなずいている。

「巣ってことは、家なんだから、お父さんとお母さんとかいるよね、きっと」

「──……やっぱり、強いんでしょうか」

「弱いってことはないんじゃない？　ボクんちなんて、おばあちゃまが未いまだに最強だもん。次にそれに立ち向かう母さんで、一番下が放ほう浪ろう生活がタタって、家族内では発はつ言げん権けんが極きよく端たんに低い父さんかな」

「ウェストイック家の強弱関係はともかくとして、似にたようなことを、確かにヒース兄さんは言っていたような気がします」

　家庭内順列に指を折るノリスの言葉を、イリーナはあっさりと遮さえぎった。

《巨大蟻ジヤイアント・アント》は、巣に巨大な女王や戦士を擁ようしている場合が多い。一匹ぴきや二匹ではすまない場合が多いのだ──と、そんなことを言っていただろうか。

　イリーナは、ヒースの言葉を思い出して、それをそのまま口にする。

「女王や、戦士？　蟻に？」

　ノリスは相変わらず緊きん張ちよう感かんのない表ひよう情じようで、頰ほおをかいた。そして、そのまま視し線せんをハーフエルフへと向ける。

　マウナはまた少し焦あせったように胸むねの前で手を振った。

「やだ、あたしを頼たよらないでよね。あたしの知ち識しきは、悔くやしいけどヒースには敵かなわないんだから……とはいえ、確たしかに、そういうのがいるってことは、聞いたことがあるかも。もっとも、詳くわしいことは、知らない。弱点とか、生せい態たいとか」

　知っていれば、戦う際さいに圧あつ倒とう的に有利になることではあるが。少し悔しそうにマウナは、正直に首を横に振る。

「万が一にでも、出くわさんように祈いのるしかないの。その巣が、どこにあるのかも今はわからん状じよう態たいだ。考えすぎてもしかたなかろう、今は……」

「……ミハエルさん、くわしく知ってる、よ？」

　少し柔やわらかなトーンの声が、ガルガドの言葉を遮った。大人しく話を聞いていたらしい、アレクこと、アレックスだ。

「ミハエルさんが？」

　その名前に、全員が振り返った。昨日食事を共にした青年に対する反はん応のうは、まちまちである。

「アリス姉さんの恋こい人びと、細い人でしたよね、一ひと押おししたら吹ふっ飛びそうな」

「お買い得そうではあるわよね。テーブルマナーはよかったわよ、優やさ男おとこっぽいし基き本ほん的に育ちはいいんじゃない？」

「どっかで会ったような気がするんだけどなあ」

「顔立ち云うん々ぬんは好みの範はん疇ちゆうだからいいとして、もう少し、鍛きたえる必要のありそうな御ご仁じんではあったがの」

　どうしても、肉にく体たい系けいに流れてしまいそうな一行の人じん物ぶつ評ひように、アレクは庇かばうように言葉を募つのらせる。

「ミハエルさんは、すごく賢かしこい……から、少し、勉強を教えてもらってた。それに、村の人が見たっていう、モンスターが、《巨大蟻》だっていうのを、教えてくれたの、も……ミハエルさん、なんだ」

　その説明を聞いてはじめて、イリーナは、確かにこの姉弟きようだいたちが、《巨大蟻》の名を聞いても不ふ審しんそうな表情をしなかったことに気が付いた。もともと、モンスターの名を知っていたからだろう。

「少し前、怪物モンスターを見たって村で騒さわぎになった時、ミハエルが村の宿屋に滞たい在ざいしてたの。その時に、名めい称しようを教えてくれたのよ」

　さらに説明を付け加えるのは、ロッテだ。少しばかり不ふ機き嫌げんな表情で腕うでを組み、眉み間けんに皺しわを刻きざんでいる。

「調べものをしにきたって言ってたけど、怪あやしいもんよね」

「怪しいんですか？」

「怪しいのよ、イリーナ姉さん」

「邪じや悪あくですか？」

「アリス姉さんを取っていくなら、邪悪じゃないかなあ。何しろご飯食べられなくなるのよ？」

「……邪悪、とは違ちがうかもしれませんが、切せつ羽ぱ詰つまった問題です」

　怪しいという単語に、すかさず食いついたイリーナへと、ロッテは畳たたみ掛かける。さすがによく性せい格かくを把は握あくしていると、マウナは微び妙みように感心した。

「いや、そんな超ちよう個こ人じん的なことは、どうでもいいの」

　ロッテは、自分の前にあったものを、横にどかす動作をする。

「あたし、ミハエルって犯はん罪ざい者しやじゃないかと、思っているのよね」

　胸むねを張はって、堂々とロッテは言い切った。その、自信ありげな言い方に、冒ぼう険けん者しやたちが意外そうに目を瞠みはった。

「犯罪者？」

「どうして⁉」

「……ちょっとした盗ぬすみくらいなら、大目に見てあげてもいいんじゃない？」

　しょっちゅう仲間たちにこづかれている盗賊シーフの少年が、庇かばうようなことを口にして、ガルガドに足を踏ふまれている。冒険者たちの驚おどろきに勢いきおいを得たように、ロッテは身を乗り出した。

「だからって、アリス姉さんを盗んでいかれちゃたまんないけど、それはまた別として。だって、あいつ追われてるんだもん！」

「ロッテ姉さん、の……思い込み」

　一生懸けん命めいに主しゆ張ちようするロッテの後ろで、アレクが手と首を同時に横に振ふっていた。

「あ、なんだ、そうなの？」

　胸を撫なで下ろすマウナに、ロッテがぶんぶんと力強く首を横に振る。もげて飛んでいきそうな勢いきおいに、イリーナは妹分の頭へと、軽く手を置いた。それだけで、ロッテの首の動きが止まる。

「ちがうちがうってば！　アレクも姉さんも、ちっとも信じないけど、あいつをつけて、目つきの鋭するどい男がうろちょろしてるんだってば！　あたし見たもん！」

「……気のせい。……見間違い。……勘かん違ちがい」

　エキサイトする末の姉を余よ所そに、アレクは小さく言葉を継つぎ足している。

「なんで、言い切るのよ！」

「アリス姉さんが見てないから。アリス姉さんのほうが、狩かりの腕うで、ロッテ姉さんよりも上だし」

　末っ子は、あっさりとすぐ上の姉の主張を、疲つかれたように切り捨すてている。

「最近は、あたしのほうが頻ひん繁ぱんに狩りに出てるんだから！」

「……ところで、ヒース兄さんの、行方ゆくえ、捜さがさないと……」

　ぎゃーぎゃーとわめくロッテの言葉を遮さえぎり、アレクは冒険者たちの本題へと、話題を無む理り矢や理り戻もどす。

　イリーナは、夢ゆめから覚めたように、かくりと頷うなずいた。

「……そうでした。その、身内の端はしくれとしては、ミハエルさんのことも気になりますが……今は、ヒース兄さんのことでしょうか」

「ともかく」

　ぱちん、とガルガドが話を纏まとめようと、一度強く手を打ち鳴らす。

「わしらが村で話を聞いたところでは、この近くでは、最近では若わかい男の行き倒だおれや、強ごう盗とう騒さわぎは起こっとらんらしい」

　ノリスが集めてきた噂うわさ話ばなしを確かく認にんするように、ガルガドは一度年とし若わかい盗賊シーフを振り返った。

「うん。変な噂はなかったよ。物ぶつ騒そうといえば、《巨大蟻ジヤイアント・アント》を時とき折おり見たっていう、噂くらいかな。ファンに訴うつたえるか、冒険者を雇やとうかどうしようって、酒場で話してたよ」

「それを受けるのも手よね。冒険者の店に入る仲ちゆう介かい料りようも、そのまま懐ふところに入ってくるわ」

　ハーフエルフの精霊使いシヤーマンが、にたりといやな笑えみを浮うかべている。それを聞かなかったことにして、ノリスは言葉を続けた。

「少なくとも、今のところ血なまぐさい話は、伝わってないよ」

「単たん純じゆんに、わしらが素す通どおりしてきた、ファンまでの道のりの村に立ち寄よって、うっかり足が止まってるのかもしれんがの」

「じゃあ、そういう村を一度逆ぎやく戻もどりして、足取りを調べてみたほうがいいんでしょうか？」

「そうだの。地道だが、可か能のう性せいを一つ一つ、潰つぶしていくべきだろう」

　イリーナの挙手に、ガルガドは重々しく頷うなずいた。それにマウナが首を傾かしげる。

「でも、それだとすれ違いになる可能性もあるんじゃない？」

「微び妙みように、無む駄だ足あしだよね」

　少し退たい屈くつになってきたらしいノリスが、村の入り口を指す矢印の看かん板ばんを、明後日あさつてに向けて遊んでいる。

「それに、被ひ害がいは出ていないとは言っても、《巨大蟻》を見かけるというのは、気になります」

　ふと、思い出したようにイリーナは口を挟はさんだ。

「それに関してだがの、ヒースを捜さがすだけならば、わしらが全員固まって動く必要はなかろう」

「え？」

　刈かり込こんで整えた髭ひげをなぞりながら、ガルガドがきょとんとするイリーナを見上げる。そして、指先で仲間を呼よびつけるようにして、額ひたいをつき合わせた。声を潜ひそめ、彼らだけに聞こえるように囁ささやく。

「もしかしたら、万が一ということもある。ヤツが本当に《巨大蟻》に襲おそわれて不覚を取ったという可能性も、ゼロではないからの。この周辺を徹てつ底てい的に捜そう索さくしておく必要もあるだろう。ささやかではあるが、村のためにもなる。まあ、タダ働きだが」

「それは、ヒース兄さんに労働で払はらってもらいましょう」

　イリーナが強く頷いて、答える口調に笑みを含ふくませる。

「自分で肩かた代がわりするって言わないところが、イリーナらしいわよね」

　もちろん自分も肩代わりをするつもりは指の先ほどもないマウナが、からかうように言ってから、もう少しだけ、言葉の響ひびきに真ま面じ目めなものを混まぜた。

「……うん、もしかしたら、本当に怪け我がをして動けなくなってる可能性、あるものね。あたし、足に怪我をして、仲間が助けに来るまで森に身を潜めてるっていう冒ぼう険けん者しやに会ったことがあるわ」

　ちらり、とマウナの青い瞳ひとみがノリスのほうへと流れる。

「ドジな冒険者だねー。ボクなら、絶ぜつ対たい待たないよ、誰だれも助けに来てくれないと思う。筆頭、ガルガド」

「ほほう、意外と己おのれをよく知ってるではないか、クソガキ」

　少年を無む能のうと評ひようして憚はばからないドワーフの神官戦士は、けろりとしたノリスの言葉に、うむうむと深く頷きにやりと笑っている。年ねん齢れいのよくわからない、髭ひげ面づらのドワーフだが、こんな時には意外と若わかい少年めいた表ひよう情じようになった。

「じゃあ、一人ずつ手分けをするんですか？」

「一人では、何かあった時に融ゆう通ずうが利きくまい、二人ずつになろうではないか。この村に滞たい在ざいする組と、近きん在ざいの村に聞き回る組だの」

「じゃあ、くじを作る？」

　何な故ぜかいそいそとした声で、ノリスがどこからか二本の紐ひもを取り出した。

「バカもん、真面目に考えんか」

「いいじゃん、とりあえずくじを引いた後でさ。不ま味ずかったら後でもう一度考え直せばいいんだし」

　けろりと笑いながら、紐の一いつ端たんをイリーナとガルガドへと差し出した。

「どっちか持ってよ。どうせ、神官戦士同士分かれるでしょ？」

　駄だ目め押おしのようにそう言われれば、言い返すこともできずにくじを引くしかない。イリーナとガルガドは、至し高こう神しんファリスと戦神マイリーと、宗しゆう派はは違ちがえども同じ戦う訓練を受けた神官戦士である。イリーナはどちらかといえば、神官としての修しゆう練れんを積む以上に生まれついての膂りよ力りよくを活いかして戦う技ぎ能のうに特化した戦士であり。ガルガドは反対に、戦士としての鍛たん錬れん以上に、人間には及およびも付かない豊ゆたかな精せい神しん力りよくを活かし、神官としての修しゆ業ぎようをより積んでいる。

　怪我を治し、しかも最前線で戦うことのできる二人が、別グループになるのは当然と言えた。

　ノリスは器用に、神官戦士たちの持った紐の真ん中をくしゃくしゃと乱みだして、適てき当とうに見える動きでどう絡からまっているのか一見してわからなく細工する。

「はい。マウナもう片かた方ほう引いて。紐の繫つながった同士で、ペアね」

　ノリスが明るい声で仕切る。

　互たがいが握にぎった紐の端はしに、繫がる相手──イリーナは自分のペアと目を合わせて、頷いた。










「ファンの図書館で、《巨大蟻ジヤイアント・アント》の生せい態たいを詳くわしく調べるよりは、知っている人に聞くのが一番ですし、手っ取り早いです」

「だからって、なんで正面から家を訪たずねちゃうの、イリーナ姉さん⁉」

　キッパリと言い切って、恥はじるところのないイリーナが向かっているのは、セイバーヘーゲン家からさほど離はなれていない、一いつ軒けん家やだった。ロッテが金切り声を上げている。

　やや登りになった雑ざつ草そうの多い山道、イリーナの歩調に合わせて鎖帷子チエインメイルが金きん属ぞく音おんを奏かなでている。

「ヒース兄さんも言ってました。己おのれを知り、敵てきを知れば、百戦も超ちよう楽らく勝しようであると！」

　ぐっと拳こぶしを握るイリーナの頭から、神しん官かん帽ぼうがずれて道みち端ばたに落ちた。蹴け飛とばしそうになり、少し慌あわててそれを広いあげる。その動きに、危あやうくぶつかりそうになったノリスが、身軽に避よけながらも、からかうように声を掛かけた。

「最近、イリーナよく帽子落としてるよね」

「はい。何ででしょう、帽子のサイズが合ってないんでしょうか」

　うーん、と歩きながらイリーナは腕うでを組む。

「……ところで、ロッテ。なぜ、ミハエルさんを悪人だと思うのか、その根こん拠きよを述のべてください」

　少々不満げに道案内していたロッテが、唇くちびるを尖とがらせて振ふり返る。

「ただし、一方的に証しよう拠こもなく悪と決め付けるのも、やっぱり悪の行こう為いです。邪じや悪あくではないですが、正せい義ぎでもありません。そして、万が一罪つみを犯おかしていた人であっても、それを悔い改める行為をしている人に、追い討うちを掛けようとするのも、やっぱり正義じゃありません」

　真ま面じ目めな口調で、イリーナが妹分を諭さとそうとする。その響ひびきに、ロッテは少し考えこむ表ひよう情じようを作った。

「アレクも、姉さんも取り合わないけど、あたし見たんだもん」

　鼻息荒あらく、身体からだ全体で振り返りながら、ロッテはイリーナへと食い入るような眼まな差ざしをむける。後ろ向きに歩いていても、だいたいの地理を把は握あくしているのだろう、足取りに危あぶなげなところはない。

「何を見たんです？」

「ミハエルの暮くらしてる家の周りで、目つきの悪い男がうろうろとしてるの！」

「目つきの悪い男？」

　イリーナとノリスの声が重なる。

「何だか周囲を窺うかがってるみたいだった。あいつ、絶ぜつ対たいに」

「絶対に？」

　ロッテは勿もつ体たいをつけるように、一いつ拍ぱく置いた。自然、イリーナとノリスも引き込まれるように、耳を澄すます。

「──役人に違ちがいないと思うの」

「…………」

　重々しくそう告げるロッテの言葉に、冒ぼう険けん者しやたちが微び妙みような角度に傾かたむいた。

「えーと……すいません、ロッテ。わからないです。何で目つきが悪いと役人なんですか？」

「偉えらいやつは目つきが悪いって言うじゃない！」

　とりあえず、おそるおそると挙手して理由を聞こうとしたイリーナはその、自信満々なロッテの根拠を問おうとする。

「人を外見で判はん断だんするのは、正義じゃないですロッテ。誰がそんなこと言ったんですか」

「ヒース兄さん」

「──……とりあえず。激げき烈れつに反省を促うながすために、ヒース兄さん捜そう索さくのモチベーションがいや増ましました」

　微妙に肩かたを落としながら、イリーナはロッテの歩みに続く。

「え、でも、ボクは間違ってないような気がするけど。盗とう賊ぞくギルドの上のほうの目つきなんてさあ……」

「……そ、そうなんですか？」

　ノリスの言葉に、何だか裏うら付づけを得てしまい、思わず首を捻ひねってしまう。

「そうそう、ヒース兄さんも目つきが悪いからって、『そのうち偉くなるんだ俺おれサマー』なんて言ってたもん。そういう意味だと、あなたは、全然出世できない目つきよね」

「あはは、ボク美少年だから」

　ロッテの言葉に対してのノリスの主しゆ張ちようは、とりあえず一いつ緒しよにいる女じよ性せい陣じんにはまったく受け入れられなかったようだ。

「そのミハエルさんの正体がなんにせよ、《巨大蟻ジヤイアント・アント》のことを知っていれば教えてもらえるとありがたいです。もちろん人となりが知れれば、アリス姉さんのためにも、さらに嬉うれしいですし、ヒース兄さんを捜さがす足がかりができれば一石たくさんです」

　この村の近辺に、《巨大蟻》が姿すがたを見せているということは、近くに巣がある可か能のう性せいは大きい。被ひ害がいが大きくならないうちに、詳くわしい蟻ありの情じよう報ほうを集めておくのは、どこに行ったのか判わからないヒースの行方ゆくえを捜す手がかりになる可能性も高いだろう。彼が、《巨大蟻》に関するトラブルに巻まき込まれている可能性も十分に考えられるのだから。

　ガルガドとマウナは、アレクに案内とともに周辺の村へと情報の聞き込みに出ている。

　無事でいてください、ヒース兄さん。

　イリーナが、ぎゅっと強く手てつ甲こうに包まれた拳こぶしを握にぎり締しめる。

　そして、ふと、不思議な気がして首を傾かしげた。

「……そういえば、こんな風にして兄さんを心配したのは初めてのような気がします」

「いつも一いつ緒しよにいたから、心配する必要なかったってこと？」

　気が付けばすぐ後ろを歩いていたらしいノリスが、笑えみを含ふくんだ言葉を投げかける。

「そうかもしれません」

　こっくりと大きく頷うなずけば、神しん官かん帽ぼうがずれそうになり、慌あわててそれを手で押さえた。

「──……ああ、そうか」

　今までは、自分は神官帽子を落としてなかったんじゃない、落とす前にヒース兄さんが止めてくれてたんだ。

　すとん、と喉のどの奥おくに引っかかっていたものが、肺はい腑ふに滑すべり落ちて来るような心地ここちを覚え、イリーナは茶色の瞳ひとみを丸くして、何度も瞬まばたきをする。

　小さな頃ころは転ぶ前に襟えり首くびを捕つかまえて止めてくれたし、今まで──いや、ついさっきまで、イリーナが気付かないくらい自然に、神官帽子が落ちる前に、または落ちてすぐに受け止めてくれていたのだ。

「……全然、気が付きませんでした。恩おん知しらずでしょうか」

　きっと、他ほかにも気付いていないだけで、たくさんの面めん倒どうを掛かけていたのだろう。父、キリングが倒たおれていたとき、さりげなく食料を差し入れてくれたように。

「もうちょっと、しっかりしないとダメなようです」

「うん、ボクもよく言われる。主にガルガド」

　別に口に出して考えていたわけではなかったはずだが、ノリスにはっきりとそう答えられて、思わず鎖帷子の下の心しん臓ぞうが跳はね上がる。

「頑がん張ばりましょうね！」

　何な故ぜか親近感を感じて、イリーナはノリスへと拳を軽く打ち合わせようとする。

「？　うん、何が何だかわからないけれど、疲つかれない程てい度どに頑張ろうね」

　どうもイリーナの思考についてきたわけではなかったらしいノリスが、きょとんとしてから拳を掲かかげて、自分も軽く打ち合わせた。

「ともかく、いきなりうっかりと《巨大蟻》と出くわしたりしないために、村の周辺の捜そう索さくに関して、力を貸かしていただくためにミハエルさんを訪ほう問もんしましょう！」

　打ち合わせた拳をそのまま胸むねの前で、もう片かた方ほうの掌てのひらへとがつんと叩たたきつけた。

「え！　ミハエルさんの弱みを見つけに行くんじゃないの、イリーナ姉さん⁉　お父さんだって、あの人が嫌きらいでファンに逃にげちゃったのよ？」

　どうやら目もく論ろみ違ちがいだったらしく、ロッテが声を高くして抗こう議ぎする。

「男女の関係は、ファリスさまの御み心こころのままです！　三回目のプロポーズを敢かん行こうしようとファリス神しん殿でんに潜もぐりこんで、トラップに引っかかった挙あげ句く官かん憲けんに突つき出された若わか者ものも、いまや二児の子持ちで神殿長なんですから！」

「──……その話、何回か聞いてるけど、キリングおじさまのこととは思えない。というか、クリスお兄さんの印象と重なるんだけど」

　ロッテは呟つぶやきながら遠い目をしている。

「いわゆる大器晩ばん成せいというやつですね！」

「明らかに違うと思う、それ」

「ヒース兄さんみたいな突っこみしないでください、ロッテ」

「一緒にしないで！」

「そうだよ、イリーナ。ヒースだったらもっと、もっともらしいことを言って煙けむに巻まくよね」

　イリーナの鎖帷子が、歩みに合わせてシャラシャラと鳴る。

　三人の高い声は、夏の空によく響ひびいていた。




　──当然、彼らの向かおうとしている場所にも。




　何故、あの連中が来る。

　ミハエルは、表ひよう情じようを引きつらせていた。

　自身の素す性じよう、いや、正体があの盗賊シーフの少年を通じて知れたのだろうか？

　いや。

　それならばもっと静かに忍しのび寄よろうとするものではないだろうか？

　後ろで結ゆわえた灰はい色いろの髪かみを搔かき回し、強く首を横に振ふる。

　もしかしたら、陽動かもしれない。現げんに人数は半分に減へっているではないか。残りの連中が手て勢ぜいを集める時間を稼かせぐために、ああして警けい戒かいを解とくために近付こうとしているのかもしれない。

　眉み間けんに深い皺しわを刻きざみ、中指に嵌はめた指輪を、右手で軽く擦こする。

　しかし、あの冒ぼう険けん者しやたちが、セイバーヘーゲン家の関係者とは気付かなかった。苛いら立だたしげに灰色の髪を搔き毟むしろうとして、その手が止まる。

「……まったく、面倒なことになった」

「殺せばいいだろう」

　冷ややかな声は、天てん井じよう裏うらから降ふってきた。

「ダスター、隠かくれていろ。最悪の場合それも考えるかもしれないが……無む駄だな殺せつ生しようはしたくないと言っているだろう。……フェルツは？　外に出したのか？」

「面倒だったからな、寝ねかせて食料庫に放ほうりこんだが」

「……まあ、それもよかろう」

　渋しぶい表情をしながら、ミハエルは天井からの掠かすれた声に頷うなずく。

　夏の始まる前に、ファンでの仕事の際さいに、人ひと質じちとして連れ出すことになった少年は、強ごう盗とう団だんとして機き能のうしないほどに規き模ぼを小さくした彼らの中では、使える手の一つだった。

　少なくとも、面倒くさがってすぐに荒あら事ごとに訴うつたえようとするダスターよりも、ミハエルにとってはフェルツという名の浅黒い肌はだの少年のほうが、数すう段だん使い勝手がいい。

　いざとなれば、ダスターを切り捨すてて、しっかりと教育を施ほどこしたフェルツを傀かい儡らいとして行動をしてもいいのではないかと、密ひそかに目もく論ろむほどに。

　もっとも、フェルツはまだできることならばファンへと──親しい者たちがいる故ふる郷さとへと、戻もどれるものならば戻りたいと願っているだろう。罪つみ人びととしての腕うでの輪と、間かん接せつ的にとはいえファンを騒さわがせた凶きよう悪あくな強盗団に、手を貸かしてしまったという事実さえなければ。

「──……あまり手間取るようなら、『あの女』を殺して目的のものを奪うばうくらい造ぞう作さもないんだ」
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「アレが、どこにあるのか、どういうものなのか、聞き出すまでは手を出すなと言っているだろう」

　苦りきった表情で、ミハエルは天井へと囁ささやきかける。

「我われ々われは、大きな仕事をするには難むずかしくなっているんだ。アレを手に入れることができれば、俺たちは今までよりはるかに自由になる手足を増ふやすことができる。それも、コストを考える必要もなく、だ。万が一にでも、間違いを起こせないんだ」

「ふん。そんなものに頼たよる必要などないだろう」

　鼻で笑うダスターへと、さらに言葉を継つごうとした時だった。

　もう間近に迫せまっていた賑にぎやかしい声に、カラカラと不意に甲かん高だかい音が被かぶさった。念のために接せつ近きんするものに対してダスターが仕し掛かけていた罠わなだ。

　細い糸に引っかかれば、それに繫つながった乾かわいた堅かたい木の板を揺ゆらし、知らせてくれるの、だが……。

「ダスター、撤てつ去きよしなかったのか！」

「……アレをのこのこと撤去しに出ていって、姿すがたを見られてもいいというなら、正面から出て行ったが？」

　ダスターの言葉は至し極ごくまっとうであったので、ミハエルはそれ以上は罵ののしることもできない。

　大体、あのファリス神官たちが、わざわざこちらに出向いてくること自体が、想定外の出来事だったのだから。しかも、気配にダスターが気付いてくれたからこそ、迎むかえる準じゆん備びもなんとか整えることができた。

　万が一彼が気付いていなければ、間ま抜ぬけにも、鉢はち合あわせをしていたことだろう。

　いや、いっそのこと、出かけている振ふりをすればよかったかもしれない。

　苦虫を嚙かみ潰つぶした表情で、ミハエルは額ひたいを押おさえた。どうも自分は突とつ発ぱつ的な出来事に弱いようだ。

　──……俺たちに今必要なのは、自由になる手足だ。それを得るための、魔ま法ほうの品がこの村にある。

　この村の《遺い跡せき》にあったはずの、《守しゆ護ご者しや》を自由に操あやつる魔法の品。それを手に入れるまでは、大きな騒さわぎは起こせない。今まで、善ぜん良りような研究者の振りをしていたのは、それの行方ゆくえを摑つかむためだ。

　それさえ、手に入れば……。

　思考に沈しずみかけていた中に、不意に、汚よごれた廃はい屋おくに近い家屋の扉とびらを叩たたく音が響ひびいた。

　ガツガツ、と扉全体が軋きしむような、容よう赦しやのない力だ。

「──……はい」

　一いつ拍ぱく置いて、深しん呼こ吸きゆうをしてから、青年はなるべく柔やわらかい人好きのしそうな声を作った。先ほどの苦々しい表ひよう情じようなど、今は影かげも形もない。

「ミハエルさんですね⁉　朝早くに失礼します！」

　扉一いち枚まい越ごしに、ファリス神官の声が甲かん高だかく響く。無む視しをすれば、踏ふみ込こまれそうな勢いきおいに、辛かろうじて顔が覗のぞく程てい度どに、扉を開いた。

　向こう側には、まだ若わかい少年少女が立っている。

「大変申し訳わけありません、獣けもの避よけの罠だったんでしょうか、全然気付かずに引き千切ってしまいました」

　からん、と乾かわいた音と共に、茶色い髪かみの少女神官、イリーナ・フォウリーは細い紐ひもを摘つまみ上げて、ミハエルへと指し示しめした。

「……ああ」

　僅わずかに口くち許もとが引きつってしまったかもしれない。ミハエルはぎこちなく頷いた。いつもよりも激はげしく鳴っていると思ったら、絡からまった彼女が力ずくで引き千切ってしまっていたらしい。

「気にしないでください」

　硬かたい動きで頷うなずきながら、ミハエルは玄げん関かんで応おう対たいをする。

　何気なくイリーナが部屋の中を覗のぞき込もうとしていた。下手なものは置いていないはずだが、後ろめたい気分も手伝って、彼女よりは高い背せで、その視し線せんを遮さえぎろうとさりげなく身を視線の行き先に重ねてしまう。

「気休めみたいなものですから、荒あら事ごとは苦手でね。何か猛もう獣じゆうが出たら、地下の食料庫に隠かくれるつもりで、警けい報ほう代がわりに仕掛けたものだったんだよ」

　口くち許もとを笑えみに緩ゆるめながら、ミハエルはゆっくりと首を横に振った。

「そうなの？　でも、これって、素人しろうとの作ったものじゃないよね」

　紐の反対側を指で摘つまんでいたノリスが、興きよう味み深ぶかそうに、鳴なる子この仕掛けを指でつついている。ころころ、と乾いた音が鳴った。

　ミハエルは僅かに眉まゆを顰ひそめる。

　確たしかにこの少年は盗賊シーフだった──はずだ。

　そんなところに気付くより先に、罠に気付け。

　笑みのまま、奥おく歯ばを軽く嚙み締しめたが、そのことには盗賊の少年も神官戦士の少女も、ましてや胡う散さん臭くさそうに、じろじろと彼を観察している狩人かりうどの少女も、気付かなかった。

「ああ……街に暮くらしていた頃ころの友人が、泥どろ棒ぼう避よけに作ってくれたものだったんでね。あまり、治安のよい場所には暮らしていなかったから」

「……ファンですか？」

　ここから半日ほどの王都の名を出し、イリーナは首を傾かしげる。

「王都にも、長かったかな」

　特に隠かくし立てすることなく、ミハエルは鷹おう揚ように頷いてみせた。

「ねえねえ、訪たずねてきたお客に、お茶の一つも出ないの？」

　後ろで少し退たい屈くつそうに見守っていたロッテが、不ふ機き嫌げんを隠さない声で、問いかける。

「……レディたちを案内するには気き恥はずかしい、むさくるしいところだけれど」

　あわよくば、玄関先の応対で済すませてしまおうと考えていたミハエルは、目もく論ろ見みをあっさりと潰され、笑みの形に口許を引きつらせた。

「どうぞ」

　案内するように、扉を少し大きく開き、中へと招まねく。

　食器を複ふく数すう置くようなヘマはしていない。なるべく、居きよ住じゆう者しやたちの気配や痕こん跡せきは消したはずである。もちろん、もともと、遺のこすようなこともしていないが。

　一いつ瞬しゆん、汚よごれたテーブルに視線をやって、一つしか椅い子すがないこと、複数の住人の気配が残っていないことを確かく認にんしたあと、少女たちを仕草で案内する。

　灰はい色いろの室内には飾かざり気はなく、掃そう除じも行き届とどいているとはいえない。家具もろくになく、唯ゆい一いつ存そん在ざいを主しゆ張ちようする傾かたむきかけたテーブルには、空の籠かごが一つと、分ぶ厚あつい本が載のっているだけだ。

「……座すわるところもないけれどね」

「あ、お構かまいなくです」

　イリーナは深々と頭を下げてから、小屋へと一歩踏ふみ込んだ。チャリ……と鎖帷子チエインメイルの擦こすれあう音が響ひびき、以前下水道で相対したときよりも、装そう備びが調ととのっていることを窺うかがわせる。

　というか、何なんだ、この馬ば鹿かでかい剣けんは。

　ミハエルは、目の前を軽かろやかに通り過すぎていく少女の背せに負われた幅はば広ひろの大剣グレートソードを改めて目にして、眉み間けんに深く皺しわを刻きざむ。少なくとも、彼の人生の中で見たことがないほどに巨きよ大だいな剣だった。

　名めい匠しようは、剣をその見かけよりも軽く作ることができるというが、見たところそういう業わざ物ものというわけではなさそうだ。

　値ね踏ぶみをするように、きょろきょろと室内を見回しているロッテは、勝手にただ一つ置いてある椅子へと腰こしを下ろした。

「実は、ミハエルさんにお伺うかがいしたいことがあるんです」

　とりあえず、座るところがなかったので、扉の傍そばで直立不動になりながら、イリーナが姿し勢せいをただし、口火を切る。

「何ですか？　私に答えられることであれば」

　何を聞きに来たのかを探さぐるようにイリーナを油ゆ断だんなく見返す傍かたわら、同じように室内に入り込んでさりげなく室内を物色しているノリスの動きからも目を離はなせず。かといって、一いち応おうとはいえ客に、お茶の準じゆん備びをしないわけにもいかないミハエルは、かつてなく精せい神しん的に忙いそがしい事じ態たいに陥おちいっていた。

「ちょっと、悪いけどまだ整理をしていない書物をいじらないでくれないか？　順番が変わると落ち着かないんだ」

　適てき当とうに積み上げている本の下に、食しよく糧りよう貯ちよ蔵ぞう庫こへの入り口があったことを思い出し、それを崩くずそうとしているノリスへと慌あわてて制せい止しの声をかける。その傍ら、水を満たした鉄てつ瓶びんを火にかけねばならず、ふと、《発火》の呪じゆ文もんを唱えそうになり、慌てて火打石を捜さがした。

……どこにもない。そういえば、滅めつ多たに自分では使わないので、フェルツに持たせたままだ。彼が服のポケットに入れたままだとしたら、そこから取り出さないといけないが、そんなことができるわけはない。

　じわっと額ひたいに滲にじむ汗あせを感じながらも、時じ間かん稼かせぎのようにあちこちを探る。

「火種ないの？　でも、一応竈かまどは使ってるみたいだよね？　ボク捜そうか？」

「いや！　いい！　必要ない！　大人しくしていてくれ！」

　反はん射しや的に強く否ひ定ていして、思わずミハエルは固まってしまう。

「そうです。人様のお宅たくを勝手に漁あさるようなことしちゃダメです、ノリス」

　イリーナがぴしゃりと仲間に注意した。その言葉に、思わず安あん堵どしてしまうあたり、奇き妙みようなことになったと頭を抱かかえたくなった。

「でも、本人にちゃんと許きよ可か取ってからの捜しものだよ？」

「……それなら、いいです」

　一いつ斉せいに、ミハエルへと視し線せんが向く。許可を欲ほしそうなノリスと、許可を与あたえてもらえるのだろうかと不安そうなイリーナの視線だ。ロッテはお茶を待って、椅子を傾かたむかせて足をぶらつかせている。

「──……い、いや」

　喉のどが渇かわくような気がしながら、ミハエルは掠かすれたような声と共に首を横に振ふった。

「お客に、散らかし具合を知られるのは、ちょっと気が咎とがめるからね。整理が苦手で、適当にあるものを収しゆう納のうできる場所に押し込めているから、こういうことになるんだ。レディに見せるものじゃな……」

「あーあーよくやる、じゃあそういうところに紛まぎれ込んで、わかんなくなっちゃったんだよ。ボクも結けつ構こうやるから、捜してあげるよ！」

「わたしも結構よくやります！　親近感が湧わきますね、お手伝いします！」

「だからいいって言ってるんだ！」

　ミハエルの言葉が終わる前に、並ならんで挙手をしている少女神官と盗賊シーフに、ミハエルは思わず声を荒あららげてしまう。ノリスなど、目ざとく食料庫に通じる扉とびらを見つけて、上に積み上げた書物を崩くずし、その下から現あらわれた取っ手を手に取ろうとしている。ミハエルは慌ててその手を適当な書物で蠅はえ叩たたきのように叩いた。

「えーなんでー？　ボク部屋の中で物捜すの、得意だってば」

　だから、困こまるんだ！

　とは、さすがに口にはできず。眉間に血管を浮うかせるに留とどまる。

　今まで、そのようなところを見せたことがなかったせいで、座ったロッテが目を丸くしていることにも気付かずに、ミハエルは必死で言い訳わけを頭の中でこねくり回していた。このような時、善ぜん良りような人間なら、礼を言って、火打石の捜そう索さくを手伝ってもらうのだろうか？　しかし、室内を見られたくない場合もあるはずだ、そういった場合の態ていのいい断ことわりの言葉は……。

「そうです！　遠えん慮りよしなくてもいいですよ、ノリスは物探し得意なんです。肝かん心じんなものは見つかりませんけど」

「イリーナの言うとおりだよ。任まかせてよ、見つけられたくないものを捜すのは、大得意なんだ」

　一いつ層そう困る。……というか、お前本当に盗賊か。

　堂々と胸むねを張はるノリスに、心の中で毒づくことが精せい一いつ杯ぱいだ。

「……いやらしい絵え姿すがたとか、隠かくしてたりする？」

「しない！」

　一応こっそりと伺うかがってみたらしいノリスに、反射的に否定して、もういっそそういうことにしてしまおうかと捨すて鉢ばちな感かん情じようも芽生えたが、その超ちよう限げん定てい的な、ミハエルにのみ生じている混こん乱らんの中で、助けの手が差し伸のべられたのは、意外なことに椅い子すに座すわった少女からだった。

「ねえ、お茶じゃなくてもいいからお水を早く頂ちよう戴だい。それに、今日は身辺調ちよう査さに来たんじゃないでしょ、イリーナ姉さん。あたしとしては、是ぜ非ひともお願いしておきたいところだけれど」

　足をぶらつかせながら、蜂はち蜜みつ色いろの髪かみの少女が憮ぶ然ぜんとした調子で口を挟はさむ。それに気付いて、ぽんと手を打ち合わせ。

「あ、そうでした。そうそう、伺いたいことがあったんです」

「……だから何でしょう」

　話が最初に戻もどったことに、ミハエルは心の底から安堵を覚える。

「ミハエルさんって、《巨大蟻ジヤイアント・アント》のことを、ご存ぞんじですよね？」

　一いつ拍ぱく言葉を返すのが遅おくれたのは、彼にとっては思いがけない方向の問いかけだったからに他ほかならない。

「──……ええ、存じておりますが？」

　必要以上に丁てい寧ねいな口調になりながら、ぎこちなく頷うなずき、ミハエルはその時のことを思い出すように、一いつ瞬しゆんだけ遠くへと視線を流す。

「この近辺にチラッと姿が見せたモンスターがいると、アレクから聞きましたね。その特とく徴ちようを聞いて、それが《巨大蟻》だと教えたのを、覚えています」

「その、《巨大蟻》の習しゆう性せいについて、お伺いしたいんです」

　ぐい、とイリーナは一歩ミハエルへと身を乗り出した。

「……はぁ」

　乗り出された身の分だけ、ミハエルは下がる。それを誤ご魔ま化かすように、鉄てつ瓶びんから全然温まっていない水を、縁ふちの欠けた杯さかずきに汲くんで、少女たちへ差し出していた。ノリスにだけは、部屋の中をちょろちょろとしていることもあって、手て渡わたさずに一声かけて、杯を傾かたむきかけたテーブルに置いただけだ。

「もしかしたら、近くに巣があるかもしれません。そしたら、いつ村や村人が被ひ害がいにあうかわかりません」

「それは、困りますね」

　少し、緊きん張ちよう感のない言葉になってしまったかもしれないが、イリーナたちはそれに気付かなかったようだ。ノリスが少し埃ほこりっぽい寝ね床どこをばたばたと叩たたいていて、つい、そちらへと意い識しきが逸それそうになってしまう。文字通り、叩けば埃が出る身である、盗賊シーフの目の行き先には気が気ではない。

「ミハエルさんも、危き険けんなんですよ？　一人暮ぐらしでしょう。もし、《巨大蟻》の住すみ処かが近くにあったら……村人は、その姿をちらほらと見ていると言いますし」

　硬かたい動きで、ミハエルは頷いた。その動きが、自分の訴うつたえを真しん摯しに受け止めてくれた証しよう拠ことイリーナには感じられたらしく、表情は少し柔やわらかくなる。

「実は、貴方あなたとお付き合いのある、アリス姉さん……えっと、アリステア・セイバーヘーゲンの弟である、ヒース兄さんが……あっと、兄さんと言っても、わたしとは血けつ縁えん関係は全然ないんですが。幼おさな馴な染じみの兄あに貴き分ぶんなんですけど。その、ヒース兄さんが、行方ゆくえ不明なんです。もしかしたら、その《巨大蟻》のことと、何か関係してるかもしれないって思えて……」

　……それを知っていれば、最初からあの家族には近付かなかったんだが。

　要よう領りようの悪い説明をしているイリーナに、ミハエルはなるべく笑えみに近い表情を浮うかべようとしつつも、引きつりながらそれを聞いている。

「あ。最初にファンで《巨大蟻》を見かけて、大量発生のことを心配したのはヒース兄さんなんです。だから、何かトラブルに巻まき込こまれてるんじゃないかと。それで、蟻ありがどんな生せい態たいで、どんなトラブルに巻き込まれる可か能のう性せいがあるのかを、お伺いしたくて」

　ぺこり、とイリーナは礼れい儀ぎ正ただしく礼をする。

「……ああ、そういうことですか」

　少し硬い声で答えながらミハエルは頷く。

「《巨大蟻》は、地中に巣を構かまえます。ご存じかもしれませんが、身体からだが巨きよ大だいなだけで、その習性は普ふ通つうの蟻と変わるところはありません」

　先ほどまでの態たい度どを取り繕つくろうように丁てい寧ねいな口調で、当たり障さわりのない説明を口にする、その調子に淀よどみはない。イリーナは神しん妙みような表情でそれを聞いている。ロッテも、足をぶらつかせるのを止やめて、話を聞こうとしているようだ。

「きわめて貪どん欲よくな生き物で、動いているものならどんなものでも餌えさと思って襲おそい掛かかってきます」

「確たしか、巣には、さらに強い仲間がいるって、聞いてるんですが……」

「ええ、巨大蟻の《幼虫インフアント》や、《戦士ソルジヤー》と呼よばれる種ですね。そこの人、ベッドを荒あらさないで」

　ミハエルはイリーナの問いに、隠かくし立てなく頷いて、寝ね床どこの枕まくら元もとあたりを探さぐっているノリスに声をかける。指で髪かみのようなものを摘つまんで、それをしげしげと眺ながめているようで、胃の腑ふのあたりにヒヤリと寒気が滑すべり落ちたような気がした。

　落ち着け、あそこはオレが使っているだけだ。

　そう心で言い聞かせるも、まさかそのような細かいところまで探っているとは思わず、焦あせりは嵩かさを増ましていくようだ。

「ノリス、失礼ですよ。何か変なものでも見つけたんですか？」

　イリーナが振ふり返って、盗賊の少年に注意をしている。

「……止やめるか、興きよう味みを持つかのどっちかにしてくれないかな」

「え、興味持っていいんですか？」

「できれば、持たないで」

「ねえ、それで《幼虫》や《戦士》って、どんなのなの？」

　ノリスの行動のせいでいちいち話が逸それかけて、ロッテは少しイライラしている。

「ああ、失礼。その名の通り、《幼虫》は《巨大蟻ジヤイアント・アント》の幼よう虫ちゆうで巣で育てられているんですよ。《戦士》は、《巨大蟻》の上位種で、巣を護まもる存そん在ざい。《蟻》よりも強い」

　説明を続けながら、ミハエルはノリスから微び妙みように意い識しきを逸らせない。その視し線せんに気付いたのだろう、ノリスは、屈くつ託たくなく白い歯を見せて笑ってみせる。

「大だい丈じよう夫ぶ。財さい布ふは盗とらないよ。見つけてないから」

「見つけても盗っちゃダメです。ていうか、ノリスは本当に捜さがしもの苦手ですね」

　いちいちイリーナが注意している。

「捜すのは好きなんだけどねー成果に繫つながらないだけで」

「だから、ガルガドさんが怒おこるんですよ」

「努力を認みとめないのって、若わか者ものの成長を阻そ害がいしてるって思わない？」

「……ノリス、こんな時だけ難むすかしい言葉を使わないでください」

「うん。ボクも舌した嚙かみそうになった」

「巣にいる《戦士》が護っているのは！」

　放ほうっておけば何ど処こまでもどうでもいい話を続けていそうな少女神官と盗賊シーフの会話を断たち切るよう、ミハエルは声を高める。二人はその声の勢いきおいに、慌あわててそろって背せ筋すじを伸のばした。

「「はいっ！」」

「《幼虫》を生み出す……つまり《蟻》を生み出す《女王蟻》を護っているんです。この女王は、存在する限かぎりどんどんと《幼虫》や《蟻》を生み出していきます。つまり《女王》を除去しない限り、《巨大蟻》の脅きよう威いは決してなくならず、増え続けるのみということです」

　居い住ずまいを正したイリーナは、直立不動のままで、首だけを傾かたむける。

「《女王蟻》がいなくならない限り、ですか？」

「そう、いなくならない限り」

　ミハエルは問われるままに、首を縦たてにゆっくりと揺ゆらした。

　イリーナが手てつ甲こうに包まれた拳こぶしをギュッと強く握にぎり締しめる。──極きわめて貪どん欲よくで、動くものには見み境さかいなく襲ってくる《巨大蟻》。その時の戦いを思い出したのだ。

　鋭するどい顎あぎとが、目の前でガチガチと鳴る、巨きよ大だいな蟻の姿すがた。強い蟻の表皮。それは、当時はまだ未み熟じゆくだったとはいえ、ノリスの力では傷きずをつけるのが難しいほどに硬かたいものだ。逃にげ惑まどう地下の工事人たちにとっては、確かく実じつに脅威であり、歯向かう術すべはなかった。

　その蟻たちが集しゆう団だんとして近くに居きよを構かまえ、周辺を荒らし始めれば、恐おそらくただではすむまい。

　そして、実じつ際さい《巨大蟻》の軍ぐん勢ぜいの通った後には、草木すら残らぬ荒こう野やが広がるのみ、と伝えられている。

　餓うえた蟻は、進む道を阻はばむもの全すべてを食いつくし、その鋭い顎あぎとで嚙み砕くだくのだ。

「……だとすると。ヒース兄さんは、その《女王》を、倒たおしにいったのかもしれません！」

　何故そうなる。

　あまりにも堂々としたイリーナの宣せん言げんに、表ひよう情じようは一いち応おう笑えみの形のまま、全員が固まった。

「ファンから半日の道のり、その故ふる郷さとの極めて近い場所に、《巨大蟻》の巣を見つけたら、近きん隣りん住民のためにも、それを何としても撤てつ去きよしようというのが人の道です！　だったら、多分きっと、ヒース兄さんもそれに則のつとって……」

「則る前に、仲間に連れん絡らくしたり、家族に連絡したりするんじゃない？　普ふ通つうは」

　問いたかったことは、簡かん潔けつに少年盗賊が神官少女へと投げかけてくれたので、ミハエルが口にする必要はない。

「……まあ、そういう考え方もあるかもしれませんが」

「他の考え方があるのなら、聞かせてほしいと心から思うな、イリーナ姉さん」

　ロッテも口に衣きぬ着せずにイリーナへとつっこんでくる。

「そうそう。それくらいなら、道を歩いていて、うっかりと《巨大蟻》のご馳ち走そうになっちゃったとか思うほうが自然じゃない」

　ノリスの意見は、ロッテとイリーナの剣けん吞のんな視し線せんによって、即そく座ざに却きやつ下かされている。

「それと、ミハエルさん。《巨大蟻》が、何処に巣を作るものなのか、ご存ぞんじありませんか？　わたしよりも、この近辺のことは詳くわしいと思います、その時におかしいと思ったことは？」

　じっと、イリーナの目が真まっ直すぐに青年を見つめてくる。

　ミハエルは、一いつ瞬しゆんだけ、言葉を選ぶように躊躇ためらった。彼女たちに気付かれないように、思考するように見せかけて、宙ちゆうを一度見上げ。そして、口にする言葉は冒ぼう険けん者しやたちに対しては、距きよ離りを置きたい気持ちからか、丁てい寧ねいなものになる。

「……少なくとも、この近辺ではないと思います。少なくとも、セイバーヘーゲン家の人々は《巨大蟻》の姿を見てはいないからね」

　一度聞いたことではあるが、確かく認にんするように、イリーナはロッテを振ふり返る。その視線の意味を察したのだろう、ロッテはこくこくと金色の髪かみを揺らして頷うなずいた。

「ミハエルさんも？」

「──……ええ、もちろん」

　答えには、一瞬の淀よどみがあった。

「村の人が怪あやしい影かげを見たとアレクくんから聞いて、私も初めて《巨大蟻ジヤイアント・アント》のことを知りましたからね」

「そう言えば、ミハエルさんは、どうしてこの村に？　わたしが小さな頃ころには、いらっしゃらなかったですよね？」

　まったく意い識しきしていなかった質しつ問もんを投げかけられて、ミハエルは思わず、先ほどと同じ時間だけ、言葉を詰つまらせる。

「──……昔の知り合いを訪たずねてきたんですよ。もっとも、すでに遠方に引っ越こしてしまったようですが」

「あれー？　何か、調べものにきてたって、アリス姉さんとアレクからは聞いているけど？」

　口を挟はさんできたのは、ロッテだ。あまり、自分に対して好意を持っていないようだということは薄うす々うす感じとっていたが、茶々を入れるような口調に、わずかに笑みが引きつる。

「……ああ、それも間ま違ちがいではないね。遺い跡せきの入り口が、埋うもれてしまっていたのは、大変残念です」

　硬い動きで頷く様子が、無念さを表しているように見えたらしく、イリーナは特にそれを不ふ審しんとは思わなかったようだ。しかし、引っかかった者もいる。

「遺跡？　どこにあるの？」

　ノリスだ。イリーナが、少しバツが悪そうな表情で、帽ぼう子しからはみ出した茶色の髪を搔かき回す。

「えーと、もしかして子こ供どもの頃、埋まっちゃった洞どう窟くつのことですか？」

「……ええ。子供たちの遊び場になっていたようですね。アリスから聞きましたよ」

「あたし、結局一回も入れなかった」

　ロッテが頰ほおを膨ふくらましている様子を尻しり目めに、イリーナはノリスを振り返って説明した。この村には幼おさない頃、子供たちの遊び場になっていた洞窟があったこと。そして、それが恐おそらくは実じつ兄けいが原げん因いんで、入り口が崩くずれてしまったこと──。

「迷めい惑わくだねー」

「まったくです。その件けんに関しては、返す言葉もありません」

　その件に関してまで、関かかわってるのか、こいつらは。

　奥おく歯ばを嚙かみ締しめ、ミハエルは表ひよう情じように笑えみを保たもたせることに苦労をする。

　まあ、遺跡の『入り口』を、壊こわしていてくれたことには、まあ百歩ほど譲ゆずって感かん謝しやしてもいい。そのお陰かげでその周辺を探さぐることに関しては、奇き異いの目で見られることはなかったからだ。かつて、王都からも魔ま術じゆつ師しギルドの導どう師しがその遺跡を調べに来て、入り口が埋まってしまっていたことに落らく胆たんしていたとも聞いた。もし、埋まっていなければその魔術師ソーサラーに色々と調べられ、荒あらされたことだろう。

　しかし──。

　ふと、気付いたようにミハエルはイリーナを見返した。

「……ということは、貴女あなたがあの遺跡に、最後に立ち入った人ということになりますね？」

「あ、はい。多分そういうことだと思います。遺跡だとかは、全然知らなかったですし、意識してなかったですけど」

　かくかくとイリーナは首を縦たてに揺ゆらしている。

「どんな様子だったか、ご存ぞんじですか？　アリステアに中の様子を色々と聞いていたりもするのですが……」

「暗かったです」

　にべもないイリーナの答えに、ミハエルは返す言葉もない。

「……他ほかには？」

「字がいっぱい、書かれてました。あと、絵も」

「どこに、どんな風に！」

　思わず、といった様子でミハエルは身を乗り出して、声を荒あららげてしまったことに気付き、少し取り繕つくろうように咳せき払ばらいをして、もう一度壁かべへと凭もたれなおした。

「……あ、その、失礼。つい取り乱みだしてしまいました」

　興こう奮ふんを隠かくせず、頰ほおが赤くなり、その表情を隠そうと口くち許もとを手で覆おおう。中指に嵌はまったリングが、窓まどからの木こ漏もれ日に、鈍にぶく反はん射しやしていた。

　イリーナとロッテは互たがいに顔を見合わせて、それからもう一度ミハエルへと視し線せんを向ける。──不審に思われたかと、内心で舌した打うちをした瞬しゆん間かん。

「感動しました、ミハエルさん！」

　ぐっと強く拳こぶしを握にぎり、今度はイリーナが身を乗り出した。茶色い瞳ひとみが、キラキラと輝かがやいている。

「へ？」

「どんな時にも、己おのれの興きよう味みの対象について、追求することを忘わすれない！　求道者として、正しい姿し勢せいだと思います！」

　口許を覆った手を、ごつい手てつ甲こうで覆われた両手で包み込こむように取ろうとされて、慌あわててミハエルは後ずさる。背せに負った、あんな馬ば鹿かでかい剣けんを振ふり回す手で、思い切り握られては敵かなわない。

「どうして逃にげるんですか！　感動を分かち合いたいのに！」

「そりゃ、手を握りつぶされるのがいやなんじゃないの？」

　寝ね床どこで、まるで自分の家のように転がっている盗賊シーフの少年が、軽かろやかに笑ってからかう。仲間への単たん純じゆんな冗じよう談だんだったのだが、完全に正せい鵠こくを射いている。

「滅めつ多たに勉強をしていないようなヒース兄さんに比くらべて、なんて熱心な！　爪つめの垢あかを煎せんじて飲ませたいところです、あとで採さい取しゆをお願いしてもいいですか」

「勉強してなくて、学院の特待生ってそれはそれで、すごいことなんじゃないか思うけど」

　さらにエキサイトしているイリーナを余よ所そに、その扱こき下ろし対象の実じつ妹まいは、首を傾かしげた。その隣となりでノリスも口を挟はさんでくる。

「それに多分勉強してないってわけじゃないと思うな、ヒースのことだから、勉強したり、努力したりしてるのを見られるのがイヤなんじゃない？」

「それはあると思います……ノリス、意外と見てるんですね」

　イリーナが不思議そうに目を丸くし、それに応おうじて盗賊少年は胸むねを張はった。

「えへへー、盗賊ってのは、周囲に気を払はらってナンボだもんね。他の人の気付かないところに気を張り巡めぐらせろって、ガルガドには口が酸すっぱくなるほど言われてるしさ」

「じゃあ、ちゃんと気付かないところに、気を払ってるんですか？」

「うーん……みんながどこに気付いていないのか、わからないうちはボクにも難むずかしいというか……」

「あ、それわかります」

　腕うで組ぐみをしたまま、視線を遠くに彷徨さまよわせる仲間に、イリーナは微び妙みように納なつ得とくしてしまう。

「でもさ」

　額ひたい当あてを指でコリコリと汚よごれをこそぐように引っ搔かきながら、ノリスはふと首を傾かしげた。

「《巨大蟻ジヤイアント・アント》は、蟻ありと変わんない習しゆう性せいなんでしょ？　だったら、穴あなの中にいるって普ふ通つうは思うよね」

　少年の疑ぎ問もんは、至し極ごく当然のことのように思え、神しん官かん帽ぼうをしっくりとくる位置に直していたイリーナは大きく頷うなずく。手で押おさえていたので、帽子はずれない。

「……確たしかにそうです」

「じゃあ、穴を探さがせばいいんじゃないの？　塞ふさがっちゃった穴があるんでしょ？　そこ」

　塞がった穴……と、口の中でノリスの言葉をもう一度繰くり返し、そして、彼の言わんとしたことを理り解かいしたのか、イリーナは大きく目を瞠みはる。

「遊び場の洞どう窟くつ！」

　手甲に包まれた手を打ち鳴らした。

　イリーナの知っている洞どう穴けつといえば、埋まってしまったあの探たん検けん場所──今思えば、遺い跡せきらしい場所しかない。

　ギリリ、と歯を食いしばるような音が間近で響ひびいたことには、気付かなかった。

「でも、あそこはとっくに埋まっていて……」

「それに、埋まってしまうまで、何の異い変へんもない危き険けんのない子こ供どもの遊び場だったんでしょうし」

　イリーナが障しよう害がいを口に出した瞬間、ミハエルがそれに被かぶせるようにして、反はん論ろんをする。それに微妙な焦あせりが滲にじんでいることにも、誰だれも気付かない。

「……でも、蟻って、地面を掘ほり進めるわよね」

　ロッテが何気なく首を傾かしげている。

「だとしても、崩くずれた場所を、もう一度掘り出すんですか？　大変ですよ、貴方あなたたちだけでは」

「そうだよね、四人では絶ぜつ対たいに無理だよね」

「でも、可か能のう性せいがあるなら挑ちよう戦せんしてみるべきです！　たとえ四人でも！」

　頭の後ろで腕を組んで背せ伸のびをしているノリスの言葉に、強く拳こぶしを握にぎったイリーナが説得の言葉をかけている。

　……四人？

　なにやら嫌いやな予感がして、ミハエルは広くもない小屋の中で一同を見回した。

　神官戦士の少女。盗賊シーフの少年。そして、狩人かりうどの少女。

　三人である。

「……え？」

　言葉の欠片かけらにもならないものが、間ま抜ぬけに口から零こぼれた。

「だって、遺跡を調べに来られたんですよね？」

　濁にごりのないイリーナの茶色い視し線せんは、真まっ直すぐにミハエルを見ている。

「いやしかし、自分は……」

「貴方の、研究熱心な様子には、胸むねを打たれました、是ぜ非ひともミハエルさんの研究のお手伝いもしたいんです！」

　まったく、邪じや気きのない表ひよう情じようで神官戦士の少女が一歩踏ふみ出した。

「……あ、しかし、私はそういったことに心得がないから……《巨大蟻》が本当に出てきたりなんかしたら」

「大だい丈じよう夫ぶです！　万が一危き険けんがあっても、わたしが全身全ぜん霊れいで護まもります！」

　鎖帷子の胸むな元もとを、手てつ甲こうに包まれた拳が、ドンと力強く叩たたいた。

　貴き様さまに護られるほど、落ちぶれてはいない。

　思わずそう口走ってしまいそうで、ミハエルの口くち許もとが引きつる。

「うん、アリス姉さんとの逢あい引びきの時間が減へるなら、それもいいかなあ」

「頭よさそうだしね」

　ロッテとノリスも、納得しているように頷きあっていた。

「──……え」

　三人の視線は、一人の青年に注がれている。

「……ちょっと、待った」

　あんまりな成り行きに、必死で拒きよ否ひの言葉を紡つむごうとする青年を余よ所そに、若わかい冒ぼう険けん者しやたちには、彼もパーティの臨りん時じ要員として組み入れられてしまったらしいことを察し、ミハエルは目の前が暗くなった。
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　同じ頃ころ、目の前の暗いものは、もう一人いた。

　こちらは、精せい神しん的なものが原げん因いんではなく、実じつ際さいに暗かったのだが。

　そこは、どこまでも続く、土の道だった。足あし許もとだけでなく、両りよう脇わきも、そして天てん井じようも。

　現げん在ざい地点がどこなのか、今が昼なのか夜なのかも今ひとつ曖あい昧まいだが、辛かろうじて手の中の杖つえにかけた〝光ライト〟が、何度消えたかでだいたいの時間は計けい測そくできた。

　色の薄うすい髪かみは、今は土に汚よごれてぼさつき、いつもの癖くせで搔かき回すと、ざらっと掌てのひらに不ふ快かいな感かん触しよくが伝わる。髪かみに残った砂すなや土を払はらい落とし、老人のような仕草で腰こしを叩たたき、彼は胸むねに抱だいた柔やわらかいものを確かく認にんすると、身体からだを休めていた横よこ穴あなから這はい出した。

　ヒースクリフ・セイバーヘーゲンである。

　そのまま、慎しん重ちように周囲を探さぐる。

「……ったく、何てこった」

　苦虫を山ほど嚙かみ潰つぶした表ひよう情じようで、ヒースは周囲に気配がないことを確認し、歩き始めた。

「おい、お前のせいだからな。ここから無事に出ることができたら、誠せい心しん誠意一いつ生しよう涯がい、恩おんにきて俺様に仕えるんだぞ」

　胸に包むように持った、丸めた布ぬのキレに、ヒースは低い声をかけた。

　抱いた布からは、ちいさなふんわりとした温ぬくもりが伝わり、時とき折おりにごにごと動いている。

「ま、言ったってわかるわけないとしてもだ。その少ない容よう量りようの脳のうみそに、できる限かぎり深く大きく、俺様への恩を刻きざんでおけ」

　大げさに肩かたを竦すくめながら、ふと、ヒースは呼よびかける名前がないことに気が付いた。

「わかったな、フレディ」

　布がずれた中で、掌大の黒い塊かたまりが蠢うごめいている。まだ一人立ちしていない、しかし羽はほとんど生え揃そろったカラスの雛ひなだった。「ぎぅ」と小さな声が聞こえて、認みとめたくないことだが、ほっともする。

「……ふん、フレディか。そういうことにしておくか」

　一人納なつ得とくしたように頷うなずきながら、《蟻あり》の行きかいがないことを確認し、身体を休める窪くぼみを浅く土に掘ほった際さいに見つけたミミズを口許に運ぶと、カラスの雛は黒いくちばしの内側の赤さをはっきりと示すように菱ひし形がたに開いて、入れてくれと強ね請だる。

「ぎぁ、ぎぁ」







[image: ]







「黙だまれ、フレディ。それが無理なら、もうちょっと小さな声で鳴け。でないと、お前のディナーの際に俺様がディナーにされてしまう危き険けん性せいがあるだろうが」

　言葉を掛けてもわかるはずがないというのに、ついそう口に出す。

　ヒースがこの穴あなに迷まよい込んでから、二日が経たとうとしていた。




　あまり、急ぐ帰き郷きようでもなかったこともあって、道のりはのんびりとしたものだった。途と中ちゆうの村に少々寄より道をして、父親からの依い頼らい料りようという名の小こ遣づかいを元手に、姉弟きようだいたちに土産みやげの一つも購こう入にゆうする余よ裕ゆうもあったほどだ。

　さあ、あと少しだという道のり、ヒースは森でカラスが騒さわいでいることに気付いた。

　その声に何気なく、道から外れてその様子を探さぐりにいったのだが……警けい戒かい心しんはまったくなかった。このあたりは半分、自分の庭のようなものである。

　背せの高い木々は豊ゆたかな緑を萌もやし、零こぼれる太陽の光が下生えまで届とどいて、くるぶしまで柔らかな草を伸のばしている。緑の中特有の空気の香かおりを感じながら、騒ぐカラスの位置はと、確かく認にんのために視し線せんを上げる途中で、何が起こっていたのか、ヒースは理り解かいした。

　カラスの巣が、蛇へびか猛もう禽きんに襲おそわれたのだろう、落ちて、途中の枝に引っかかっている。

　完全に逆ぎやく向むきになっているところを見ると、雛ひなは全ぜん滅めつだろう。

　それでも、子こ供どもたちを護まもろうと躍やつ起きになっているカラスの鳴き声を気の毒に思ったが、これも自然の摂せつ理りである。

　好こう奇き心しんが満たされたので踵きびすを返そうとした瞬しゆん間かん、ヒースの視線の先の下草で、黒いものがもそりと動いた。

「あ？」

　ぎゃっ、ぎゃっ、と甲かん高だかい声を上げて、草の上でばたつく。カラスの雛の生き残りだと、一目でわかる。樹じゆ上じようではまだ親鳥たちが必死の攻こう防ぼう戦ぜんを繰くり広げており、雛の声は届とどかない。

「……命いのち冥みよう加がなやつだ」

　呟つぶやきながら、片かた手てで黒い雛を掬すくい上げるも、親鳥たちが巣を作っていた場所は、遥はるかな樹上である。

「ま、これで生き残ってる雛を見み捨すてるってのも、夢ゆめ見みが悪いよなあ。ロッテかアレクの土産にでもしてやるか？　あ？　どっちがいい、親のトコまで届けろってか？」

　雛を相手に一人問答を繰り広げながら、樹きの登りやすい場所を探さがして、もう少し幹みきへと近付いたときだった。意い識しきが、手の中の雛と、樹上のカラスたちに向かいがちで、自分の足あし許もとは疎おろそかになっていた。

「おおっ⁉」

　湿しめった土が、ずぶり、とブーツを飲み込こんだと思った瞬間。ヒースクリフは暗い穴の中へと、真まつ逆さかさまに落ちていたのである。

　怪け我がひとつなかったのは、咄とつ嗟さに〝落下制御フオーリング・コントロール〟の呪じゆ文もんに成功したからに他ほかならない。カラスの雛も、無事である。

　しかし、ヒースには落ちることを制せい御ぎよできても、『登る』ための手立ては何ひとつ、手の中になかった。

「……ま、一いち応おうは旅たび支じ度たくでよかったわな」

　自分を慰なぐさめるようにそう呟くが、さすがにロープだの、楔くさびだのは持っていない。

　落ちてすぐ、持ち物を確かく認にんしたが、冒ぼう険けん者しやとしての装そう備びをかなり持ってきていたのは、己おのれを褒ほめたい気分になったものだ。

　手の中で、もぞもぞと動くカラスの雛はすでに目が開いている。黒いつぶらな目で、ヒースを不思議そうに眺ながめては、とりあえずその日のうちに、餌えさをくれる存そん在ざいとは認にん識しきしたようで、ヒースの胸むねで大人しくしていた。

　落ちた穴は、まるで洞どう穴けつのように、長く、曲がりくねっては枝えだ道みちも姿すがたを現あらわし、先が見えない。

　どこまでも果てない暗くら闇やみの中で、《巨大蟻ジヤイアント・アント》と出くわした瞬間は、さすがに背せ筋すじが凍こおった。

　黒々とした巨きよ大だいな身体からだ、どこを見ているのかわからない大きな複ふく眼がん、強きよう靱じんな顎あぎとが獲え物ものを求めてガチガチと鳴っていた。六本の手足が混こん乱らんすることもなく滑なめらかに動いて、ヒースを捕とらえようとするのに、迷まようことなく回れ右をして脱だつ兎との如ごとく逃にげ出す。

　魔ま法ほうを唱える暇ひまもなく、必死の全力疾しつ走そうで穴の中を駆かけ回り、ようやく見つけた窪くぼみに身を隠かくすことに成功した時は、目の前を行きすぎていく、蟻ありの群むれに連中の頭がよくなくてよかったと、心の底から安あん堵どした。

「──…蟻の巣かよ……」

　苦々しく呟きながら、自分が落ちた場所から這はい登ろうと挑ちよう戦せんはしたのだが、蟻でもなければ土の壁かべを垂すい直ちよくに登ることはできない。何度かずり落ちて、服はすっかりと泥どろだらけである。

「……他にも、出る場所はあると思うんだけどな、さすがに」

　ヒースは呟きながら、軽く土壁にもたれかかる。

　こうしていると、何となく懐なつかしいような気分がするのが不思議だった。

　印を刻きざみながら、蟻の巣を歩き始めて、時々もぞもぞ動く、フレディと名づけた雛に、餌をやる。時とき折おり、自分が嚙かんで柔やわらかくした干ほし肉を試ためしに齧かじらせてやった。

「救助は望めん、と」

　自分の置かれた状じよう況きようを確認するように、ヒースはひとりごちる。

「フフフ、有ゆう能のうな俺様抜ぬきで、異い変へんに気付いて救助にくるような機転は、あのお気楽連中には望めまい。……いや、できれば望みたいところだが。てゆーか、そんなところで奥おくゆかしさを披ひ露ろうせずに、是ぜ非ひともお願いきてきてプリーズ」

　わざと口に出して考え事をするのは、彼とて不安を感じているのだろう。もぞもぞと動くカラスの雛が、相あい槌づちを打っているようにも思えるが、気のせいか。

「──……さて、どうしたもんか」

　見回す限かぎり、茶色い壁へき面めんが続く中、宙ちゆうをぼんやりと眺めながらヒースは呟つぶやいた。それが、自分の口から音になって零こぼれていることにも気付いていない。

「いや、やることは決まってる。脱だつ出しゆつだ」

　えへんと咳せき払ばらいをし、自分で自分の言葉を訂てい正せいする。

「とはいっても、その脱出のための出口を探さがすには、これから無数に《蟻》の大たい群ぐんに出会うだろう。うむ、それをどうやってやり過すごすかが問題なわけだが」

　あまり知ち能のうのよろしくない《巨大蟻》とはいえ、洞穴の窪みに身を伏ふせたり、〝迷彩カメレオン〟でやり過ごすにも限げん界かいがある。

「いやはや、残念なことだ。やつらに、後もう少しオツムがあれば、必殺の〝眠りの雲スリープ・クラウド〟で、一いち網もう打だ尽じん、俺様悠ゆう々ゆうと脱出に漕こぎつけられる筈はずだったんだが」

　はっはっは、と空くう虚きよに笑い声を響ひびかせていれば、洞穴に思ったよりも自分の声が反はん響きようすることに気付いて、慌あわてて声を落とす。

「はっはっはっは」

　一本調子のわざとらしい笑い声だが、音量は落とすものの完全に収おさめる気はないようだった。

「はっはっは……は」

　しばし、虚うつろに笑い声を奏かなでて、それが途と切ぎれる。

　それに応こたえるように、腕うでの中でもぞっとフレディと名づけられた黒い雛ひなが身動みじろぎをしていた。

「……そーいや……」

　ぼんやりとした声が零れて、手の中で温ぬくもりを求めて擦すりついてくる雛のくちばしの付け根を、指先でコリコリと搔かきながら、ヒースは何気なく呟く。

「自分だけのことを考えんのって、久ひさしぶりだな」

　今まで、結けつ構こう好き勝手にしてきたと思うし、特に不自然さも感じていなかったのだが。

　座すわった姿し勢せいのまま身体を伸のばすと、後頭部に土の壁かべが触ふれる。

　ふと、目に入る位置に、ぴこぴこと危あぶなっかしく跳はねる白い神しん官かん帽ぼうが無いことに、奇き妙みような不自然さがこみ上げる。それを振ふり払うように首を強く振れば、最近ちょろちょろとおかずを掠かすめ取る白い額ひたい当あてのつんつん頭や、何か言うたびに飛んでくる盆ぼんや、なにやらぶつぶつと説教なのか反省なのか、愚ぐ痴ちなのかわからないことを呟いている、赤い房ふさ飾かざりのついた兜かぶとも見えないことに、当然ながら気付いた。

　冒ぼう険けん者しやになってからの付き合いのはずの連中の姿すがたも、ちらちらと目の端はしに過ぎるような気がしてしまう。

　実じつ兄けいをなくした妹分のイリーナが、転ばないように躓つまずかないようにと、手を伸ばせばすぐに帽子が手に届とどく位置にいるのが、ヒース自身の今までの自然な位置だった。

「──……だったん、だけどなあ……」

　こんな時だというのに、頭を搔かきながら笑ってしまう。いや、こんな時だからこそか。

　──その位置は必ずしも正せい解かいではなかったのではないか、と最近思わなくもない。

　傷きずつかないように、痛いたい目を見ないようにと、妹分に気を払っていたことが逆ぎやくに、イリーナを真まっ直すぐなままで歪ゆがめていたのではないだろうか。例えば、己おのれの掲かかげる正せい義ぎの枠わく組ぐみに囚とらわれすぎて、周囲への配はい慮りよが足りない──そんな風に。

　そのことに薄うす々うす気付きながらも、見ない振りをしていたヒースへと、イリーナ自身の歪いびつさを突つきつけたのが、冒険者としての道を踏ふみ出す際さいに関かかわった、浅黒い肌はだの少年と、ハーフエルフの新しい仲間だった。

　罪つみ人びとの証あかしをつけた少年──フェルツは、真正直に彼の罪を問うイリーナを突き放すことで、人の心の機き微びの危あやうさを教え、ハーフエルフの給きゆう仕じマウナはイリーナの内面の正義の矛む盾じゆんを、張はり倒たおすことで気付かせたという。

　どちらも、ヒース自身では決してできなかったことである。

　その一いつ件けんがあってから、視し野やの狭せまかったイリーナは、少しずつだが見けん識しきを広げ始め、良い意味で柔じゆう軟なんになってきている──ように感じる。

　要するに、自分はイリーナの成長の阻そ害がいになっていたのではないだろうか？

　だとすれば。

　ヒースクリフ・セイバーヘーゲンが、『居いるべき場所』は、一体どこになるのか。

「ぎゃ」

「お。腹はらが減へったか、フレディ」

　耳に、小さな鳴き声が入ってきたことで、ヒースの思考が一度途と切ぎれる。

　手の中で、ばたばたともぞつくようにして、羽ばたきの練習をしているカラスの雛に、抱だくように包む状じよう態たいから、肘ひじに乗せて、翼つばさを動きやすくしてやった。

「おー、何だ何だ、飛ぶ練習かー。生意気だぞ、フレディ」

　カカと笑いながら、ヒースは座り込んだ姿勢から、一度立ち上がる。首を回すと、コキ、と関節の鳴る音がした。

「いかんなー、一人でいると結けつ構こう思考が空転しくさる」

　手足の土を簡かん単たんに払はらい落とし、自分自身に対して再ふたたび苦く笑しようを浮うかべる。

　五人兄弟のど真ん中という、家族の中では目立たない位置にいて、もっとも歳としの近かったイリーナが実の兄のように慕したってくるのを面めん倒どうを見るというのが、ヒースの子こ供どもの頃ころからの定位置だった。

　もし、その場所が間ま違ちがっていたとすれば、自分はどうするべきなのだろうかと、考えかけたところで、肘のフレディがばたばたと羽ばたいて飛ぼうとして、ぽてっと足あし許もとに落下しかけるのを、慌あわてて受け止める。

「……まあ、あれだ。どこが俺おれ様さまの場所だったとしても、今、こいつが地べたに激げき突とつせずにすんだのは、イリーナの帽ぼう子しを受け止めることによって反はん射しや神しん経けいを磨みがいていたお陰かげだ。うむ、というわけでフレディ、お前的にはツイてるぞ。感かん謝しやしてくれなさい」

　まん丸な目で見返してくるカラスの子に、何気なく話しかけ、ヒースは肩かたに荷物を負いなおした。

「──……ッ⁉」

　その瞬しゆん間かん、ひやっと何な故ぜか首の後ろが冷たくなったような気がする。

　幼おさない頃には狩人かりうどとしての訓練を受けていたヒースは、周囲の気配を感じとることに長たけていた。

　果てしなく、捻ねじれながら続く通路の向こうに、ゆらりと大きな影かげが揺ゆらめいた気がする。

「うむ、これはだな……あれだ、逃にげるんじゃないぞフレディ、よく覚えておけ」

　肘に載のせていた黒い雛ひなを、取り落とさないように再び胸むねに抱だく形に変えて、ヒースは諭さとすように言った。

「イリーナ的に言うと、転進だ。いや、逃げるとも言うが、こういう場合は逃げるとどこかに追い詰つめられる気がして気分がよくない。転じて進むんだ、新たな出口を目指してな！」

　理り屈くつをこねくり回しながら、ヒースは気配とは逆ぎやくのほうへと駆かけ出した。

　通路の向こうからは、ざわざわと複ふく数すうの密ひそやかな足音が迫せまってくる。
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「え、ヒース、この村通っていったんですか⁉」

　頓とん狂きようなハーフエルフの声が、響ひびく。

　ファンまでの道のりの途中に点てん在ざいしている村での、情じよう報ほう収しゆう集しゆうに当たっていたマウナのものだ。その脇わきではガルガドと、アレクが困こまった表ひよう情じようをしている。

　ヒースクリフの目もく撃げき証しよう言げんは、彼の故ふる郷さとの隣となりの村で、あっさりと耳にすることができたのだ。あまりの簡かん単たんさに、ガルガドとマウナは、喜びよりも前に、むしろ困った表情になってしまう。

「ええ、背せの高い、頭の後ろで髪かみを纏まとめた青年でしたら……冷たい水と、簡単なお土産みやげを求めていかれましたけれど」

　マウナと話しこんでいた若わかい女じよ性せいが、胸の赤ん坊ぼうを揺ゆすり上げながら頷うなずいた。

「──……となると、こっそりとファンを出て行った振ふりをして、学院の寮りようで隠かくれてるという可か能のう性せいもなくなったってわけよね」

「そんなことを考えとったのか、マウナ」

　ガルガドがマウナの横で渋しぶい表情をしている。

「だって、帰郷も不ふ承しよう不承だったようなことを言ってたから」

　照れ笑いをしながら、マウナは明後日あさつての方向を見つつ、金色の髪かみを指先に絡からめては解ほどいてを繰くり返す。

「一いち応おうお土産を買って、村のほうに向かったっていう証言はあるわけで……」

「ということは、ヒースに何かあったのは、この村から故郷までの二時間ほどの道のりでだの」

　ヒースが買っていったという、この村でよく作られているらしい、肉にく饅まん頭じゆうを蒸ふかしたものを三人分購こう入にゆうし、それを齧かじりながらマウナとガルガドが渋い表情になっている。アレクは、言葉を挟はさまずに、はふはふと熱い肉饅頭を火傷やけどしないように頰ほおばるのに夢む中ちゆうだ。

　村の外れで、ハーフエルフとドワーフと、人間の少年という面子メンツで饅頭に齧りついているのは、奇き妙みような光景だっただろうか。

「クソガキをこっちに連れてくるんだったの」

「んー……そうね、でも籤くじで決まったことだし」

「わしに煩うるさいことを言われたくなくて、ヤツが勝手に仕組んだ籤だろうがの」

　ガルガドの予想にマウナは笑って誤ご魔ま化かす。確証はなかったが、その可か能のう性せいはあると思っていたし、ガルガド自身が大して気にしていない、軽い口ぶりなので、庇かばうようなことをいうのも変な気がした。

「まあ、あれもたまには息いき抜ぬきをさせてやってもよかろう」

「イリーナと二人だと、誰だれにどう迷めい惑わくをかけてるか不安だけど？」

　最後の一口を、口に放ほうりこむガルガドを余よ所そに、マウナが軽口を叩たたきながらアレクの口くち許もとについた肉にく汁じゆうを、手て拭ぬぐいで拭ぬぐってやる。

「まあ、知った村の中なら、さしたる迷惑にもなるまいよ。ともかく、ヒースがこの村までは、無事に旅をしておったらしいことは確たしかなのだ。道を行き交かっていたものに、異い変へんのようなものはなかったか、話を聞くのが一番かの……どうした、坊ぼう主ず」

「──……」

　マウナやガルガドがすっかりと食べ終わっていた肉饅頭を、まだ半分ほど残しながら、アレクは村のほうへと視し線せんを向けている。

「……馬」

「そりゃ、荷馬車や運うん搬ぱん用ようにいるでしょ。アレクの村にだって、いるじゃない」

　もぐもぐと、口にものを入れているだけにまだはっきりと発音できないまま、アレクは村の中を見ている。その横顔は、黒くろ髪かみだということを除のぞけば、確たしかにヒースの面おも影かげがあるようで、マウナは笑いを嚙かみ殺しながら、ふっくらとした頰ほおを、ちょっぴりつついてみたい誘ゆう惑わくに駆かられた。

「僕ぼく、ジェラル兄さんのお手伝いで、時々、村の行き来を……するけど。この村にも、来るんだけど」

　ごくん、と肉饅頭を飲み込こんで、アレクが首を傾かしげている。

「でも、あんなに立りつ派ぱなの、今まで……見たこと、ない」

「そう言えば、お前さんはこの村にも何度か、来ていたんだったの」

　ロッテではなく、彼が村を回る組についてきたのは、勉強好きな彼は、時折長男ジェラルドの商売の手伝いをしていたこともあり、周辺地ち域いきに詳くわしいからである。その言葉にマウナは目を細めて、少年の指差す馬の様子を改めて確かく認にんする。

「……確かに、あれって、ただの荷馬じゃないかも」

　村に入ったときには気付かなかったが、今思い返すと子こ供どもをあやしていた女じよ性せいが村の中央から外れた場所にいるのは、奇き妙みようなことのような気がする。

　まどろんでいた赤ん坊ぼうが、村の雰ふん囲い気きがいつもと違ちがうことに気付いて、むずからないように村の外れで子こ守もりをしていたのだろうか。

「というか、馬に乗っているのは、鎧よろい姿すがたではないかの」

　同じように目を眇すがめていたガルガドが言葉を添そえる。

「ちょっと、話を聞いてみましょ？　もしかしたら、何か異い変へんがあったのかも」

　ここで遠目に窺うかがっていてもしかたがないと、マウナはガルガドと歩調を合わせて村へと歩き始めた。その後を、ようやく肉饅頭を食べ終えたアレクが、少し遅おくれて追いかける。

　饅頭を買ったときには気付かなかったが、少し気を付けて観察してみれば、村人たちはどことなく表ひよう情じようが硬かたい。

　硬い、というのは違ちがうだろうか。背せ筋すじが伸のびているような、緊きん張ちようしているような……。

「あ」

　その理由には、馬に近付けば簡かん単たんに納なつ得とくすることができた。馬は三頭いる。そして──

「あれは、王宮直ちよく属ぞくの騎き士し団だんの紋もん章しようだの」

　少し近付けば、馬は毛け並なみよく整えられ、しっかりとした筋きん肉にくによろわれた見事な軍馬であることが、すぐにわかった。栗くり毛げにしっかりとした鞍くらをつけ、その鞍には引き絞しぼられた弓の意い匠しようが施ほどこされている。さらに、その荷には騎ラ兵ン用サ槍ーが備そなえ付けられており、いつでも戦いへと向かえる軍ぐん装そうを調ととのえていることが一目で見てとれた。

「まあ、あんな軍馬が装そう備びつきで村を歩いていれば、後ろ暗いことがなくても緊張するかもしれんの」

「そう言えば《蟻あり》の駆く逐ちくに騎士団が派は遣けんされるって……」

　ファンを出てくる直前に耳にした噂うわさに、ぽむ、とマウナが手を打った。

「その一隊かもしれんの、話を聞かせてもらおうではないか」

　ドワーフの神官戦士は一つ頷うなずき、躊ちゆう躇ちよなく銀の弓の意匠をつけた軍馬──それを曳ひく、鎧姿の騎士へと近付いていく。

　オーファンには、王宮直属の騎士団として、『鉄の槍やり』と名づけられた騎士団が存そん在ざいする。その別働隊であり、各地に遊ゆう撃げき隊たいとして派遣されることの多い『銀の弓』と呼よばれる一隊が組そ織しきされていた。恐おそらくは、その一部隊なのだろうと見当をつけ、ドワーフとハーフエルフという珍めずらしい組み合わせの冒ぼう険けん者しやたちは、やや遠えん慮りよのある声をかけようとして──言葉を途と切ぎれさせた。

「……これは」

　騎士の一人は負ふ傷しようをしていた。

　きっちりとした板金鎧プレート・アーマーを着込んでいるが、その肩かたと腕うでの部分が大きくひしゃげ、じくじくと血が滲にじんでいる。一いち応おう包帯を巻まいて応おう急きゆう処しよ置ちはしているようだが、変形した鎧が傷きずに障さわるらしく、若わかい騎士は眉まゆを顰ひそめていた。

　そして、その足あし許もとには巨きよ大だいな蟻が横たわっている。ぴくりとも動かないところを見ると、死体のようだ。

　ガルガドは素す早ばやく周囲へと視線を巡めぐらせるが、この場で戦せん闘とうが行われた形けい跡せきはない。つまりは運ばれてきたということなのだろう。

「《巨大蟻ジヤイアント・アント》……？」

　マウナが、初めて見る《蟻》の姿すがたに、息を止めた。

　黒々として、日の光を弾はじく分ぶ厚あつい殻から。今は虚うつろな大きな複ふく眼がん。顎あぎとの巨大さを見れば、それが害意と共に己おのれに向けられたことを想そう像ぞうして、身体からだの震ふるえを覚える。騎士の怪け我がは、この蟻によるものだろう。

「あー……申し訳わけありませんがの。騎士団としての任にん務むの途と中ちゆうと察しますが……」

　声をかけたのはガルガドだった。戦神マイリーの印を胸むねで切りながら、騎士へと丁てい寧ねいに礼をとる。

「──……ああ、これは」

　それに振ふり返る無む傷きずな若い騎士は、相手が神官であると察したのだろう、馬の轡くつわを手にしたまま、特に気分を害した風もなく、気安く応おうじてくれた。

「マイリーの神官様ですね。俺たちの武ぶ運うんを祈いのっていただけますか？」

「もちろん」
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　そして、騎士は一いつ瞬しゆん迷まよい、同どう僚りようの傷を見て遠えん慮りよがちにガルガドへと問いかける。

「同僚の傷は戦いによってのものです。〝治療キユア・ウーンズ〟をいただけるものならば……」

「戦いで受けた負傷を癒いやすは、神官の大切な役目。それも、誇ほこりある騎士さまのものであれば、お任まかせいただけるは誉ほまれですな」

　ガルガドは厳おごそかに言いながら、若い騎士へと進み出た。

「あの、これって……《巨大蟻》ですよね、近くに出るんですか？」

　マイリーの神官戦士が、負傷した騎士へと〝治療〟の呪じゆ文もんを施ほどこしている間、マウナはおそるおそる、最初にガルガドに応じてくれた若い騎士へと問いかける。

「はい。──……近きん郊こうにモンスター……つまりこの《巨大蟻》の巣がある疑うたがいがありますので、我われ々われはその討とう伐ばつにきたところです。もっとも、巣を捜そう索さくしている途と中ちゆうなのですが。お見受けしたところ、冒険者のようでいらっしゃる。この近辺で詳くわしい噂をお聞きされませんでしたか？」

　アレクラスト大陸で信しん仰こうされている五大神の中でも、オーファンは戦神マイリーを国教としている。

　その神官であるガルガドに、若い騎士は敬けい意いを払はらってくれているらしく、冒険者相手とはいえ、あたりは柔やわらかだった。もっとも、この国の国王自身がもともと冒険者出身であるがゆえに、差別や警けい戒かいの気持ちも若じやつ干かん薄うすいのだろう。

「……この村の近辺で、こうして《蟻あり》一いつ匹ぴき仕し留とめることができましたが、どうやらファンに現あらわれたものと同じく、はぐれのようです。こんなやつらが群むれで巣から溢あふれては、大変なことになります」

　初めて《巨大蟻》を直ちよく接せつ見るマウナは、小さく身体からだを震ふるわせた。

　厚あつめの鎧よろいを着ているイリーナならば、そしてガルガドならば、この巨大な顎を防ふせぐこともできるだろう。しかし、間近で戦うことのできないマウナ自身の目の前に現れた時、抗こうしきれるかと問われれば、正直〝精霊魔法サイレント・スピリツト〟を後先考えずに使うことを前ぜん提ていで、可か能のう性せいは半々だろう。マウナの防ぼう御ぎよ力りよくは、普ふ通つうの人間と変わりない。

　そう、普通の人間であれば、たやすくこの顎に引き裂さかれてしまうだろう。その想そう像ぞうを追い出そうと首を強く振る。

「……《巨大蟻》のことであれば、我々の仲間が現げん在ざい調ちよう査さをしているところでしてな」

　そうガルガドが口火を切った瞬しゆん間かん、若わかい騎き士しの目が瞠みはられた。

「本当ですか！　何ど処こで！　我々はそれを駆く逐ちくするために派は遣けんされたものです。確たしかな情じよう報ほうをお持ちであれば……是ぜ非ひとも教えてください、神しん官かん殿どの」

　若い騎士の興こう奮ふんした言葉に、やはり村人たちに、その話を聞いていたらしい他の同僚たちが、近付いてくる。黙だまっていたマウナは《蟻》の死体を覗のぞき込もうとするアレクを遠ざけようとしていた。

　ガルガドは、隣となりの村に向かう途中で、仲間が行方ゆくえ不明になったこと。そして、その村では《巨大蟻》の姿が見かけられることがあるということを、事じ情じようを隠かくさずに話した。

「ここから、隣村に向かう途中で、行方不明者が出たというのですね？　そして、《巨大蟻》の目もく撃げき情報もあると」

　若い騎士の確かく認にんに、ガルガドはゆっくりと頷うなずく。

「はい。少なくとも、ファンからこの村までは仲間の足取りは確認できております。しかし、そこからの足取りが、途と絶だえておりましての。その失しつ踪そうに、《巨大蟻》が関かかわっているかどうかは、確信がもてませんが……他ほかに、手がかりもありません」

「我々の任は《巨大蟻》の被ひ害がいを最さい小しよう限げんに食い止めることです。残念ながら、皆みなさんのお仲間については、お力には、なれないかもしれませんが、情報提てい供きようを感かん謝しやいたします」

　騎士たちの礼を鷹おう揚ように受けて、ドワーフの神官戦士は首を横に振る。

「いいえ、皆さんが仲間のことをご存ぞんじでないというのも、立りつ派ぱな情報ですからの。お役に立てたようで何より。それに、仲間の厄やつ介かいになっている村の安全を護まもっていただけるということは、我われ々われとしても肩かたの荷がおります。仲間の捜そう索さくにのみ、集中できるということですからの」

　騎士たちは互たがいに何言か言葉を交かわしあい、慌あわただしく、馬に跨またがり始めた。

「我々はディーター団だん長ちようのおいでになる本隊に伝令を飛ばします。その先さき触ぶれとして、皆さんのおっしゃる村に先に向かい、警戒と捜索を行いたいと思います。どうされますか？　何でしたら、その村までお送りしますが……」

　ガルガドとマウナは、互いに顔を見合わせる。

　一いつ瞬しゆん、自分たちの出方に迷まよったらしく、小さな声で互いに素す早ばやく囁ささやきを交わした。

「どうする？　ガルガドさん」

「……いや、むしろ騎き士し団だんに村の守りを任まかせることができるのは、好都合ではないかの。わしらはイリーナたちに合流して、ヒースの足取りをここから詳しよう細さいに追おう」

「そうね、もし道を外れたりした痕こん跡せきがあったら、ノリスは必要だし」

　マウナもガルガドの言葉に応おうじて、頷きを返す。

「──……イリーナたちが、変なことしてないか、微び妙みように心配なんだけど」

「いや、変なことをする余よ裕ゆうはなかろう、今回は。万が一、巣を見つけて特とつ攻こうしたとすれば……騎士団の方々に、お手を借りることになるかもしれんがの」

　はじめて見る軍馬の凜り々りしさに見み蕩とれているアレクの頭をガルガドが一ひと撫なでし、冒ぼう険けん者しやたちは騎士団の言葉に甘あまえ、軍馬への同乗によって、一度来た道を遥はるかに速い速度で戻もどることになった。
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　何な故ぜ、こんなことになった。

　ミハエルは、ぎりぎりと奥おく歯ばを嚙かみ締しめていた。

　頑かたくなに、協力を拒きよ否ひしては、怪あやしまれるだろう。しかし、おいそれと協力もできない。

「ミハエルさーん、遅おそいですよー！」

　先を歩く神官戦士の少女が、振ふり返って手を振っていた。

　よく晴れた空の青さが、神しん官かん帽ぼうの白さを殊こと更さら浮うき上がらせている。

　さりげなく、外れて撒まいてしまおうかとも思ったが、自分の後ろに盗賊シーフの少年がいる。勢いきおいのままに、外に連れ出されてしまったが、もしや自分をあの屋内から引き離はなし、その隙すきに食料庫に閉とじ込めてある少年を助け出すつもりで、何食わぬ顔をしているのではないか。または、我々をわざと分ぶん断だんして、捕とらえるつもりなのか？

　脛すねに傷きずを持つ男の懊おう悩のうは、留とどまるところを知らない。

　顎あごの関節や背せ筋すじが、緊きん張ちようと警けい戒かいのせいか温度が変わって感じられるようだ。

　いや、そんなはずはない。

　そう自分に言い聞かせて、ミハエルは首を横に振る。この冒ぼう険けん者しやたちは、以前に相見あいまみえた時に比くらべて装そう備びが充じゆう実じつし、力もつけている。以前とは比くらべ物にならないだろう。しかし、まだダスターの力には及およぶまい。そして、自分自身にも──もっとも、正面から戦うのは、御ご免めん被こうむる。自分は戦いの心得のない魔術師ソーサラーなのだから。

　何度も自分がねぐらとして利用していた廃はい屋おくを振り返りながら、ダスターの気配を探さがすが、完全に彼が隠かくれる気になってしまえば、ミハエルにそれを捕らえることは、何らかの魔ま法ほうを使わねば叶かなわない。ましてや、ふらっとどこかに本当に出かけてしまったのであれば、今の状じよう況きようを伝えることもできない。

　置手紙など、もってのほかである。

「しょうがないじゃん。ミハエルさん、頭ず脳のう労働者なんだろうし、足が遅おそくても」

　自分の後ろから、ノリスという名の盗賊が、気楽な声を上げている。微び妙みように、屈くつ辱じよくだったので、思わず足を速めかけてしまった。

「大だい丈じよう夫ぶよ、別に誰だれもいないから」

　ミハエルと、ほとんど並ならぶようにして歩いていたロッテが、しきりにねぐらを振り返る彼に、肩を竦すくめた。

「……え？」

　本当は誰かを近くに潜ひそませているからこその、油ゆ断だんを誘さそう言葉と解かい釈しやくし、青年は一瞬視し線せんを鋭するどく変える。

「時々、あの家の周りに目つきの悪い男がうろついてたでしょ？　少なくとも、今はその男はいないから、安心していいわよ。あいつ何？　官かん憲けん？　やっぱりあなた悪いことしてるの？」

　──……見られてるぞ、ダスター！　小こ娘むすめに！

　手だれの盗賊とはいえ、完かん璧ぺきであることとは別だと理り解かいしつつも、ミハエルはどんどんと追い詰つめられている気がして、またこめかみに血管が浮うくような心地ここちを味わう。

「そう言えば、ロッテ、そんなこと言ってましたよね。ミハエルさん、誰かに狙ねらわれてたりするんですか？」

「……しゃ、借金取りだよ」

　声が僅わずかに裏うら返がえった。

　若わか者ものたちの視線が、納なつ得とくとともに哀あわれむものに変わってしまい、またミハエルの自じ尊そん心しんはいたく傷きずつけられることになる。

　いっそ、もうダスターをけしかけてしまうべきか。

　やや、破は滅めつ的な思考に傾かたむきかけた時、ふとその思考を洗あらい流すような女じよ性せいの声が、別の方向からかけられた。歩く先でイリーナが、そして傍かたわらでロッテが首を竦めた気配がする。

　視線をそちらへと向ければ、森の緑の中を紛まぎれるようにして、女性が一人こちらへと歩いてくるところだった。

「──……イリーナ、それにロッテ！」

　アリステア・セイバーヘーゲンである。

　この際さい、彼にとっては救いの神のように思えた。彼女を口実に、何とかこの強ごう引いんな餓が鬼きどもを撒まくことはできないものかと。

「アリス姉さん！」

　この道筋で出会うということは、イリーナやマウナ、そしてロッテに作った弁べん当とうのあまりを、一人暮ぐらしをしているミハエルへと差し入れをしに来たのだろう、手には手て編あみの籠かごを下げている。

　視線の先で、アリスは目を丸く見開いて、奇き妙みような一いち団だんに言葉が咄とつ嗟さには出てこないようだ。

「……驚おどろいた。どうしてミハエルと一いつ緒しよにいるの、特にロッテ」

　足早に近付いてきながら、アリスは首を傾かしげる。

「ああ、それは……」

　ロッテがあまり、彼を快こころよく思っていないことを承しよう知ちしているがゆえのことかと、イリーナは説明をしようとして……近付く姉に、ロッテは強く耳を摑つかみ上げられた。

「いっ、いったーい！　痛いたい痛い、いたーい！」

　半ば身体からだが浮きあがり、爪つま先さき立だちになって耳たぶに全体重がかかることになったロッテが悲鳴を上げる。

「こら！　今日は狩かりに出るって言っていたはずよね。あんなに、イリーナたちの邪じや魔まをしちゃ駄だ目めって言ってたでしょう！」

「ごめんなさい、ごめんなさいー！」

　厳きびしく叱しかられているロッテを庇かばおうと、イリーナは割わって入りかけて──小さい頃ころ、謝あやまりながら泣きついてきた小さな少女の面おも影かげを見てしまい、思わず懐なつかしさに出で遅おくれてしまった。

「あの、アリス姉さんごめんなさい、あんまりロッテを叱らないでください」

　おずおずと声をかけながらも、微妙に及および腰ごしになってしまう。

「ミハエル、貴方あなたにも、迷めい惑わくをかけてるんじゃない？」

　彼の渋しぶい表ひよう情じようを見て取ってか、ロッテの耳を摘つまみ上げながら、アリスは申し訳わけなさそうに青年を見上げる。

「……い、いや、気にしないでくれ。彼女たちに協力をしているだけだよ」

　恐きよう縮しゆくする女性に、思わずそう口にしてから、しまったとも思う。ここで素す直なおに、迷惑を訴うつたえれば、自分は解かい放ほうされたはずだ。

　彼女の表ひよう情じようが曇くもることを避さけようとして、また一つ、墓ぼ穴けつを掘ほったことに気付く。

「それならいいんだけれど……」

　少し表情を明るくするアリスは、まだロッテの耳を摘んでいるが、ちゃんと爪先立ちで痛みがないように調整している。イリーナが少しおろおろとしてから、ロッテを軽く抱だっこするように後ろから持ち上げて、アリスのお仕置きから庇ってあげようとした。そこまでされれば、アリスもそれ以上ロッテを摘み上げようとはしない。

　ロッテが涙なみだ目めで背せ中なかに「ありがと」と囁ささやくと、また懐かしい光景を思い出して、イリーナは小さく笑ってしまう。

「ここにあった、遺い跡せきのことには前から興きよう味みを持っているのは、君も知ってるだろう？　彼女たちもそれに興味を持ってね」

「……遺跡？　あの、それがヒースの行方と、どういう関係が？」

　少し困こまったようにアリスは首を傾かしげている。弟の行方ゆくえ不明と、子こ供どもの頃の遊び場──その頃は、そこが遺跡だったとは、知らなかったが──が、繫つながるのかわからないらしい。イリーナたちが調べているのは、ヒースクリフの行方だと、思い込こんでいたからだ。

「実は、私もわからないんだが」

　そのことに関しては隠かくし立てすることなく、きっぱりとミハエルは断言した。

「……しかし、彼女……イリーナ・フォウリーさんは、確かく信しんを持っているらしい」

「ヒース兄さんなら、きっと《巨大蟻ジヤイアント・アント》討とう伐ばつのために戦ってるに違ちがいありません！　兄さんはあれでも邪じや悪あくを許ゆるせないファリスの敬けい虔けんな信者です！　それならば一いつ刻こくも早く、手助けに行くべきだと思います」

　脇わきからの断だん言げんに、ミハエルは頭を抱かかえたくなった。ガルガドやマウナがいれば、また別意見も出ただろう。もっとも、ノリスはまた別の興味が先走って、異い論ろんを唱えるつもりはないらしい。

「ヒース兄さんは、ちゃんと帰ってくるって言いましたから。だったら、その約束を護まもるはずです。絶ぜつ対たいです。厳げん密みつには約束……は、してなかったですけど、でも」

　イリーナは何気なくまだ新しい大剣グレートソードの柄つかに触ふれながら、小さく口の中でだけ呟つぶやいた。

「わたしも、ヒース兄さんに、約束したことがあるんです。約束は、護らないと……」

　──約束を護らないとどうなるか──

　消えてしまった浅黒い肌はだの少年の面おも影かげが目の前を過よぎり、慌あわててイリーナは首を強く横に振った。何かを振り払はらうかのように。

「遺跡かあ……ボクたち、あんまりそういうのに縁えんがなかったから、ちょっとわくわくするよね」

　お前、その遺跡が《蟻あり》の巣じゃないかと言い出した本人だろう。何、冒ぼう険けんする気満々になってるんだ。

　ミハエルは心の中でだけ、密ひそかに憎にく々にくしげに呟いている。

「まあ、いいわ。──……村の外に出ていってる仲間たちが情じよう報ほうを持ってくるまで、待ってるのも手持ち無ぶ沙さ汰たなんでしょう？」

　溜ため息いきをついて、少しほろ苦いような笑えみを浮うかべ、アリスはロッテから手を離はなし、手に持っていた籠かごを濃のう灰かい色しよくの髪かみの青年へと差し出した。

「残り物で悪いけれど、どうぞ、差し入れよ。ミハエル……研究もいいけれど、ちゃんと食事はしてね？　貴方を見てると、ヒースも王都の学院でこうなんじゃないかと、心配になるわ」

　笑みを浮かべながら、アリスは軽く手を振って、イリーナたちを送り出す。

　ちなみに、ロッテはしっかりと捕ほ獲かくされたままで、じたばたとしているが、アリスとしては解放する気はないらしい。このまま連れて帰って、みっちりとお小言攻ぜめにするつもりらしく、何事か文もん句くを呟いているロッテには耳も貸かさない。

「イリーナたちも、気をつけてね？」

　その去り際ぎわの笑みに、ふとイリーナは慌てて言葉をかける。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、アリス姉さん！　ヒース兄さんは、ファンの《青い小こ鳩ばと亭てい》っていうお店で、人一倍食べて、飲んで、息いき抜ぬきたっぷりしてます！　身体からだを壊こわしたりしません！　元気たっぷり、体力も充じゆう実じつしてますから、どこにいたってへっちゃらです！　絶ぜつ対たいに、平気なんです！」

　イリーナの大声に、アリスが振り返って、もう一度笑いながら手を振った。その指には、指輪が嵌はめられていて、夏の陽光を鈍にぶく弾はじいている。

「──もしかして、アリス姉さん……学者っぽいミハエルさんに、ヒース兄さんを重ねて、世話を焼いてるんでしょうか」

　ぽつりと小さく呟つぶやいて、イリーナはしばらく、山道を歩いていく姉し妹まいの姿すがたを見つめていた。時とき折おり、連れ戻もどされようとしているロッテが未練がましく振り返っているが、諦あきらめたらしく、すぐにその姿は森の逞たくましい緑の中に消えていく。

　気をつけて。

　ミハエルの唇くちびるが、小さく消えていく細い背せへと向けて言葉を綴つづり、そのことに気付いて、首を強く左右に振った。

　少女の何気ない指し摘てきに、なぜか胸むねに苦いものがこみ上げてきて、それを無む理り矢や理りに吞のみこむ。

「……ああ、そうだね。特に、食事に関しては、色々とお世話になったよ」

　遺い跡せきの調ちよう査さに来たという自分を、まったく警けい戒かくすることなく、色々と面めん倒どうを見てくれたのは、実に都合のいいことだった。以前、同じ遺跡を調べに来たという、王都の魔術師ソーサラーがいたらしいことが、さらに警戒を緩ゆるめる遠えん因いんにもなっており、事があまりにうまく運ぶさまに、一時は笑えみが止まらなかった。

　殺しや脅きよう迫はくに類する手しゆ段だんは、今回は使わずに調査を進める手はずだっただけに、尚なお更さらである。

　王都の手配も、ここまでは及およばない。少なくとも、顔を知られているフェルツやダスターを隠かくしていれば安全だった。

　気のいい村人たち。

　何の疑うたがいもなく、打算もなく、面倒を見てくれようとする女じよ性せいの存そん在ざい──アリステアの笑顔は、ひたすら事の裏うら側がわや、隙すきを窺うかがうように暮くらしてきた彼にとって、新しん鮮せんで──心地ここちよかったのだ。

　一時は始末してしまったほうがいいだろうかと考えたフェルツへと、手間と時間をかけて懐なつかせる気持ちの余よ裕ゆうが生まれる程てい度どには。

　──……少し気が抜ぬけすぎだな、俺おれも。

　ミハエルはひっそりと口くち許もとに笑みを浮うかべる。やや暗い、黄昏たそがれの笑みだった。

　この村の遺跡に、誰も知られない宝たからがある。

　それは、遺跡を護る《守しゆ護ご者しや》を操あやつる魔ま法ほうの品だという。

　恐おそらくは、その《守護者》というのは──

　心の中で呟き、ミハエルは最後に遺跡の内部の様子を見ているはずの少女へと視し線せんを向けた。

　馬ば鹿かでかい、鉄板にしか見えない大剣を背負った神官戦士の少女は、その重量を感じさせない弾はずむような足取りで、彼と盗賊シーフの少年を先せん導どうしている。

「──……どうしたんですか、ミハエルさん。表ひよう情じようが暗いです」

「えっ！」

　先を歩いてきた少女に、不意に声をかけられ、ミハエルの心しん臓ぞうが跳はねた。茶色い明るい色の瞳ひとみが、思いがけない近さから、彼を覗のぞき込んでいる。

「大だい丈じよう夫ぶです！　絶ぜつ対たいにミハエルさんには危き害がいが加えられないように、わたしが護まもりますから！」

　彼の暗い表情を誤ご解かいした神官戦士は、鎖帷子チエインメイルに包まれた胸むな元もとを、強く叩たたく。

「絶対です。以前は失敗しましたけれど、もう失敗しません」

「──……」

「信じられないですか？」

　黙だまりこんだミハエルに、イリーナが首を傾かしげる。そのまま少し考えこむように茶色の瞳は宙ちゆうを見て、そして、帷子かたびらの下につけていたらしい、ファリスの聖せい印いんを首から外し、ミハエルへと手て渡わたした。

「わたしだけの言葉じゃ、頼たよりないかもしれないので……ファリス様のご加か護ごを」

　それは、何の変へん哲てつもない、少し汚よごれた光十字の聖印だった。光十字は、至し高こう神しんファリスの象しよう徴ちようである。

　何度も磨みがいているのだろう。塗と料りようは所々剝はげて、手ずれでくすんでいる。随ずい分ぶんと昔から彼女が身につけているものなのだろうと、たやすく察しが付いた。

　不ふ審しんそうに、押おし付けられた聖印をためつ眇すがめつしているミハエルに、イリーナは自信たっぷりに笑いかける。

「ご利り益やくあるんですよ。何しろ、持っていると絶対に無事です」

　えへん、とイリーナは胸を張はった。

「……そういうものかい？」

「絶対ですよ。何しろ、ヒース兄さんも同じものを持ってるんです」

　薄はく弱じやくな根こん拠きよを、それでもイリーナは堂々と口にする。

「だから、絶対に無事でいます」

　まるで、自分に言い聞かせるような声だった。

「──……借りておくよ」

　無む下げに否ひ定ていするのも大人おとな気げないかと思い、ミハエルは渡わたされた古い聖印を、そのまま胸にかける。

「差し上げますよ？　布教用に、まだ五つ持ってるんです」

　イリーナがベルトポーチを開いて見せると、そこには真新しい聖印がみっちりと詰まっていた。

「いや、結構。別に私は、ファリス信者というわけじゃないから」

　利益を信じているわけではなかったが、一気にありがたみも減へった気がして、ミハエルの言葉も苦々しさが混まじる。

「私は、ということは、お知り合いにファリス信者の方がいらっしゃるんですか？」

　何気なく問い返すイリーナに、そんなに意い識しきをした返答ではなかっただけに、一いつ瞬しゆんだけ言葉につまり、そして小さく溜ため息いきをついた。

「……まあ、知り合いがね。時々、うろ覚えの祈いのりを捧ささげているようで、耳みみ障ざわりだよ」

　自分たちとともに居いながら、正せい義ぎの神に時折無意識に祈る浅黒い肌はだの少年のことを思い出し、少々意地の悪い気持ちも湧わき上がる。

「じゃあ、今度神しん殿でんに礼れい拝はいにきてくださいと、言っておいてください。正しいお祈りの文もん句くを教えてあげます」

　明るい声で言いながら、イリーナは山道を歩いていく。

「──……まあ、無理だろうがね」

　その背せを見ながら小さな声で呟つぶやき、ミハエルは汚よごれた聖印に指で触ふれた。
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　暗くら闇やみに、荒あらい呼こ吸きゆうの音が鳴る。

　すっかりと、逃にげ回ることに疲つかれたヒースクリフは、肩かたで息をしながら、周囲に耳をそばだて、気配を探さぐっていた。

〝光ライト〟を使う精せい神しん力りよくが惜おしく、ランタンを手にして、そのシャッターを細く開けたり降おろしたりしながら、ややでこぼことした、張はりの大きな土くれの陰かげに身を潜ひそませている。

　重量すら感じるような、圧あつ迫ぱく感かんのある闇やみの中で、腕うでの中では、もぞもぞともそつくカラスの雛ひなの温ぬくもりを感じ、ほっと大きく息を吐ついた。

　鼻から、耳から、滲しみこんで身体からだの中まで真っ黒に染そめ上げられて、自分がなくなってしまうのではないか、そんな理由のない感覚が頭をもたげる中、一人でないということは、何よりも心強い。

　それがたとえ、無力なカラスの雛一羽であっても。いや、非ひ力りきだからこそ、自分の力を挫くじかずに支ささえていてくれるのかもしれない。

「まあ、何とかお互たがいに無事みたいだな、フレディ。俺たちは運がいいぞ」

　薄うす暗ぐらい中では、見えていないらしいカラスの子は、大人しいままでヒースの腕の中でうとうととしている。

「──……とはいえ、戦わずに逃げ続けてる限かぎり、思ったよりも凶きよう暴ぼうでもないような気がするな」

　頭に降ふりかかる土を掌てのひらで払はらい、ヒースは首を捻ひねった。

　下水道で出くわした《巨大蟻ジヤイアント・アント》は、彼の知ち識しきにあるとおり、かなり凶暴なものだった。しかし、この洞どう窟くつで出会う《蟻あり》は……。

　わさわさと、地面を擦するような物音が響ひびいてくる。

　その近さに、ざわっと血の気が引くが、ヒースは周囲を見回し、浅い窪くぼみを探さがして、そこに身を伏ふせようとした。

　気配はどんどん近付いてくる。地面を擦りながら、軽くノックするような足音が聞こえて、完全にランタンのシャッターを下ろし、息を詰つめる。

　目の前を、複ふく数すうの気配が過よぎっていくのがわかった。

《巨大蟻》だ。

　ヒースの背を凌りよう駕がする巨きよ大だいな蟻は、黒々として、濡ぬれたような艶つやを帯びている。鎧よろいのように硬かたい身体に、六本の脚あし。そのうちの二本を使って、土くれを運んでいる。

《巨大蟻》は、傍かたわらに身を伏せているヒースには、気付いていないのか、目もくれない。

　あからさまに危き害がいを加えない限り、この蟻どもは襲おそってこないらしい。

　──……そんなことがあるか？

　奇き妙みように思えて、ヒースはしきりに自分の顎あご先さきを擦さすりながら思考を巡めぐらせる。

　気配が遠ざかった気がして、少しだけランタンのシャッターを上げて周囲を照らせば、少なくとも今自分がいる土の通路に、蟻がいないことがわかる。

　このあたりも、奇妙なものだとヒースは思う。

　少なくとも、普ふ通つうの蟻の巣は、ひっきりなしに蟻が出入りしているものではないだろうか。まるで、洞窟のような通路が、静まり返っているなど、普通の巣であることなのか。

　方向を確たしかめるように周囲を見回し、窪みから身を離はなす。

　抱だかれた雛ひなが、小さくもぞついた。「ぎぁ」と小さな声が響く。

「──…ちょっと待ってろよ、フレディ」

　そろそろ餌えさの時間かと、何気なく黒い羽う毛もうの塊かたまりを脇わきにおき、すっかりと硬かたくなった肉にく饅まん頭じゆうの皮を口の中に入れてやろうとして、その動きがふと、止まる。

「……ん？」

　窪みになっていると思ったのは、大きな岩の影だったらしい。細いランタンの光を照らしてよく観察してみれば、その大きな岩は、人工的に切り出されたもののようだった。

　まるで、石せき碑ひのように、先細りの長方形の柱の形をしている。本来は立てられていたものが、何の拍ひよう子しにか、黒い台だい座ざから倒たおれたらしい。

　表面にはびっしりと細かな文字と図形が描えがかれている。

「これは……」

　どこかで見たことがある、気がした。

　彫ほりこまれているのは、今のヒースクリフになら読める、下位古代語である。

　そして、その下方に刻きざまれた図形──黒い石に、白い溝みぞが彫ほられ、放ほう射しや状じように伸のびる曲線と、それに所々繫つながる曲線。そして、奇き妙みような楕だ円えんの箇か所しよ。少し、蜘く蛛もの巣にも似にているように見えた──それは、どこかで見たことがある。

　──……何だ、これ。

　そう、頭の中に響いたのは、自分の声ではなかった。

　ただ、今の自分と同じ年とし頃ごろの青年の声だ。かつて、耳にしたことのある──

　クリストファー・フォウリーの。

「へっ⁉　ちょっと待てよ、そんなわけないだろうが！」

　それは、子こ供どもの頃によく遊んだ、洞窟の奥おくにあった石碑だった。

　迷まい子ごにならないようにと、狩人かりうどの方向感覚を駆く使ししながら、自分が今どのあたりにいるのかと、思考を巡らせるが、どう考えても子供の頃の遊び場には、まだ遠いはずだ。

　しかし。

「……そうか、何で懐なつかしいのか、思い出した」

　思い出してしまえば、何のことはない。自分が身を潜ひそませたり、凭もたれたりしていた土の壁かべの感かん触しよくは、幼おさない頃に入り込こんでいた洞どう穴けつの通路に酷こく似じしていたのだ。もっとも、ヒースが知っている、土を綺き麗れいに均ならして固めたかのような滑なめらかな壁へき面めんには、びっしりと子供の落書きが施ほどこされていたが。

「……てことは、だ。もしかしたら」

　この洞窟は、故ふる郷さとの遊び場の洞穴に、繫がっているのか？

　石碑の表面を手で拭ぬぐい、砂すな埃ぼこりを払い、ヒースは複ふく雑ざつな文字列を覗のぞき込む。

　瞳ひとみがゆっくりと左右に動き、遥はるかな過か去こに連ねられた文字を読み解といていく。

「──……地下、の…王国。ってのは、この洞窟のことか？」

　石碑の上では、羽づくろいをしているカラスの子が、小さく羽ばたき、欠伸あくびをした。

　文字を読みながら、下部に彫りこまれた、放射状の図形を照らし合わせる。それは、どうやらこの地下の迷めい宮きゆうの地図のようだ。黙だまりこんでしまったヒースの関心を買うためにか、フレディは視し線せんを遮さえぎるようによてよてと石碑の文字列の上を横切って、彼に掬すくい上げられて頭の上に置かれる。

「……つまり」

　静せい寂じやくの中、呟つぶやきが漏もれた。自身の考えを確たしかめるかのように、ゆっくりと口の中で嚙かみ締しめるように。

「もともと、人ひと嫌ぎらいの古代魔ま法ほう王国期の魔術師ソーサラーが、ここに宝ほう物もつ庫こを造った、と」

　指先で図形をなぞりながら、その中の一番広い空白を触ふれる。

「その宝物庫には《守しゆ護ごする者》がいる。……だから、そこに入るためには、必要なわけだな、その守護者をどうにかする方法が……でないと、ここに宝物庫を造った本人まで入れんだろうが」

　文字列を追いながら、自分に必要な情じよう報ほうを探さがし出そうとする。

　その視線が一点で止まった。

「──……用あるものは、制せい御ぎよの指輪を台だい座ざに収おさめることによって、守護者を解かい除じよするべし──って、宝物庫じゃなくて、住んでたんじゃねえのかよ、本人が！」

　指で追いながら一文を読んで、思わずどうでもいいところに声を上げたりもしつつ、ふと、首を傾かしげる。

「守護者を解除……ってことは、ここの《蟻あり》を無力化させることができるってことか？」

　眉み間けんに皺しわを寄よせ、ヒースは自分の思考を口に出した。その頭の上で、カラスの子が羽ばたく練習をしている。

「フレディ、そこでばたつくな。いや、それはいい。……指輪……？」

　記き憶おくの溝に、何かが引っかかる。

　指輪。

　あの、最後の洞穴の探たん検けんの時……。




　──……落し物ですか？




　小さなイリーナが、石せき碑ひを見物しようとして、それを掘り出そうとした実じつ兄けいの手元を覗のぞきこんだ。

　そして、黒い鎧よろいに包まれた手は、金色の小さな指輪を台座から取り出したのだ。




　……ま。どうせ、落とし主なんて出てきやしないだろ、貰もらっとこう。




　気楽な返答がついでに頭の中で蘇よみがえり、急速に血が沸ふつ騰とうするような感かん触しよくを覚える。

「まてまてまて。先走るな、俺おれ様さま。……あれが、そうか？　その、この遺い跡せきの《守護者》を制御するものなのか？」

「ぐぎゃ？」

「いや、お前には聞いていない。しかし、相あい槌づちをありがとうフレディ。……ってことはだ」

　無む意い識しきに、まるで互たがいに会話をするようにヒースは言葉を綴つづる。

「遺い跡せきに入るための、鍵かぎか、合鍵のようなものだったと、思っていいわけだな。それを台座に嵌はめておけば《守護者》は起動しないと」

　再ふたたび文字を読み直して確かく認にんしながら、ヒースは思考を全力で回転させようとする。

「つまり、鍵がなくなったから……遺跡が起動したってことか？」

　認みとめたくない事実に突つき当たりそうで、口くち許もとが引きつる。

　ここは《巨大蟻ジヤイアント・アント》の巣だ。

　そんなものは幼おさない頃ころの故ふる郷さとには、絶ぜつ対たいになかった。

　しかし……。

「あ、あの、後先考えない、黒鎧の無む責せき任にん男おとこがぁあああ──っ！」

　ヒースは吼ほえた。

　その声が、洞どう窟くつに反はん響きようする。

「いやいや、幼い純じゆん真しん無む垢くだった俺様にも、ほんのちょっぴり、僅わずかだが、責任の所しよ在ざいがあるようなないような微び妙みような気分だが……」

　幼い頃の遊び場から、指輪を持ち出した兄あに貴き分ぶんがそこに至いたったのは、自分がうっかりと口を滑すべらせてしまったからだ。

「ふふふ、しかし、そうなったのはもちろん、外出できないストレスのためであり……となると、うむ、熊くまが悪い。全すべての邪じや悪あくは熊に通じる、そういうことにしておこう」

　完全に思考停止しつつも、かといってそれについて考えないわけにはいかない。

　自分の読みとった石碑の情報が事実なら、故郷の山や、村の地下には今まで誰だれも知らなかっただけで、こうして《巨大蟻》の巣が広がっているのだ。

　七年かけて、じわじわと。

　もっとも、制御された《巨大蟻》は今は命令された通りの迷めい宮きゆうを造ることを優ゆう先せんしているに違ちがいない。

　しかし、それがいつ飽ほう和わ状じよう態たいになるかわからない。今この瞬しゆん間かんにも、何かの拍ひよう子しに制御を外れた《蟻》が、地上に溢あふれ出すかもしれないのだ。

「そ、それは厄やつ介かいだと言わざるをえんな、この俺様をもってしても」

「ぎぁ？」

「……フレディ、今の鳴き方は何な故ぜ疑ぎ問もん形けいだ？」

　無意味に格かつ好こうをつけ、顎あごの下に手を当てて渋しぶさを醸かもしだそうとして、邪じや気きのないカラスの鳴き声に邪じや魔まをされる。いや、邪魔をした気は、フレディにはなかったに違いない。単に、空くう腹ふくを訴うつたえたのだろう。

「そうか、腹が減へったか」

　適てき当とうな肉を嚙かんで柔やわらかくし、くちばしの中に押おしこんでやりながら、ふとヒースは何かを思い出す。

「……今、飯をやるからな。ったく、よく食うなお前」

　あの時、勝手に外出したとして、アリスとキリング司祭にお仕置きされていたクリストファーは、しかし、その日の夕食は、皆みなと一いつ緒しよにテーブルを囲んでいて、ヒースは妙みように違い和わ感かんを覚えたものだ。いや、機き嫌げんをとるように『呪じゆ文もん』とクリストファー自身が言い張はる、おべんちゃらをしきりにアリスに唱えていた気がするが。

「アリス姉さんは、拗すねたら手がつけられない。確実に。しかし、おかわりをちゃんと用意してくれるまでに機嫌を直すとしたら……だ」

　アクセサリーを貢みつぐというのは、王都でも──いや、王都に限かぎらず女じよ性せいの関心を買う常じよう套とう手しゆ段だんだ。

「思い出せ、俺。アリス姉さんは、アクセサリーをしてたか？　──……してた」

　帰き郷きようするたびに、アリスの指には、金色の指輪が光っていた。

　いつからかは覚えていない。

　クリスの拾った指輪は、確たしか金色の地金に、紅べに色いろの文字が内側に刻きざみこまれていたはずだ。

「しかし」

　その指輪が、クリスの贈おくり物だとは限らない。

　だが、もしもそうだとしたら……。

「……冒ぼう険けんの報ほう酬しゆうが、夕食一回、おかわり付きに化けるってのも泣けるな」

　ヒースは宙ちゆうを見て呟つぶやいた。

「ともかくだ」

　気分を切り替かえるように、ヒースは自分の頰ほおを張はる。

「万が一、アリス姉さんの指輪が、その制せい御ぎよの指輪だとしたら、この《巨大蟻》飽和状態を何とかできる可か能のう性せいが出てきたわけだ。……そうでなかった場合は」

　今、どこの空にいるかわからない、クリストファー・フォウリーを呪のろうことに全力を尽つくすとして。今は尽くすべき全力は──

　不意に、土つち壁かべと空気が強く揺ゆれる。

　かすかな地じ響ひびきのような震しん動どうが、洞どう穴けつの奥おくのほうから、伝わってきた。

　ズ、ズズ……──。

　地じ震しんかと、身を低めようとするも、崩くずれれば何ど処こに隠かくれても同じということに気付き、それに続いてそれが、遠くで何かが起こっている震動が伝わってきたのだと悟さとる。

「……なんだ？　落らく盤ばんか？」

　蟻ありが固めた土壁が、何かの拍ひよう子しに崩れたのだろうか。頭の上でフレディが空気の変化を感じ取って、強く羽ばたき、わずかに身体からだを浮うき上がらせてヒースの頭から落ちかけた。それを何気なく手で受け止め、受け止めたのが白い神しん官かん帽ぼうではなく、ふかふかとした羽う毛もうに包まれたカラスの身体だということに気付いて、違和感を覚える。

「──……？」

　じたばたとするフレディを手に、一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの中、耳に声が滑すべり込こんできた気がした。

　幻げん聴ちようかと、愕がく然ぜんとする。




　──……何……崩れ……。──……ス！




「……イリーナ？」

　悲ひ鳴めい混まじりの、怒ど号ごうのような幼おさな馴な染じみの声だった……ような気がした。




　……今……から、それ……使って！




　高く響ひびくのは少年の声だ、それにも聞き覚えがある。それに混じって、何かを言い交かわす声が、聞こえる気がしたがはっきりとはヒースには聞こえない。

「な、何でこんなところにいるんだ！」

　認みとめたくない喜びと安あん堵どが声に滲にじみ、それに気付いて、誰が聞いているわけでもないのに、咳せき払ばらいをしていい直す。

「──……アー、オホン。いやはや、困こまったものだ、優ゆう秀しゆうな俺様がいないと、あの連中寂さびしくなっちゃうらしいぞフレディ」

「ぎゃ？」

「だから、なんで疑問形で鳴くんだ貴き様さま」

　ここから聞こえる騒さわぎ声から察するに、何かただ事でない状態に陥おちいっているに違ちがいない。考えられるのは──いや、恐おそらく《巨大蟻ジヤイアント・アント》の群むれと遭そう遇ぐうしたのだろう。そうなれば、邪悪を許ゆるそうとはしないイリーナのことだ。間違いなく交戦状態になるに違いない。

　イリーナの装そう備びは、今や普ふ通つうの《巨大蟻》であれば怖おそれることはないまでに、充じゆう実じつしている。

　しかし、ノリスが一いつ緒しよであれば別だ。盗賊シーフはその身の軽さを役立てるために、装備は軽いものしか誂あつらえていない。

　マウナとガルガドの声は、今は聞こえなかったが、一緒にいるのだろうか？　そうすれば、戦いはぐっと楽になるはずだが。

　考えるよりも先に、身体からだは動いていた。

　ヒースは仲間たちの気配のほうへと、走り出す。
















第四章　蟻ありの巣す城じよう










　本来、ミハエルがこの村に来たのは、この遺い跡せきに関する資し料りようを、戦利品の中から見つけたからだ。

　戦利品──王都・ファンで行ってきた、数々の強ごう盗とう事じ件けんによっての、である。

　ファンに戻もどることもできずに、ほとぼりを冷まし身を隠かくすために、しばし落ち着く場所が欲ほしかったということもある。

　もっとも、その遺跡は何年も昔に、すでに埋うもれてしまっていたわけだが。

　ちちち、と小さな鳥の鳴き声が響ひびく中、山道の中ちゆう腹ふくの崩くずれた痕こん跡せきを目の前に、二人の冒ぼう険けん者しやと、一人の研究者──ということになっている──が、並ならんで佇たたずんでいる。

「ここが、入り口だったんだよね」

　黒くろ髪かみの少年が、すっかりと崩れた岩や土ど砂しやによって閉とじた、もともとの洞どう穴けつの入り口を覗のぞきこんでいる。

「そうです」

　同じような姿し勢せいで、イリーナも覗きこみ、首を傾かしげた。

「やっぱり、しっかりと崩れたままですね。土砂を搔かきだすのは大変そうです」

　何度か、同じことを考えて掘ほろうとした人間がいたのだろう。浅く土砂が搔きだされているが、それも途と中ちゆうで土に埋もれている。

「もともと、崩れる危き険けんがあったので、入らないようにって、一いち応おう注意はされていた場所だそうです」

「そんなこと言われたら、逆ぎやくに入るよねえ」

　気楽なノリスの言葉に、イリーナが微び妙みように咳せき払ばらいをしている。

「どうしましょう、もう少し掘ってみましょうか」

「でも、ここが塞ふさがってるってことは、蟻ありの巣だとすれば、ちゃんと他ほかに入り口があるってことだよね？」

「それはそうです。ノリス、《蟻》の足あし跡あとを追えますか？」

「無茶言わないでよ、イリーナ。ボク《巨大蟻ジヤイアント・アント》の足跡なんて、見たこと……は、あるけど」

　反はん射しや的に言い返そうとしたノリスが、腕うでを組んで一いつ瞬しゆん考え、かくりと肩かたを落とす。以前、王都ファンの地下で見た、《巨大蟻》の足跡は辛かろうじて、記き憶おくに残っているらしい。

「でも、そういうのって、マウナとかヒースの仕事じゃない？」

　自信がないのか、ノリスは少々気弱に訴うつたえる。

「確たしかに、そうですけれど……二人ともいないんですから、しかたがないじゃないですか。不平不満を口にするより、先にちゃきちゃき、身体からだを動かしましょう！」

　ぐっと拳こぶしを握にぎり締しめて、力ちから瘤こぶを腕に作りながらイリーナは宣せん言げんした。

「……掘るの？」

　しっかりと岩と土の埋もれた入り口を、ノリスは指差す。

「別の方法考えようよ。ミハエルさんも嫌いやな顔してるよ」

　いきなり矛ほこ先さきが自分に向いて、ミハエルは心しん臓ぞうが奇き妙みような方向に跳はね上がったのを感じた。額ひたいに嫌な汗あせを滲にじませながら、辛うじて笑えみに近い表ひよう情じようを作ってみせる。

「でも、他に中に入る方法なんて、ないじゃないですか」

　イリーナが唇くちびるを尖とがらせて反はん駁ぱくする。

「他に方法を考えつかない間は、考えるよりも身体を動かす！　そうすれば、何かいい方法を考えてくれます！」

「……誰だれが」

「ヒース兄さんです」

　きっぱりと言い切ってから、ふと困こまったようにイリーナは周囲を見回し、ぽつりと言葉を落とす。

「……困りました、行方ゆくえ不明です」

「だから、そのヒースを捜さがしてるんじゃないっけ、ボクたち」

　飛んできたトンボを視し線せんで追いながら、ノリスは一本指を空へと向けた。トンボは何気なく、その指へ止まろうと近付いてきて……イリーナの声に驚おどろいたように、つい、と空に逃にげる。

「そうです！　きっとヒース兄さんも正せい義ぎのために邁まい進しんしています！　早く合流しないと！　……ミハエルさん、どこに行くんですか」

　さりげなく二人の言いあいから、身を遠ざけようとしていたミハエルが、イリーナにしっかりと服の裾すそをつかまれて引き戻された。思いがけない力の強さに、たたらを踏ふんで転ばないようにバランスをとる。

「──……いや、その。少しでも《蟻》の巣を捜そうとだね……」

　少々上ずった声で言いながら、ミハエルは内心で臍ほぞを嚙かみながら、適当な言葉を口にする。それに、イリーナは、ぱっと瞳ひとみを輝かがやかせた。

「ノリス、ミハエルさんを見習いましょう。赤の他人だというのに、無理にここまで連れてきたようなものだというのに、すごくわたしたちのことを考えてくれています」

　無理に連れてきた自覚があるのなら、解かい放ほうしてくれ。

　奥おく歯ばをギリギリと嚙み締めながら、ミハエルの表情は微妙に笑顔を形作っている。

「……真ま面じ目めな話をするとだね」

　なるべく声を激げきしてしまわないように、灰はい色いろの髪かみの青年はゆっくりと言葉を切り出した。

　ノリスとイリーナが、同時に背せ筋すじを伸のばして並ならぶ様子に、もしかして叱しかられるか、説教をされるのではないかと思っているらしいことが、表情から窺うかがえたが、誤ご解かいは解とかない。

「この崩くずれた穴あなを、二人だけで修しゆう復ふくするのは無理だろう。できることなら、この数年の間に、この村の人々が、やっているはずだ」

「二人じゃなくて、三人です！」

「最後まで聞くように」

　イリーナが律りち儀ぎにびしっと挙手をするが、ミハエルは静かにそれを無む視しした。

「しかし、この村の近きん隣りんに、ちらほらと《巨大蟻ジヤイアント・アント》が目もく撃げきされていることは確たしかだ。ということは、先ほどそちらの少年も言ったように、ここに《蟻あり》が巣食っているとしても、別に出口があるか──または、とんと見けん当とう違ちがいをしている可か能のう性せいは、強いんじゃないだろうか？」

　滔とう々とうと、ミハエルは説得するように、少年少女に語りかける。嚙んで含ふくめるように。

「確かに、そうです」

　かくりとイリーナがその言葉に頷うなずいたので、ミハエルはほっと安あん堵どの息を吐ついた。

「ひどいや、イリーナ！　なんでボクが言った時には、まるっと無む視しで、ミハエルさんの意見は全面肯こう定ていなのさ！」

　盗賊シーフの少年は、仲間の神官戦士に抗こう議ぎをしている。

「だって、ノリスの意見は、単に力仕事を嫌いやがってのことのように聞こえたんです。ごめんなさい」

　素す直なおにぺこりと頭を下げて、謝しや罪ざいされれば、ノリスは少々バツ悪そうに、調子の外れた口笛を吹ふきながら、明後日あさつてのほうを見た。偏へん見けんはまんざら外れてもいなかったらしく、イリーナの視線が微妙に温度を下げている。

「だから、だ」

　また話の行方を見失いそうになり、ミハエルは慌あわてて口を差し挟はさむ。

「この周辺に近い、セイバーヘーゲン家の姉弟きようだいたちが、《蟻》を見ていないということは、むしろ森よりも村に近い場所に、巣穴の出入り口があると考えたほうが自然じゃないだろうか？」

　ゆっくりと、一言一言押おし出すように、若わか者ものたちへと言葉をかける。

　神官と盗賊の少年は、並んでぱちぱちと瞬まばたきをして──そして、ぽむ、と同じ動きで手を打った。冒ぼう険けん者しやとして組んで仕事をしていると、こんなところまで似にるものなのだろうかと、どうでもいい疑ぎ問もんも湧わき上がったが、その疑問の解かい決けつは後回しにする。

「そっか、そうだよね。そう言えば、ロッテもアレクも、《蟻》を見たことがない、村の人たちが騒さわいでいたって言ってたんだから、このあたりには、出なかったんだ」

　ノリスが顎あごに指を当てながら、納なつ得とくしたように頷いた。その隣となりでイリーナも深々と頷いている。

「じゃあ、一度村に戻もどって、目もく撃げき地点を詳しよう細さいに調べるべきですね」

　そうしてくれ。

　安堵したように、ミハエルはそ知らぬ顔をしながら硬かたい動きで頷いていた。

　あまり、遺い跡せきには近付かれたくはない。少なくとも《守しゆ護ご者しや》を制せい御ぎよする魔法の品マジツクアイテムが、今誰の手にあるのかを調べ終わり、それを手に入れるまでは、見当違いのところを捜していてほしい。

　ミハエルの狙ねらいはそれだった。

　強ごう盗とう団だんとして働いていた仲間たちは、もうすでに二人を失い、ダスターとあと一人──そして、今ひょんなことから面めん倒どうを見ることになったフェルツしか残っていない。

　彼が強盗団を組そ織しきしてきた『目的』を果たすためには、まだまだ力を必要としている。

　怪物モンスターを制御するための魔法の品マジツクアイテムは、そのためには実に有ゆう益えきなもののように思えた。

　しかし、その魔法の品は現げん在ざい失われている。

　数年前までは、沈ちん黙もくしていた遺跡。

　そして、現在は《守護者》が起動しているということは、制御のための魔法の品に、何らかの異い変へんがあったということに他ほかならない。

　その詳細を探さぐるために、遺跡内部の詳細を知り、当時もっとも近い場所に住んでいたと思われる、アリステア・セイバーヘーゲンに近付いたのだから──

　もっとも、何くれとなく、善ぜん意いで世話を焼いてくれる屈くつ託たくのない女じよ性せいに対して、後ろめたさを覚えたのも、確かなことだった。

　腰こしに帯びた弁べん当とうが、微び妙みように重さを主しゆ張ちようしているように思えて、ミハエルはそれを感じないように首を横に振ふる。ちらと心を過よぎった笑え顔がおを見ないようにするために。

「じゃあ、一度村に戻りましょう。もしかしたら、マウナやガルガドさんが戻ってきているかもしれません」

「それには早すぎると思うな。まだ隣村について、情じよう報ほう収しゆう集しゆうしてる頃ころなんじゃないの？」

　イリーナが姿し勢せいを正し拳こぶしを握にぎるが、彼女の気持ちの逸はやりを指し摘てきするノリスは、のんきに小指で耳をほじっている。

「……そうでしょうか？」

　そこで何な故ぜ自分を見る。

　ミハエルは、確かく認にんするように自分へと向けてくるイリーナの視線から、明後日あさつてを向いた。

　その視線の先で、がさりと音を立てて緑が揺ゆれる。

「？」

　警けい戒かいすることに慣なれてしまった身体からだが、反はん射しや的に一歩下がり──そして、背はい後ごの冒険者たちを気にして、一いつ瞬しゆん視線を背後に投げる。

　その音を不ふ審しんに思ったようで、イリーナも背せに負った大剣グレートソードの柄つかに手をかけ、いつでも抜ぬき払はらえるように姿勢をただし、ノリスも表情を鋭するどく変えて、腰こしの小剣シヨート・ソードに手を触ふれさせ、僅わずかに身を低くしている。

「……下がってください、ミハエルさん。何かいます」

　イリーナが緊きん張ちようを滲にじませた声を上げた。その響ひびきは、かつて地下下水道で籠こもって響いたものと酷こく似じしていると、ミハエルは何気なく思い出して、唇くちびるの端はしに笑えみを刻きざみ、彼女に言われるまでもなく、警戒しながら数歩下がり、そしてその背中の位置へとついた。

　緑を搔かき分け、黒い頭部が山道に姿すがたを現あらわす。

　イリーナもノリスも、驚おどろかなかった。

　それは一度とはいえ、今よりももっと弱かった頃ころに戦った敵てきだったからだ。

《巨大蟻ジヤイアント・アント》

　三角形の頭部の複ふく眼がんが、まるで黒い鏡のように三人をぼんやりと映うつし出している。左右三本、計六本の脚あしが、丸っこい胴どうと、腰を支ささえていた。

　二本の銀光が抜き放たれ、木こ漏もれ日を弾はじいて輝かがやく。

「ミ、ミハエルさんの噓うそつき！」

　イリーナが、批ひ難なんするように声を上げた。

「ここには現れない、村のほうに現れるんじゃなかったんですか！」

「……い、いや、そのはずだと思ったんだが……実じつ際さいに、私も顔をあわせるのは初めてだしね」

　神官戦士の言葉に、応おうじるミハエルの言葉は少々しどろもどろだった。

　実際、ミハエルは大きな噓をついているつもりはなかった。

　このあたりに、蟻ありが現れるのは極きわめて稀まれなことだったのだ。

　噓ではなく、ミハエル自身もこの地で《蟻》を見かけることはなく、村人から《蟻》の噂うわさを聞いて、ようやく遺跡の起動に確信をもったほどだった。

　それが、何でよりによって、今、ここに現れる⁉

　ミハエルのほうがそう叫さけびたいところだ。

「こんな近いところに《蟻》が現れるのに、セイバーヘーゲン家の人たちが蟻の気配に気付かないなんて、変じゃないですか！」

「そんなことを言っている場合じゃないだろう！」

　痛いたいところを突つかれて、ミハエルも思わず怒ど鳴なり返してしまう。

「そうだよ！　来るよ、イリーナ！」

　すでに小剣シヨート・ソードを抜いたノリスが、仲間へと鋭く警戒を呼よびかける。

　黒い巨きよ大だいな蟻は、背の高いミハエルと同じほどもあった。ギチギチと顎あぎとを上下させ、蟻は立ちふさがるイリーナとノリスに襲おそいかかった。

「まかせてください！」

　一歩前に出ていたイリーナが、大剣を掲かかげて《蟻》の前へと立ちふさがる。

「……誰かに、危き害がいを加えさせるようなこと、しません！」

　巨大な剣けんが抜かれたところを、ミハエルは初めて見た。少女と初めて戦った時、彼女は片刃剣ブロードソードだったはずだ。それですら、大の男の手に余あまりそうな代しろ物ものだったが、この大剣の輝きは背せ筋すじが寒くなるほどの質しつ量りようを持っていた。銀色に磨みがきぬかれた刃やいばというにはあまりに重く、幅はば広びろの板のような存そん在ざい感かん。構かまえ方によっては、剣の平で、イリーナの姿すがたが隠かくれてしまいそうだ。

「うおおおおっ！」

　その危き険けんな銀色を掲げて、イリーナはノリスへと向かおうとした《巨大蟻》へと正面から向き合う。

　鉄と鉄のぶつかり合うような、不ふ快かいな摩ま擦さつ音おんが響きあい、《蟻》の突とつ進しんはさほど大おお柄がらでもない少女の身体に食い止められる。蟻の顎には刃を嚙ませ、身体の突進は鎖帷子チエインメイルを纏まとう身体で受け止められ、小こ揺ゆるぎもしない。

「一匹ぴきなら、今のわたしたちの敵じゃありません！」

　蟻の牙きばと、銀の刃ががっちりとかみ合って、双そう方ほう引くことなく、ギギギと不ふ吉きつな音を響かせる。

　しばしの拮きつ抗こうの後、押し切ったのはイリーナのほうだ。

「このおおおっ！」

《蟻》を突き放し、巨大な剣を頭から振ふりかぶり、力いっぱいそれを蟻の頭部目掛けて振り下ろす。

　黒々とした装そう甲こうに、一本の線が刻きざみ込こまれた。表面を掠かするだけだった神官戦士の振り下ろした刃やいばは、勢いきおいを止めることなく、思い切り山道へと深い溝みぞを刻きざみつける。砕くだけた土や石が、細かな土つち煙けむりとなって、ぱっと風の中に舞まった。

「何やってるのさ、イリーナ！」

「……むぅん、ちょっと力ちから比くらべをしてみました」

　勢いに反して少し恥はずかしそうに、イリーナはノリスへと言い訳わけがましく呟つぶやいている。

　……とりあえず、あの剛ごう剣けんも、当たれば脅きよう威いだが、そうは上う手まくいかないところは相変わらずらしい、とミハエルも背はい後ごでこっそりと呟いていた。

「この……！」

「ノリス！　倒たおしちゃ駄だ目めです、この《蟻あり》がここにいるということは、巣への出入り口が、近くにあるってことじゃないかと思います、さっきもミハエルさんが言ってましたよね！」

「おっ、わっ！」

　狙ねらい澄すまして短剣シヨート・ソードを振るおうとしていたノリスが、急に声をかけられて慌あわてて、力の入れ具合を変える。硬かたい蟻の装甲は、ノリスの軽い刃を簡かん単たんに弾はじき返していた。

「急に言わないでよ！　びっくりしたじゃん！」

「すいません、でも、これってチャンスなんじゃないかと思うんですが、どうでしょう！」

「なんで、ボクに聞くのさ」

「久ひさしぶりに頭を使っている気がして、どうも自信がもてません！」

　自信満々に言い切るイリーナに、背はい後ごで聞いているミハエルが額ひたいを押おさえる。

「言っとくけど、ボクにも自信ないからね！」

　負けないほど堂々と言い切るノリスは、胸むねを張はるも後で一言付け加えた。

「でも、こいつがおうちに帰るなら、連れて行ってもらえばいいんじゃない？」

　同世代の少年少女は、互たがいを讃たたえるように、頷うなずきあった。通じあったことを確かく認にんしたかのように、同じタイミングで、再ふたたび敵てきへと向かう。

「手て加か減げんするんだよ、イリーナ！」

「大だい丈じよう夫ぶです。よっぽど変なところに当たらなければ、一いち撃げきでは死なないはずです、うおおおおっ！」

　蟻の顎あぎとを搔かい潜くぐり、再びイリーナは巨大な剣を振りかざし、蟻へと特とつ攻こうする。白い神官帽がその勢いきおいに、後方に吹ふっ飛んだ。

　何気なくノリスがそれを拾って──「持ってて」と、ミハエルに押し付けた。

　イリーナの剣は、雄おたけびとともに真まっ直すぐに《蟻》の腹ふく部ぶへと吸すい込まれていく。

　金きん属ぞくの軋きしるような音が響ひびき、《巨大蟻ジヤイアント・アント》が苦く痛つうの悲鳴を上げた。

　手ごたえを感じとり、イリーナはぐっと片かた手てを強く握にぎり締しめる。笑えみの形に緩ゆるんだ唇くちびるから現あらわれた八や重え歯ばが、白く、印象的だ。

　その間に一歩下がったノリスが、たいまつをつけてその火を《蟻》へと突つきつける。

「そーれそーれ。火だぞーこわいだろー」

「……《巨大蟻》の弱点って、火なんですか？」

　どこか楽しげに、黄色い体たい液えきを滲にじませる《蟻》にたいまつを翳かざすノリスに、純じゆん粋すいに疑ぎ問もんを感じたらしくイリーナが問いかける。

「え、知らないけど……怪け我がした時に、火なんか押し付けられそうになったら、ボクはとりあえず逃にげるけど……」

　なるほど、と納なつ得とくするべきか、呆あきれるべきかとイリーナは首を傾かしげたようだ。その頭部がふと軽いことに気付いて、周囲を見回し……ミハエルが、捜さがしものを持っていてくれていることに気付いて、剣けんを片手に彼へと軽い歩調で近付いていく。

　ミハエルは思わず、一歩下がってしまった。

　あの巨きよ大だいな剣が、いつか自分の身体からだへと吸いこまれる日がくるのではないかと、それが今ではないかと、理由のない不安に襲おそわれたのだ。

　少なくとも、自分たちは彼女に殺意をむけたことがある。

　それが殺意になって返ってくるのは、十分に覚かく悟ごの上だったとしても。

「？」

　思わず、後じさるミハエルに、イリーナはきょとんと茶色の目を見開いて、そして慌てて剣を一度鞘さやへと戻もどした。シャリン、と涼すずしい音を立てて、凶きよう暴ぼうな銀色は鞘に軽々と収おさめられていく。

「大丈夫ですよ。《巨大蟻》一匹ぴきなら、今のわたしたちにはそんなに、怖こわい敵じゃないですから」

　安心させるかのように、イリーナは八重歯を見せて笑った。戦いのさなかで垣かい間ま見みた八重歯の印象は、ケモノの牙きばのようだが、こうして笑うと愛あい嬌きようを増ますだけのものにしか見えない。

「──……ああ、いや……すまない。こういったことは、不ふ慣なれでね」

　虚きよ言げんを罪ざい悪あくとするファリスの神官戦士へと、ミハエルはやや引きつった笑みを浮うかべて、手にしていた帽ぼう子しを手て渡わたした。

「イリーナ！　追いかけるよ！」

　受け取った帽子を、角度を調整しながら深く被かぶりなおし、イリーナはノリスの鋭するどい声に振ふり返る。

「はい！　見失ったら駄だ目めですよ、ノリス！」

「無理！　こいつボクより速い！」

　ノリスの声は、打てば響ひびくかのようだった。

「ボク、足あし跡あと追いかけるから、イリーナはミハエルさんと追いかけてよ！」

「私は、役に立たないから、村に戻って皆みなに注意を促うながそう！」

　このまま引きずられていっては叶かなわない、いいチャンスだとミハエルも声を張はり上げて主しゆ張ちようする。

「それは、ちゃんと蟻ありの巣の入り口を見つけてからだよ。ボクたちは蟻の巣を見つけたら、そこから出てこないように、見張ってないといけないから、ミハエルさんにマウナやガルガドさんを呼よんできてもらわないと」

　たいまつを持ったノリスが、まるでそれでミハエルを追い立てるかのように振り回している。無む意い識しきなのだろうが、気分はよくない上に、道理は通っていたので、ミハエルはまた何も言えなくなってしまった。

　このクソガキ……無能のくせに、なんでこういう時だけ鋭するどい反はん応のうをするんだ！

　イリーナは鎖帷子チエインメイルを鳴らして、撤てつ退たいしようとする《巨大蟻》を追いかけている。

　盗賊シーフの少年に追い立てられるかのように、ミハエルは再ふたたびいやいや走り出すことになっていた。
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　村の広場は、騒そう然ぜんとしていた。

　この村に訪おとずれていた冒ぼう険けん者しやたちが、出て行ったかと思えば思いがけない早さで戻ってきて、しかも騎き士し団だんのものたちを連れてきていたからである。

　村の代表者が、あたふたと出てきて若わかい騎士と話し合う中、ともに戻ってきていたマウナが、素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「ええっ！　イリーナとノリスが、蟻の巣探さがしで山の中に入っていったぁ⁉」

「──……まあ、ミハエルも一いつ緒しよだから、無茶なことはしないと思うんだけれど……」

　そう答えているのは、日常品の買出しのために、村へと出てきていたアリステアだ。普ふ段だんの生活でなら特に、買い足すことは必要ないはずだが、イリーナやマウナを家に泊とめていることもあり、ちょっとしたもの──料理のためのスパイスや、お客のための新しいシーツなど──を手に入れに来たらしい。そういったものの他ほかに、なにやらざるだの新しい鍋なべだのを背せ負おわされたロッテが仏ぶつ頂ちよう面づらをしていた。罰ばつとして荷物もちをさせられているらしい。

　アリスの手には、やはり耳を引っ張ぱられたアレクが、いつの間にか捕ほ獲かくされている。

「それは、ちょっと保ほ証しようないけど」

　マウナはアリスの気休めをあっさりと却きやつ下かした。

「それはともかく、迎むかえにいかんといかんの。わしらも、ヒースの最後の足取りを見つけたところだしの。そこを重点的に調べたい」

　二人の妙みよう齢れいの女じよ性せいたちの会話の行き交かう下で、ドワーフが重々しく呟つぶやいている。

「……じゃあ、案内をしましょうか？　途と中ちゆうまでなら、あの子たちがどっちへ行ったのかわかりますから」

　アレクを吊つり下げたままのアリスが、申し出た。

　罰の荷物もちのロッテが、解かい放ほうされることを祈いのってか、アレクと同じ表ひよう情じようで何度も首を縦たてに振っている。

「そうね、早いほうがいいし、迷まようのも嫌いやだから、お願いできます？」

　マウナは子こ供どもたちの視し線せんに押されるように、思わず申し出を受けていた。







　森を歩くこと自体は、マウナも狩人かりうどの村出身であっただけに、苦にはならない。

　もっとも、ガルガドはドワーフ特有の短い足が災わざわいして、足を速く回転させなければならず、少々苦労をしているようだ。

「じゃあ、ヒースは隣となり村むらまでは、無事だったということね」

　マウナの話を聞いて、喜んでいいのか不安がればいいのかわからずに、アリスは表情を曇くもらせている。

「まあ、正直な話、あんまり明るい情じよう報ほうじゃないですけど……少なくとも、手がかりはあったということで」

　どう言葉の端はしを繫つなげばいいのかわからずに、マウナの口調もはっきりとしない。

　アリスが次じ男なん坊ぼうに対する不安な気持ちを押し殺すかのように、人指し指の背を嚙かみ締しめる。その同じ手の薬指に、金色の輝かがやきを見つけて、マウナは好こう奇き心しんに目を輝かせた。

「ねえ、それって彼氏の贈おくり物ですか？」

　ふいの問いかけに、アリスがきょとんと目を瞠みはる。何のことを言っているのかと、しばし考えてから、ようやく薬指の指輪のことだと理り解かいしたらしい。ふと、瞳ひとみが懐なつかしさに和なごんでから、ふっと唇くちびるに笑えみを浮うかべる。その表情が意外に仲間の魔術師ソーサラーそっくりで、マウナは一いつ瞬しゆんだけたじろいだ。

「彼氏？　そんなバカな」

　吐はき捨すてるような口調に、ドロドロとした恋れん愛あいの思い出でもあるのかと、自じ重ちようするよりもマウナは思わず身を乗り出した。

「え？　彼氏じゃないの？　じゃあ誰だれ？　いつ出で逢あったの？　いつもらったの？　ミハエルさんはご存ぞんじ？　ミハエルさんに会うよりずっと前からしてるって聞きましたけど」

「彼氏じゃないわ。考えナシのバカからよ。覚えてない。七年前。別に話してない。そうね、気が付いたらずっとしてたわ、何な故ぜか」

　立て続けの質しつ問もんに、アリスも冷静に答えている。

　いい思い出でもないのか、あまり友好的な口調ではなかったが、マウナはまったく気にしていないようで、先を歩いているガルガドのほうが首を竦すくめてしまいそうだ。

「七年前ってことは、十四歳さいくらい？　どんな人？　どんなシチュエーションで？」

「……」

「それからずっとつけてるってことは、忘わすれられない人っていうわけで──？」

　重ねて問いかけられ、肘ひじでうりうりと突つつかれて、一度アリスは言葉を切った。

「……そうね、ある意味忘れられないかもね」

　金茶色の瞳ひとみは、自覚なく懐かしげな曇りを帯びる。

「──……食事抜ぬきに、してやろうと思ったのよ！　あの男」

　何を思い出したのか、煮にえたぎるような声だった。楽しそうに声を弾はげませていたマウナが、歩みを止めないままに、固まった。ガルガドは触さわらぬ神に祟たたりなしと、戦いを放ほう棄きしたことにマイリー神へとこっそりと謝しや罪ざいの祈いのりをささげている。

「なのに、あいつ……『アリス美人！　いやーホントだって、料理が上う手まくてしっかりもの、こんな嫁よめもらえたら幸せになれるだろーなー』なんて、言いながら指輪を出してきたのよ！　まったく、何も考えていなくても、思わず意い識しきの一つもするってものじゃない⁉」

「……えーと、それって」

　なんだか似にた響ひびきの「呪じゆ文もん」を最近聞いたような気がして、ハーフエルフは口くち許もとを引きつらせる。

「クリストファー・フォウリーのろくでなしがぁああ！」

　がすん、とアリスは長いスカートをものともせずに、傍かたわらの樹を蹴けりつけた。ゆさっと梢こずえが揺ゆれて、数すう枚まいの葉が落ちてくる。

「アホだったのよ、あたしが！　真に受けて、浮うき立ったりなんかして……なのに、なのにあいつ……一年後に勘かん当どうされて、それっきり音おと沙さ汰たナシよ！　それ知ったの、里帰りしたヒースからよ！　バカみたいじゃないあたし！」

　ガスガスガスガスと、そのまま幹みきを蹴りつけている女じよ性せいに、なんと声をかけていいのかわからずに、マウナは口許を引きつらせる。泣いているのか怒おこっているのか、その横顔からは表ひよう情じようが読みとれない。

「……あー、じゃあ……その、指輪をつけっぱなしなのは……」

「あの時の、バカな自分を忘わすれないように」

　キッパリとした答えの直後、ふと、樹を蹴りつける動きが止まり、アリスは薬指に嵌はまった指輪へと視し線せんを落とした。

「──……と、言いたいところだけど。何のかんの言っても、初めてもらった装そう飾しよく品ひんだもの、嬉うれしかったのよね。気に入ってるのよ、結局」

　振ふり返ったアリスの表情にもう激げつ昂こうはなく、言葉もぽつりと零こぼれるだけだ。

「……おや」

　少し先を歩いていたガルガドが、道の先を見ながら、首を傾かしげる。

　山道を少し早足で下りてくる姿すがたがあったのだ。陽光の眩まぶしさを遮さえぎるように、眼めの上に手を翳かざしながら娘むすめたちの注意を促うながす。

「誰かが来るぞ？　あれは……」

　足取りは軽かろやかだが、少々落ち着きがない。短衣にブーツを合わせた学者然とした、灰はい色いろの髪かみの青年だ。頭の後ろに、尻尾しつぽのように髪が揺ゆれている。
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「ミハエルさん⁉」

　マウナが、手を振るようにして、その山道を下りる姿に呼よびかけた。何故か、ミハエルはぎょっとしたような表情で冒ぼう険けん者しやたちを見返す。

「確たしか、イリーナたちがお世話になっていたと聞きましたがの？　彼らを存じませんかな？」

　ガルガドが、彼へと近付いていきながら、礼れい儀ぎ正ただしく頭を下げて問いかけた。

「──……あ、いや、その」

　何やら苦々しい表情を浮かべつつ、ミハエルは頭を下げ返す。表情に困こまってそれを隠かくすような動きだった。

「何か？」

「……いや、彼らは《巨大蟻ジヤイアント・アント》の巣の入り口を見つけて……その入り口を警けい戒かいしているところです。それを村や、貴方あなたがたに知らせようと、こうして……」

　そのミハエルが何故彼らの目の前で、苦りきった表情をしているのか、ガルガドとマウナには理り解かいができない。もちろん、アリスにも。

　ミハエルはわざと仕し留とめなかった《巨大蟻》の逃にげ込こんだ穴あなを見つけたイリーナたちに、先のことを言付かったことは、間ま違ちがいがなかった。もっとも彼自身は、そんな気はサラサラなく。用を果たす振りをしてとっとと、姿をくらますために、一度仲間たちと落ち合いに小屋へと戻もどるつもりだったのだが──

　何故、このハーフエルフとドワーフは、こんなところにいるんだ。隣となり村むらに情じよう報ほう収しゆう集しゆうに行ったはずじゃなかったのか⁉

　混こん乱らんするミハエルは、はっきりとした言葉を返すことができない。

「──…まあ、じゃあ、皆みなさんが騎き士し団だんをお連れ下さったのは、間違いではなかったんですね」

　アリスが、その話の成り行きに目を瞠みはる。

　──……え。

　声なく、ミハエルは呟つぶやいた。心しん臓ぞうのあたりを冷たい手で鷲わし摑づかみにされたような心地ここちを味わう。

「騎士団？」

　問い返す声が上ずらないように、努力をするので精せい一いつ杯ぱいだった。

「ええ、《巨大蟻》の駆く逐ちくに、ファンから騎士団の一隊が派は遣けんされていたんですって、今、村の広場に……」

　ファンからの騎士団。

　その一言に、ミハエルの血の気が音を立てて失うせていく。

　こいつらは、やはり、間ま抜ぬけを装よそおってオレたちを追ってきていたのか？

「ちょうどいいわ、ミハエル、そのことを騎士団の人たちに……」

　アリスの訴うつたえに、青年はすぐには応こたえられない。似に顔がお絵えが出回っているとは考えにくいが、万が一ということはある。

「……あ、いや、俺おれ……いや、私は」

「仲間が待っていて、我われ々われを呼よびにきてもらえたのなら、案内してくれるかの」

　狼ろう狽ばいを見せるミハエルに、ガルガドが声をかける。

「そうね、早く合流したいわ。あの二人だと、なにをしでかすかわからないし、本当に蟻ありの巣だったら、危き険けんだもの。アリスさん、一度村に戻って騎士団の人たちに話して準じゆん備びをお願いできる？　念のために、帰ったら家からは出ないで。あと、ミハエルさん、あたしたちを先に、二人のいる場所に案内してください。本当だったら確かく認にんして、すぐに連れん絡らくするようにするから」

　マウナもガルガドの言葉に同調し、青年へと訴える。

　アリスは冒ぼう険けん者しやたちと、旧知の青年を見み比くらべて、硬かたい表ひよう情じようで頷うなずいた。そのまま、長いスカートを翻ひるがえすようにして走り出す。後うしろ姿すがたを見守っていると、スカートをからげて走る姿は意外と、足が速い。

　再ふたたび逃げることに失敗した背年は、歯は嚙がみをした。

　彼は、戦せん闘とう員いんではない。

　倒たおして逃げることも考えたが、ドワーフとこの近い距きよ離りで、殴なぐりあうことはできない。そして、精霊使いシヤーマンのハーフエルフは、戦いになれば間違いなく、自分に精せい神しん力りよくを削けずる〝闇シのエ精イ霊ド〟をけしかけてくるはずだ。

「……こっちだ」

　ミハエルは、諦あきらめたように踵きびすを返し、やはり自身の盾たてになる仲間の存そん在ざいの必ひつ要よう性せいを痛つう感かんする。

　青年の頭の中を過よぎったのは、触ふれるもの全すべてを薙なぎ払はらって進もうとする危き険けんな男ではなく──浅黒い肌はだに腕うで輪わをつけた少年の姿だった。




　ドワーフとハーフエルフを伴ともなって歩くのは、さほどの時間は必要ではなかった。

　ただ森の中を歩く必要があったため、少々厄やつ介かいだったのは確たしかだ。

　長なが靴ぐつは少々ぬかるんだ泥どろに汚よごれ、時とき折おり滑すべりそうになる。

　緑が逞たくましく茂しげっているせいで、地面まで陽光が届とどかないのだろう、雨が降ふった覚えはないのに、足あし許もとはすべりやすい。

「イリーナ！　ノリス！」

　その森の一角に、白い鎧よろい姿すがたがひとつ。緑の中に紛まぎれるようにして、突つっ立たっている。

　ひとつ、だ。

「マウナー！　ガルガドー！」

　呼よびかけに応こたえてぶんぶんと両りよう腕うでを大きく振ふるのは、額ひたい当あての少年だ。

「何？　ノリスだけなの？　イリーナは？」

　半分駆かけ足に近付きながら、マウナは少年に問いかける。

　ノリスは生温かい笑えみを浮うかべながら足許を指差した。

　黒い土が、大きく抉えぐれている。いや、抉れているというよりも、大きく掘ほり返されたようになっていた。はじめこそは斜ななめになっているものの、その奥おくは果てしなく奥へと続いているように見える。

　その穴の中に、ぽつんと白い鎧が途と方ほうに暮れたように、立っていた。よく見れば、穴の縁ふちの一角が崩くずれている。鼻の頭と白い鎧が土汚れで茶色くなっている。

「イリーナが近付いたら……重量で、沈しずんじゃってさ。ロープ垂たらして登ろうとするんだけど、ボクだけのロープじゃ周りに括くくり付けるにも長さが足りなくてさ。ボク一人では引っ張ぱれないし……それに次から次へとイリーナの足許が崩れちゃうんだ。蟻あり地じ獄ごくみたいに。いや、蟻の天国のはずなんだけどね、ここ」

　ノリスが二人の仲間に笑いかけながら、状じよう況きようを説明しているが、イリーナにとっては笑い事ではない。

　崩れた土に手をかけて、登ろうとすれば黒く柔やわらかな土がボロボロと崩れ、手を上に差し出して跳はねれば、足許が沈んでいく。

「こらー！　気楽なこと言わないでください、上がれないんですよー！」

　穴あなの底で、イリーナがじたばたとしている。ふと、思い出したようにイリーナはポツリと呟つぶやいた。

「……ヒース兄さんも、こんな感じで、困こまってるんじゃないかなあ」

「まあ、可か能のう性せいはあるの」

　適てき当とうに応こたえながら、ガルガドがマウナに、ロープの残りを確かく認にんしていた。

「女王蟻に喧けん嘩かを売りにいってるよりは、可能性があるよね」

　ノリスも頷うなずきながら、適当なところに結び付けてイリーナの救助に使おうとしていたロープを解といて戻もどってくる。

「イリーナ、背せ負おってる剣けんが重いんだよ！　それを地面に刺さして、柄つかを踏ふみ台にしてみたら？」

「その後どうやって回かい収しゆうするんですか！　やです！　絶ぜつ対たいに置いて行くのイヤー！」

「暴あばれないの、イリーナ！　重量でまた縁が崩れてる」

　穴の縁で地じ団だん太だを踏んでいるイリーナが、しっかりと大剣グレートソードを抱だいて泣きべそをかきそうになっていた。散々土の中を泳いだり、埋まったりしたらしく、髪かみまで土に汚れている。

「人を災さい害がいみたいに言わないでください！」

「まだ、全身板金鎧プレート・アーマーになる前でよかったと思おうではないか。そうなると、さすがに諦めざるをえんからの」

　苦く笑しようをしながら、ドワーフの器用な指先がノリスのロープと自身の持っていたロープを繫つなぎ足していく。その片かた方ほうを、どこかの樹にしっかりと結び付けようと、周囲を見回す。

「早くあげてくださーい、お日様が見えないと、何だかションボリします」

「さすがファリス様の信者ね」

　手を振る神官戦士に、ハーフエルフは宥なだめるように声をかける。至し高こう神しんファリスは、太陽の化け身しんとも、呼よび習わされているのだ。

「大だい丈じよう夫ぶよ、偉い大だいなるファリス様は、敬けい虔けんな信者をお守りくださってるんでしょ」

「その割わりには、イリーナが滑すべり落ちることからは、目を離はなしてたみたいだけどね」

　盗賊シーフが茶々を入れるように、気楽に笑う。

　穴の底で、イリーナは少し考えこむように、首を傾かしげた。

「……んー、ファリス様はお忙いそがしいんです。わたしが不運なのは、その分、もっと不運な人を助けにいってらっしゃるからですよ」

　ノリスのからかいに、特にムキになることも気落ちすることもなく、イリーナは笑っている。

「何ど処この空にいるのかわからない、迷まい子ごの人とか……迷子になった魔術師ソーサラーとか──」

　そう言う声はあまり大きくはなかったが、イリーナが至高神の聖せい印いんに祈いのるのは、全員から見えたようだ。

　その一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくをついて、イリーナの耳に、穴の奥おくからのざわめきが近付いてくるのが届とどく。

「──……うそ、お…」

「うん、完全にファリスさまはイリーナから目を離してるよね」

　同じ音を聞き取ったらしいノリスが、穴の奥からの気配に、わずかに表ひよう情じように緊きん張ちようを帯びる。それを読みとったドワーフとハーフエルフも、表情を白く変えた。

　ここは、蟻ありの巣だ。

　その奥からということは……

　表情を強こわ張ばらせながら、背負った大剣を抜ぬき払はらう。

　構かまえたのは、蟻の巣の奥へと向けてだ。ここには、傷きずついた《蟻》が一匹ぴき逃にげこんだ。それに気付けば、異い常じようを確かく認にんしに、来るものがいるのだろう。

「──……く、暗いです」

　暗い場所での戦いに慣なれていないイリーナの声には、やや焦あせりが滲にじむ。

　ノリスも、マウナも、精霊使いシヤーマンの力によって、赤外線知覚インフラビジヨンを持っている。ドワーフは暗あん視しが利きく。この中で、イリーナだけが、暗くら闇やみを不ふ得え手てにしているのだ。

「ちょっと待って！　今行くからね、イリーナ！」

　ロープを括りつける場所に迷まよっていたマウナが、中へと声を張はり上げる。声は反はん響きようして洞どう穴けつ内ないに木霊こだまし、中の気配は一いつ層そう濃のう厚こうになったようだ。

「でも、上がれなくなっちゃいますよ、マウナ！」

「あとで、騎き士し団だんが来てくれるわよ、もう村まで来てるんだから！」

　イリーナの声に、マウナの応こたえは迷いない。

「先にいくねっ！」

「あっ、こら、クソガキ！」

　声をかけるよりも早く、行動したのはノリスだ。

　身軽さを活いかして、穴あなの中へと舞まい降おり、トンボを切って着地した。

「ノリス」

「手伝いにきたよっ」

　一いつ瞬しゆんだけふらつくも、すぐに姿し勢せいを正して、にかっと顔いっぱいに笑うノリスが、イリーナへと親指を立てた。そして、すぐにイリーナの見通せない穴の奥へと視し線せんを向けて……表情を強張らせる。

「マウナ、ガルガドー！　すっごくやばい！　危あぶないよこれ！　《蟻》よりもっと大きな《蟻》がいるんだ！」

「《巨大蟻ジヤイアント・アント》なんて、みんな大きいものでしょうが！」

「違ちがうってば、それよりももっと大きいんだよ！　さっき戦った《蟻》なんて比くらべ物にならないくらい大きくて……すごく危ないのがわかる」

　穴の奥から張り上げられた、切せつ羽ぱ詰つまったようなノリスの声に、マウナは笑い飛ばそうとして……その声の尋じん常じようのなさに、飛び込こむことに躊ちゆう躇ちよしながらも、中へと身を乗り出した。

「あー！　もう、あの男何やってんのよ！」

　穴の縁ふちを叩たたいて、マウナが悔くやしがる。ヒースがいれば〝落下制御フオーリング・コントロール〟の呪じゆ文もんをかけてもらえるし、恐おそれる必要もない。イリーナも、〝光ライト〟の呪文でずっと楽に戦えるだろう。

「昔、クリス兄さんと洞どう窟くつ探たん検けんに来た時には、こんな危き険けんなことはなかったのに」

　珍めずらしく、イリーナの口からぼやくような声が漏もれた。

「クリス兄さんって、アリスさんに、指輪をあげた人よね」

　ふと、先ほどの話を思い出し、焦あせりの中にもマウナは反はん射しや的に問いかける。穴の中から、イリーナは上を見て頷うなずき返す。

「え？　クリス兄さん、あの指輪アリス姉さんにあげてたんですか？」

　緊張の中でも、イリーナの表情が僅わずかに懐なつかしさに緩ゆるむ。

「洞窟でクリス兄さんが指輪を見つけたんですよ。そっか……アリス姉さんに、あげてたんですね。やぁああっ！」

　イリーナの懐かしげな声は、裂れつ帛ぱくの気合に重なった。大剣グレートソードを振りかざし、詰められた距きよ離りをこちらからも詰めるように、穴の奥へと駆かけ出す。一いつ拍ぱく遅おくれて、それにノリスも続いた。

「イリーナ！　クソガキ！」

「ガルガドさん！　危ない……ああん、もうっ！」

　鎧よろいの重量に、跳とび込むことに躊ちゆう躇ちよしていたガルガドが、ままよとばかりに穴の縁に手をかけて飛びこんだ。それに、マウナも反はん射しや的に続く。

　ギュッと目を閉とじて地面との衝しよう突とつに身み構がまえるも──

　激げき突とつの瞬しゆん間かんは、やってこなかった。ただ、詠えい唱しようの呪じゆ文もんが、どこからか聞こえたのは、錯さつ覚かくだったか。

　いつまでも身が浮ういているような感覚に、マウナは恐る恐る目を開ける。

「……〝落下制御フオーリング・コントロール〟？」

「ヒースか⁉」

　ガルガドが、反射的に、それを唱えることのできる仲間の名を口にして振り返った。

　怪け我がをすることなく、穴の底に降り立った二人の視線の先には、同じ呪文で降り立つ背せの高い姿すがたがあった。髪かみを後ろで一つに結んでいる。

　しかし。

　彼らの知っている魔術師ソーサラーは、杖つえを使用しているはずだ。髪は色の薄うすい褪あせたような金髪で、灰はい色いろなどではなく──そして、中指に嵌はめた指輪を発動体になど、していない。

「……ミハエルさん？」

　降り立った青年は、苦々しい表ひよう情じようで、ちっと一つ舌した打うちをした。その視線は、マウナへと注がれている。

「先ほどの話を詳くわしく聞かせてもらいたい」

「……え？」

「アリステアが、遺い跡せきの指輪を手に入れているという話だ」

　口調は先ほどに比べて、やや威い圧あつ的になっていた。

「え？」

「彼女が嵌めている指輪が、そうだったのか？」

　苦々しい表情で、ミハエルは奥おく歯ばを嚙かみ締しめている。さっさと〝魔術探知センスマジツク〟をしておけばよかったと臍ほぞを嚙んだのだ。まさか、彼女自身が手にしていて、しかも常に身につけているとは思わなかった。

「〝炎ほのおよ、刃やいばに宿れ〟」

　僅わずかな身振りとともに、ミハエルは手て際ぎわよく古代語魔法ハイ・エンシエントを唱えていく。イリーナとノリスの武ぶ器きに鮮あざやかな赤い炎が宿り、二人とも驚おどろいたように、一いつ瞬しゆんだけこちらを振り向いた。

「ミハエルさん⁉」

「えーっ！　魔術師だったの？　早く言ってよね！」

「気をつけろ、《巨大蟻・戦士》は、牙きばに毒を持つ。傷きずが入れば、酸さんで焼かれるぞ」

　淡たん々たんとした声で、戦うイリーナとノリスに声をかける。その声をやはりどこかで聞いたような気がして、ノリスは首を捻ひねるが、戦いの中で精せい神しんをそちらに傾かたむけている暇ひまはない。

　しかも、先ほど戦った《蟻あり》よりも強力な《戦士ソルジヤー》が相手なのだ。

　身体からだは一回り大きなくせに、動きはすばやく、瞬またたく間に、左右の爪つめと牙で三回の攻こう撃げきを喰くらわせようとする。

「……ひゃああう」

「マイリーよ、戦士へと戦いの力を再ふたたび！」

　うっかりと酸で焼かれたイリーナへと、ガルガドがマイリーへの祈いのりを捧ささげ、その傷を防ふせぐ。

「冗じよう談だん！　キリがないよ！」

　穴あなの奥おくから、《戦士》だけではなく《蟻》が上がってくる。

　その多さに、ノリスが声に余よ裕ゆうをなくしていく。

「諦あきらめたら、終わりです！　ここから《蟻》が外に漏もれたら、村に被ひ害がいが出ます！」

《戦士》へと長大な炎の刃を叩たたき込みながら、イリーナが吼ほえた。

　村には、セイバーヘーゲン家の兄弟たちも、彼女が夏をすごした風景もある。それが乱みだされるのは我が慢まんがならなかった。

「騎き士し団だんが来てるんじゃないの？」

「だからって、諦めるのは嫌いやです！　それに……ヒース兄さんだって、この奥にいるかもしれないんです！　こんな、蟻の真まっ只ただ中なかに！」

　イリーナが歯を食いしばる。

「……わかってます、根こん拠きよなんてないです、でも、他ほかに探さがす場所がないなら、捜します！　絶ぜつ対たいに見つけるんです！　捜せる場所はあるんですから！　……だって、わたし、約束したんです」

　燃もえ上がる大剣グレートソードを構かまえ、イリーナは《巨大蟻・戦士》の正面へと、ピタリと切っ先を据すえた。

「イリーナ……？」

　いつでも〝炎の矢フアイアボルト〟を撃うてるように、後方に下がってたいまつに火を灯ともしていたマウナが、仲間を呼よぶ。

「ささいなことなんです、ヒース兄さんだって、約束だなんてきっと思ってないです。でも……わたしは、もう誰だれかとの約束を破やぶったりしたくないんです」

　最初に約束を破った時、いなくなった少年。浅黒い肌はだと腕うで輪わ──フェルツの面おも影かげは、なるべく思い出さないようにしていた。約束を守れなかった愚おろかな自分を、まだ正面から見据える勇気がなかったから。

「念願の大剣の、破は壊かい力りよくを、特等席で見せるって……絶対に、約束は果たします！」










　声はどこから聞こえたんだ？

　自問自答しながら、ヒースは地下を走っていた。

　周囲をあまり気にせずに走っているというのに、《蟻》に出くわすことはない。どこかに集中しているということだろうか？

　それが、どこなのかを理り解かいした気がして、ヒースは必死で足を速める。

　胸むねに抱だいたカラスの子が、焦あせりを読みとったかのように、小さく首を傾かしげていた。

　なぜ、仲間たちがここにいるのかはわからないが、いるということは間ま違ちがいない。疑うたがいようがない。

　そして、その理由は、十中八九自分だ。

　喜びが湧わき上がるが、それを素す直なおに認みとめるのも癪しやくな気がする。

「うむ、まあ、優ゆう秀しゆうな、俺おれ様さまを、迎むかえに、来るのは、当然の…ことだな。見せてやるぞ、フレディ、俺様の人望を」

　走りながらなので、声が揺ゆれる。

「ぎゃ？」

「だから、何で疑ぎ問もん形けいなんだ、お前の鳴き声は」

　一人であればたまらなく不安だっただろうが、減へらず口を叩く相手がいたことは、今となっては絶望せずにすんだ重要な理由の一つだということに気が付く。

　しかし、気になるのは──。

　間違いなく、戦いの気配だ。

　相手は、間違いない──《巨大蟻ジヤイアント・アント》の群むれだろう。

　戦いを治おさめるための鍵かぎは、姉の指輪だ。

　遺い跡せきの石せき碑ひを読みとれば、それが、《守しゆ護ご者しや》である《蟻の群れ》を制せい御ぎよし、遺跡を護まもり続けているのだ。それを、解かい放ほうするためにアリステアの指輪が必要である。




　しかし、それを仲間たちは知らないに違いない。




　ヒースの足が自然と速くなる。

　あれだけ《蟻あり》に警けい戒かいしていた足が、仲間たちを求めて、ひたすら洞どう穴けつを突つき進む。

　そして──

「げ」

　──空洞の一つに出た瞬しゆん間かん、ヒースは息を吞のんだ。

　ぞろり、と大きな蟻が、這はいずる音を立てていた。何の拍ひよう子しにか、ヒースと視し線せんが合う。

　口くち許もとが引きつった。










「う……うぎゃぁああああああっ⁉」










「……《蟻》は、遺跡に縛しばられている。時とき折おり増ふえすぎた個体が、呪じゆ縛ばくを破やぶって彷徨さまよい出るようだが、基き本ほん的には、この村の遺跡に呪縛されている。──《蟻》には〝闇シのエ精イ霊ド〟が有ゆう効こうだ」

「それが、一部ファンまで流れ着いてたってことでしょ？　それって、ものすごく危き険けんなんじゃないの？」

〝炎の矢フアイアボルト〟をけしかけようとしたマウナに、低い声でミハエルが指し示じする。ためしに〝闇シのエ精イ霊ド〟を召しよう喚かんしてけしかければ、一いち撃げきで仕し留とめることができ、マウナは啞あ然ぜんとしてしまった。

「貴方あなた、何者？」

　訝いぶかしげに問う傍かたわら、イリーナが強く握にぎった大剣グレートソードで《蟻》を薙なぎ払はらい、ノリスが止とどめを刺さす。

《蟻》が軋きしるような悲鳴を上げながら、どうと倒たおれる音に混まじって、洞どう窟くつの奥おくから聞き覚えのある声が響き渡ったのは、その時だった。

　全員の動きが、一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくしかける。

「……ヒース、兄さん？」

　イリーナの茶色い瞳が見開かれた。

　傍らのドワーフも、一瞬視線を上げて、頷うなずく。それが幻げん聴ちようでなかったと証しよう明めいしてくれる。

「ヒース兄さん！」

　こちらからも呼よびかける。

「ヒース兄さん、無事ですか！」

　目の前には《戦士ソルジヤー》が立ちはだかっていた。それを力ずくで、通路の隅すみへと追いやろうとするかのようにイリーナは《戦士》へと体当たりする。

　鎖帷子チエインメイルと、強固な蟻の外がい殻かくがぶつかり合って、嫌いやな音を立てた。

「ヒース兄さんが、来るんです！　どいてください！」

　洞窟の奥から聞こえる声に、《蟻》の向こうから近付いてくるのだろうと判はん断だんし、道を開けさせようとしたのだ。思い切り振ふり下ろす大剣の重量も手伝い、蟻は半ば一刀両断される。断だん面めんを見せながら、体たい液えきの糸を引いて倒れる姿すがたに、ノリスはヒュウと口笛を吹ふいた。

「確たしかに、その大剣の威い力りよくは一見の価か値ちがあるよね、ヒースに見せてあげなくちゃ」

「ありがとう。残念ながら、一番じゃなくなっちゃいましたけど」

「特等席が残ってるでしょ、あ！」

　盗賊シーフの少年は身軽さを活かして、わざと《蟻》の前に立ちはだかり、マウナへと攻こう撃げきが及およばないように通せんぼをしている。その視線が、数すう匹ひきの巨きよ体たいの向こうから近付いてくるゆらゆらとした光に気付き、小さな声を上げた。

「ヒースだ！」

《蟻》は光を必要としない。ならば、あの光は《蟻》ではない。

　精霊使いシヤーマン特有の赤外線視力で闇やみの向こうを見通し、ノリスは士気を鼓こ舞ぶするように甲かん高だかく叫さけんだ。

「ヒース、無事だったよ、みんな！」

「おわぁああああう、おおう、皆みなの衆しゆう出で迎むかえご苦労、とりあえず俺様を助けてくれなさい！」

　穴あなの奥から情なさけない声を上げながら、剣けん戟げきとかすかな声を聞きつけて、こちらへと駆かけてくる姿──淡あわい色の髪かみも顔も、旅りよ装そうもすっかりと泥どろに汚よごし、眼めの下に疲ひ労ろうの色が濃こい。しかし、相変わらずの舌したの回り具合で助けを求める長身の姿が、一歩ごとに明らかになる。その傍らに、よてよてと不器用に飛んでくる、まだ若わかいカラスが一羽いるのも。

「な……」

　イリーナは、束つかの間言葉を失い──迷まよいなく、叫んだ。

「何、情けない悲鳴を上げてるんですか！　ヒース兄さん！」

「それはないだろう！　俺様だって、悲鳴の一つも上げるわい！　なりふり構かまっていられるか！」

　ヒースクリフは、手に魔術師ソーサラーの証あかしの杖つえを一本携たずさえているだけだった。荷物は走るのに邪じや魔まになったか、落としてきたのか。僅わずかに後ろを振り返り、慌あわてて足の回転をスピードアップさせている。

　そのヒースの後ろからは、何か引きずるような重い音が響ひびいていた。濡ぬれたような、何かにぶつかるような、粘ねん着ちやく音おんが混まじっている。

「……え」

　いつもなら、怪物モンスターの知ち識しきを問うのはヒースに対してだ。しかし、マウナは思わずいつもの位置にいない魔術師に戸と惑まどい。傍らを見上げて、そしてそこに立つ別人に違い和わ感かんを覚える。

「ヒース！　早くこっちに来なさいよ！」

「──……《女王》か」

　そう呟つぶやいたのは、本来ヒースの位置にいた男だった。人のよい学者然とした優やさ男おとこの印象はすでにない。どこか酷こく薄はくで、冷れい徹てつな印象を持つ、濃のう灰かい色しよくの髪かみの得え体たいの知れない魔術師だった。

「巣の中で《蟻》たちを産み続ける、文字通り母親だな……アレを倒たおせば、しばらく……新しい女王が育つまでは、繁はん殖しよくが無くなるはずだが」

「な、何連れてきてくれてるんですかぁああっ！」

　ミハエルの呟きは、イリーナの怒ど号ごうに搔かき消される。ヒースは走りながらも負けじと叫び返した。

「しかたがないだろうが！　お前たちの俺様を恋こう、切なる叫びに応こたえて、一いつ刻こくも早く合流しようとしてだな、女王の部屋に飛びこんだんだ！　もてる男だって辛つらいんだぞ！」

「……わかりました。そんな巨きよ大だいな義ぎ理りのお姉さんができるのは嫌いやですが、ヒース兄さんの幸せのために……」

「アホかぁあ！」

　ヒースの声にはさすがに余よ裕ゆうがない。

　しかし、いつもの兄妹きようだいのやりとりが戻もどってきたことに、無む意い識しきに仲間たちの唇くちびるがかすかな笑えみを結ぶ。

　彼の後ろから追いかけてくるのは、頭部から胸きよう部ぶにかけては普ふ通つうの《巨大蟻ジヤイアント・アント》と変わるところはない、しかし腹ふく部ぶがぶよぶよと白く膨ふくれ、たっぷりと卵たまごを抱だいていることが一目瞭りよう然ぜんの、《女王》だった。

　透すけた腹部は異い様ように大きく、無数の卵を抱いている。そのせいで、その身体からだは洞どう窟くつの幅はば一杯に広がり、あちこちにぶつけ、引きずりながらヒースを追いかけてくる。

「なんで、そんなに怒おこっとるんだ！」

　目の前の《戦士ソルジヤー》へと、戦棍メイスを叩たたきつけたガルガドが吼ほえるように問いかけた。
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「多分、俺様がうっかり最深部に足を踏み入れたんだよ！　もともと《守しゆ護ご者しや》が護まもるべき宝たからか住じゆう居きよかなんかがあったはずの場所だ、そのせいで、俺様を敵てきと思って排はい除じよしようとだな……」

　巨きよ体たいに似に合あわず《女王》は足が速い。しかし、ヒースのほうが辛かろうじて足が速く何とか逃にげることができているようだ。

　飛ぶのに疲つかれてしまったカラスの子は、ぽてんとヒースの頭に落ちている。

「イリーナ、アリス姉さんは、まだ指輪していたか⁉」

　ガルガドとイリーナが体当たりで、残った二匹ひきの《蟻あり》を洞どう穴けつの壁へき面めんへと押おし付けるその隙すきに、彼らの後ろへと飛び込こむヒースが、声を上げた。もっとも、それに応えたのは〝闇やみの精せい霊れい〟をけしかけるマウナだ。

「してた！　してたよ、金色のでしょう⁉」

　イリーナが力を籠こめて壁かべ際ぎわへと押し付けている黒々とした姿すがたへと、精霊魔法サイレント・スピリツトの〝闇シエイド〟が襲おそいかかる。

「イリーナのお兄さんから貰もらったってやつ！」

「ああ！　あれはガキの頃ころ手に入れた、この洞窟のもともとの最深部……だったらしい場所に嵌はめこまれていた、《巨大蟻》の制せい御ぎよの指輪だ！」

　ヒースがマウナへと頷うなずき返す。

　いつもの場所に立とうとして──そこに立つ灰色の男に、訝いぶかしげに眉まゆが顰ひそめられた。そして、イリーナとノリスの武ぶ器きを確かく認にんし、それが炎ほのおを帯びていることに、改めて気付く。仲間たちの誰だれも、その呪じゆ文もんは使えない。

　──……こいつ、魔術師か。

　しかも〝炎賦与フアイア・ウエポン〟の魔法を使えるならば自分と同等以上の魔術師であることに気付き、妙な敵てき愾がい心しんも覚えた。

「制御の指輪ということは、その指輪があれば《蟻》どもを自由にできるというわけだな？」

　まるで自分へと確かく認にんするような言葉に、ヒースの優ゆう越えつ感かんが微び妙みように擽くすぐられる。

「ん？　ああ、ある意味制御してるといえるな。もっとも、できてるのは《蟻》の行動に制せい限げんを与あたえてるだけだ。……〝マナよ、彼かの者の盾たてとなれ〟」

　走ってきた疲れと、魔法を使う疲れに息を切らせつつ、ヒースはノリスに〝盾プロテクシヨン〟の呪文を唱えた。淡あわく白い光がノリスの鎧よろいを包み込み、全すべての衝しよう撃げきを軽けい減げんする。振ふり返ったノリスは、仲間に視し線せんで礼を言ったようだった。そのまま、敵をひきつけることに終始していたノリスが、短剣シヨートソードを翳かざして女王の前へと躍おどり出る。

「どういうことだ？」

　ヒースの言葉に、ミハエルが引っかかりを覚えたようだ。

「ここの遺い跡せきの《守護者》を、自じ在ざいに操あやつる魔法の品ではないのか？」

「ふふん、俺おれ様さまがこの遺跡で手に入れた深遠な知ち識しきの一いつ端たんを知りたいか？　知りたいんだな？」

「何もったいぶってるのよ！」

　マウナが肩かたで息をしながら、ガルガドの前の《戦士》へと〝闇〟を放つ。彼女はハーフエルフにしては精神力が潤じゆん沢たくな性せい質しつではあるが、それでも、魔法を唱え続けるには限界がある。

「アリス姉さんの持ってる指輪は、確たしかにこの遺跡の《蟻》に有ゆう効こうだ。しかし《蟻》自体に命令を聞かせるような力はない。ただ、この遺跡に近付くやつを追い払はらう、文字通り《守護者》……番人程てい度どの役やく割わりでしかない」

「……つまり、指輪はただの鍵かぎのようなもの……と、思っていいわけだな」

　ミハエルが僅わずかに眉み間けんに皺しわを刻きざむ。舌した打うちをするような表ひよう情じようが過よぎった。

「まあ、そういうことだな。持ってる人間は、《蟻》の主人なわけだから、危き害がいが加えられることはない。遺跡に入るには、それを持って、所定の場所に嵌めこめば《守護者》は解かい除じよされるって寸すん法ぽうだ」

「──……それで、得心がいった。だから、彼女やその家族は《蟻》を見たことがなかったわけだ。《蟻》のほうが、彼女を避さけていたんだからな」

　得意そうに説明するヒースに、わずかに頷きミハエルは口くち許もとを笑えみに似にた表情に歪ゆがめる。

「……つまり、俺の必要としていたものではなかった、と」

　ポツリと漏もれる言葉は、自じ嘲ちよう的な響ひびきを帯びていた。

　彼が欲ほつしていたのは、自在に使える手足になるものだ。その場所を護るためだけのものは、必要ない。

「ミハエルさん、貴方あなた何者なの？」

「この遺跡を調べに来た一いつ介かいの冒ぼう険けん者しやだよ」

　マウナの問いへと、さりげなさを装よそおって答える言葉に、抑よく揚ようはない。

「それは噓うそです！」

　ヒースを追って近付いてきた《女王》との距きよ離りを測はかるイリーナは、それでも耳の端はしに彼らのやりとりの欠片かけらを拾っていたのだろう。遮さえぎる言葉は鋭するどかった。

　しかし一方的な決め付けは失礼とも感じたのか、語調はすぐに弱くなる。

「──……噓です。いえ、噓のような気がします」

「噓ではないのだけれどね、遺跡を調べに来たと、最初に言っていただろう？」

　溜ため息いき混まじりに、ミハエルは答える。

　もっとも、一つ、大きな噓を隠かくし通しているミハエルは、内心冷や汗あせをかくしかない。

　洞どう穴けつを照らすヒースの〝光ライト〟の呪じゆ文もんと、マウナの掲かかげるたいまつの光に、照らし出されて《女王》は巨大な腹ふく部ぶの影かげを、奇き怪かいに洞穴の壁へき面めんに揺ゆらしている。

《女王》は急には襲おそい掛かかることなく、彼らの様子を窺うかがっているようだった。そして、その影からさらに現あらわれる、彼女を護まもる《巨大蟻・戦士》が、姿を現す。

　互たがいが互いの力を量るかのように、戦せん闘とうの陣じん形けいを整える、僅かな間──イリーナは振ふり向くことなく、背せ中なかへと問いかけを重ねる。

「もしかして、遺跡の情じよう報ほうを調べるために、アリス姉さんに近付きましたか？」

「……一番詳くわしく知っていそうな相手が、彼女だったものでね」

　ミハエルは否ひ定ていすることなく緩ゆるやかに首を縦たてに振った。そのやりとりで、この男が姉の恋こい人びとかもしれない男なのだと、ヒースは理り解かいする。

「なぜ、魔術師ソーサラーだと言ってくれなかったんですか？」

「聞かれなかったからね」

　詭き弁べんを弄ろうしながら、軽く広くもない肩かたを竦すくめた。

「言っておくが、黙だまっていただけで、仲間はいた。あのセイバーヘーゲンの末すえ娘むすめが、ちらちらと見ていたようだけれどね」

「借金取りじゃなかったんですか⁉」

　信じていたのかと、ミハエルからは呆あきれた息が漏もれるしかない。

「今のところ、この村では誰一人、傷きずつけていない。責せめられる謂いわれはないよ」

「わかっています！　むしろ助けてくださいましたっ！　でも……何だか釈しやく然ぜんとしないんです！」

　噓をつかれていたわけではなかった。しかし、何な故ぜか釈然としない。しかも自身の窮きゆう地ちを助けてもらっているのだ、礼を言いこそすれ、恨うらむ筋すじ合あいは何一つないはずだった。

　訳わけのわからない苛いら立だちに、イリーナは唇くちびるを嚙かみ締しめる。

　言いたいことが一気に口からは出ないらしく、何を言おうか、何を言えばいいのか、頭の中がぐるぐると混こん乱らんし、「うーうー」と奇き妙みような唸うなり声しか出てこない。

　しかし、その苛立ちは目の前の敵てきへと、集中させることにしたようだ。茶色の瞳ひとみが鋭さを帯びて、前を見み据すえる。

「──……お前？」

　ヒースは改めて、灰はい色いろの髪かみの男に視し線せんを合わせた。

　どこかで会ったことがある……ような気がした。

　地下で聞く、少しくぐもった低い声。

　やや、倦けん怠たいを浮うかべたような瞳。

　中指の指輪。

　ヒースクリフは僅わずかに目を瞠みはる。こんな風に疲つかれを帯びた魔術師の瞳を彼は確たしかに見ていた。

　その表ひよう情じように、ミハエルは僅かに表情を顰しかめる。隙すきを見て中指の指輪を発動体に、身体からだを舞まい上がらせる。〝飛行フライト〟だ。

　ヒースには今のところ、どう逆さか立だちしても手の届とどかない呪じゆ文もんだった。

「あっ、逃にげちゃうよ！」

　ノリスの声に、再ふたたび冒ぼう険けん者しやたちの視線が、魔術師の青年に集中するものの、その身体はもう誰の手にも届かない。マウナが一いつ瞬しゆん弓を撃うつかを逡しゆん巡じゆんしたようだが、目の前の怪物モンスターを余よ所そに、そこまでしていいものかと、思い直したらしい、ミハエルとしては、甘あまいことだと苦く笑しようするしかない。

「……一いち応おう、忠ちゆう告こくしておく」

　穴あなの縁ふちに降おり立ったミハエルが、一同を見下ろし言葉をかける。

「そのひよっこ魔術師の情報に間ま違ちがいがないとしたら、この遺い跡せきには下へ手たに手出しをしないほうがいいな──お前たちの手には負えないよ」

　僅かに笑えみ混まじりの声は、見下した響ひびきを帯びていた。

　どうせ、無む駄だになるんだろうが、情報料としてこれくらいのことは忠告しても、罰ばちは当たるまい。灰はい色いろの髪かみの魔ま術じゆつ師しは口くち許もとに、かすかな笑えみを浮うかべる。

「だからって、《蟻あり》を放ほうっておくわけにはいかないでしょ！」

　案の定、反はん射しや的にマウナが言い返してきた。

「おい！」

　穴の縁まで歩み寄よるヒースの肩に、思わず飛ぶ姿すがたを追いかけようとしたらしいカラスの子が戻もどってくる。まだ、あまり長時間は飛べないようだ。

「──……あいつは、無事か？」

「……元気だよ」

　響ひびきに含ふくみを持たせた言葉で、彼の正体を見通したことを、魔術師たちだけが伝え合う。それきり、ミハエルの姿すがたは気配とともに穴の縁から消えた。

「気を散らすな！　来るぞ！」

　ミハエルとのやりとりに、唯ゆい一いつ気持ちを傾かたむけることなく、目の前の《女王》の様子に集中していたらしいガルガドが、鋭するどく声を上げる。

「はい！」

《戦士ソルジヤー》を従したがえた《女王》が《巣を荒あらすもの》と認にん識しきした冒険者たちへと襲おそいかかった。

「マウナ、手を出せ精せい神しん力りよくを分けてやる」

「ん！」

　ガルガドの指し示じが飛ぶ中、マウナがドワーフの下もとへと走り寄よる。そして、その二人への攻こう撃げきを妨ぼう害がいするように、ノリスが進路を塞ふさいだ。

《女王》の顎あごから、耳みみ障ざわりな軋きしり音と共に白い粘ねん液えきが吐はき出される。それは一直線にもっとも厚あつい鎧よろいと、鋭い剣けんを携えたイリーナへと向かっていた。

「うわわっ、何なんですか、これ！」

　ねばねばとして、糸を引く重い液体は頑がん丈じような神官戦士の鎧に纏まとわりつき、動きを阻そ害がいしようとする。気持ち悪そうな、悲鳴のような声が上がった。その粘液のせいで、イリーナの攻撃は当たらない。

「イリーナ！　気をつけろ、そいつは何度も浴びてると、完全に動けなくなるぞ！　お前の自じ慢まんの筋きん力りよくで、力の限かぎり振ふり切って脱だつ出しゆつしろ！　得意だろう！」

「ヒース兄さん、注意が遅おそい上に、失礼千せん万ばんです！　すぐに、約束を果たしますからね！」

　ヒースの警けい告こくに、イリーナが怒いかりの声をあげている。

「へ？　約束？」

　きょとんとしているヒースの目の前で、イリーナが四し肢しに力を籠こめる。その間にも、女王はイリーナの鎧を固めようとするかのように、粘液を吐きかけた。

「イリーナ、大だい丈じよう夫ぶ⁉」

　振り返って声をかけたのはノリスだ。粘液が触れれば、動きが鈍にぶくなるのはわかっている、身軽が身しん上じようの彼には、それを代わりに受けることも躊躇ためらわれ、踏ふみ出すこともできなかった。

　鎖帷子チエインメイルに包まれた腕うでが、肩かたが、みしりと音をたてんばかりに力を籠める。

「うおおおおおおおっ！」

　気合の声が狭せまい洞どう穴けつ内ないに轟とどろいた。

　二度、続けて浴びた粘液を、イリーナは思い切り四肢を振り切るようにして、千切る。

　粘液からその勢いきおいに、ぴしゃりと跳はねた重い液体が、洞穴の壁かべに跳はね飛び、どろりとした液体は、土壁にへばりついて重く糸を引き、地に落ちた。

　まだ鬱うつ陶とうしく絡からまる粘液を、振り切るように身体からだを震ふるわせ、茶色の瞳ひとみはキッと目の前を見み据すえる。

「汝なんじは邪じや悪あくなり！」

　巨きよ大だいな、燃もえる大剣ブレートソードを突つきつけ、ファリスの神官戦士は宣せん言げんした。

　最後の精せい神しん力りよくでヒースは彼女へと〝盾プロテクシヨン〟の呪じゆ文もんを編あむ。

「〝硬かたき大地司つかさどる土の精せい霊れいよ！　その拳こぶしの力を我わが敵てきに！〟」

　マウナがガルガドから融ゆう通ずうされた精神力で、できる限り研とぎ澄すました〝石いし礫つぶて〟を唱えた。足あし許もとから弾はじけるようにして石の礫が舞まい上がり、《女王》に襲いかかる。洞穴内に、響ひびき渡わたる《女王》の苦鳴に脇わきを固めていた《戦士》たちが落ち着きをなくした。

　しかし、彼らはノリスとガルガドに阻はばまれ《女王》へと辿たどり着けない。

「イリーナ！　《戦士》は《女王》が統とう率そつしてる、今は頭を叩たたけ！」

「はい！」

　もっとも脅きよう威いとなるだろうイリーナの剣けんを封ふうじにかかっていた《女王》の戦せん術じゆつは間ま違ちがっていなかっただろう。ただ、今のイリーナの気力の充じゆう実じつと、単たん純じゆんに筋きん力りよくが《巨大蟻・女王》の予想を上回っていたのだ。

「防ぼう御ぎよを気にする必要はない！　傷きずが入ったらわしが治してやるからの！」

「あたしだって、治せるからね、イリーナ！」

　頼たのもしい戦神の神官戦士と、ハーフエルフの声せい援えんを受けて、イリーナが口くち許もとを笑えみに緩ゆるめる。

　白い八や重え歯ばが、獣けもののように覗のぞいた。

「成敗──ッ‼」

　炎ほのおを纏まとった巨大な大剣が、防御の余よ裕ゆうを捨すてて、《女王》の腹ふく部ぶと胸きよう部ぶの境さかい目めを思い切り薙なぎ払はらう。

　今までの剣は、彼女の筋力を存ぞん分ぶんに活いかしきってはいなかった。

　軽い剣は、有り余あまるイリーナの力を攻こう撃げきの力に変へん換かんしきれない、しかし、今彼女が手にしている巨大な大剣は、彼女の筋力に合わせて誂あつらえている。

　逆ぎやくに言えば、イリーナの力を余すことなく振るうには、その身の丈たけに匹ひつ敵てきしそうな大きさの、鉄板の如ごとき剣でなければならなかったのだ。

　狙ねらい澄すませた一いち撃げきが、《女王》の胴どうを半ば分ぶん断だんする。

　ぱんぱんになった水袋が弾はじけるような音が響く。それは、女王の耳みみ障ざわりな悲鳴によって搔かき消された。

「……さすがに、一撃じゃダメだったようです」

　言葉では残念そうに、低くイリーナは呟つぶやく。しかしそれは意気消しよう沈ちんではなく、もう一撃、剣を振るえる喜びを奥おく底そこに忍しのばせている。それは相対するものには不ふ吉きつを、仲間たちには頼たのもしさを呼よび起こした。
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　至し高こう神しんの神官戦士は、《女王》の牙きばを正面から受け止め、かすかに頰ほおから血をしぶかせた。

　その僅わずかな傷を歯し牙がにもかけず、もう一撃、《女王》へと巨きよ大だいな刃やいばが振るわれる。

　今度は、マウナの〝石礫〟はノリスに相対する《戦士ソルジヤー》へと唱えられることになった。

　──《女王》は、イリーナの剣によって、動きを永えい遠えんに止めたからである。
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「まったくもう！」

　全すべての戦せん闘とうが片かた付づいて、つかつかつかと長ちよう靴かを鳴らしヒースクリフへと、イリーナが近付いていく。

「……ヒース兄さん！　一体どこへ行ってたんですか！　みんな心配してたんですよ！　アリス姉さんや、ロッテやアレクも……」

　わしっとヒースの首元を摑つかんだイリーナは今にも、そのまま振ふり回さんばかりで、その力に「ぐえ」と小さな声が上がる。

「イリーナ、違ちがうでしょ、最初の言葉は」

　その、神官戦士の様子に小さく笑って。その背せ中なかを軽く撫なでながらマウナは言葉を添そえた。そのついでに、頰ほおや脇わき腹ばらに残る、避よけきれなかった《蟻あり》の牙による傷を〝快癒ヒーリング〟で治す。

「……──」

　少し睨にらむようにしてヒースを見上げていたイリーナは、一いつ瞬しゆん考えてそれから、笑った。

「──おかえりなさい、ヒース兄さん」

「……おう、ただいま。約束どおり、ええもん見せてもらった」

　そっけない言葉を交かわして、頭をかく。

「みんな心配してたんですからね、何があったのか、しっかりと説明してくださいよ！」

　びしっと指を突つきつけるイリーナの頭から、勢いきおいで神しん官かん帽ぼうが落ちかけて──半ば無む意い識しきに手を伸のばしかけるも、利きき腕うでの肩かたに乗っかったカラスの子に、思わず動きが一歩遅おくれた。

「イリーナ、帽子落ちるよ」

「気をつけなさいよ」

　イリーナの左右から声がかかり──それに気付いた神官戦士は、慌あわてて地面に落ちる前に、それを掌てのひらに受け止めた。

「…………」

　何となく、ヒースの手がわきわきと動いていることに気付いて、イリーナはそれを被かぶりなおしながら、得意気に笑う。

　どうやら、自分はいなくてもイリーナは確かく実じつに成長を遂とげている。洞どう穴けつを彷徨さまよう間に、答えの出かけていた疑ぎ問もんが、足あし許もとにぽっかりと穴あなの空いたような印象とともに、解とけたような気がした。

「さて」

　ガルガドが、軽くヒースの腰こしのあたりに拳こぶしをくれながら、口火を切った。乱らん暴ぼうな仕草は、「お帰り」と言っているようだった。

「わしらは、まだ何かやることがあるのではないかな？」

「あ、そうです！　この洞穴は、何とかしなくちゃいけません！　ヒース兄さん！」

　ポカリと空いた穴の距きよ離りを埋うめるように、イリーナが詰つめ寄よってくる。

「《女王》を倒たおしても、《蟻》はまだ全部倒せてないですよね？　このままじゃ、《巨大蟻ジヤイアント・アント》が山に溢あふれてしまうかもしれません」

「そうそう、それは危き険けんよね。一いち応おう騎き士し団だんが来てるけど……」

「任まかせればよいかという気もするがの。それも気分がよくない。ヒース、お前さん、お姉さんの指輪をどうにかすればいいって言っておらんかったかの？」

　幼おさな馴な染じみが勢いきおいこんで。ハーフエルフは腕うで組ぐみをして考えながら。髭ひげを扱しごきつつ、マイリーの神官戦士が、肩かたを竦すくめている。

「──……お前らなあ」

　自分の立つ場所を見失いかけたヒースへと、仲間たちが無意識にか、次々と覗のぞきこんでくる。

「ねえねえ、その場所どこ？　指輪をどうにかすればいいんだよね？」

　気楽な盗賊シーフの少年は、遺い跡せきの奥おくのほうへの興きよう味みが強いようだ。

「わかったわかった。俺おれ様さまに任せなさい」

　──立ち位置は、ここにある。

　小さく「ぎぁ」と鳴くカラスの子を頭に載のせて、ヒースクリフは胸むねを張はる。
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「つまり、このアリス姉さんが持っていた指輪が、ここの遺い跡せきの《巨大蟻》を制せい御ぎよして解かい放ほうする鍵かぎなんですね」

　一度村へと戻もどって、アリスに事じ情じようを話し借り出してきた指輪を手に、イリーナたちは再ふたたび洞どう穴けつの入り口へと立っていた。

「……そうだ。さっきも言ったように、これを元に戻したら、《蟻》の脅きよう威いからは解放される。この迷めい宮きゆうの守しゆ護ご者しやは起動しなくなるわけだ」

　金色の指輪を指で弾はじき、内側に書いてある文字に目を通しながら、ヒースはゆっくりと己おのれの推すい理りを皆みなへと話す。

　再び、暗い地下へと入っていく前に、ガルガドよりほとんど尽つきていた精せい神しん力りよくを付ふ与よしてもらい、ヒースの表ひよう情じようにはほとんど疲つかれが見えない。

「……騎士団に手を借りるのもいいけど、ある意味七年前の決着だしな、俺たちで戻しに行こうや」

　ぴん、と親指で弾いた指輪を宙ちゆうで受け止め、ヒースはイリーナへとニヤッと笑う。

「はい！」

　元気のいい返事が、傍かたわらから聞こえて、それに唱和するように「くぁ」と元気のいいカラスの声も混まじる。

「ヒース何よ、その子」

　珍めずらしそうに覗のぞき込むマウナは、そのくちばしに時折パンを押おしこんでいた。

「む、俺様の、暫ざん定てい使い魔まだ。今回は冒ぼう険けんを潜くぐり抜ぬけた相あい棒ぼうだからな、これからは生きるも死ぬも共にする予定だ」

　まだ、その境きよう地ちには達していないが、ヒースはこの子ガラスを引き取って、未来の使い魔にする気満々であるらしい。

「では、行こうかの」

　マイリーの神官戦士が、身体からだを解ほぐしながら声をかける。どんな戦いになるかわからない、戦神に仕つかえる神官に戦いに対する余よ念ねんはない。

　ようやく勢せいぞろいをした冒険者たちは、再び《巨大蟻》の洞穴に踏ふみ込んでいく。







「──やはり、か」

　冒険者たちの様子を密ひそかに窺うかがっていたミハエルは、冒険者たちが再び遺跡に潜もぐりこんだというダスターの情じよう報ほうに口くち許もとを歪ゆがめた。

「では、さっさとここを後にしよう。巻まきこまれるのはごめんだ」

　うっすらと笑いながら、整えた旅たび支じ度たくを肩かたにかける。

「フェルツ……生きてるか？」

　声をかける先には、褐かつ色しよくの肌はだの少年が蹲うずくまっていた。

「……ってー……何があったんだかしらねえけど、もうちょっと、まともな当身してくれよ……すげえ瘤こぶになってるじゃねえか」

　後頭部を擦さすりながら、ようやく小屋の食料庫から解放された少年が、ぼやいている。結局、ミハエルが迎むかえに来るまで、出してもらえなかったらしい。その暗あん紫し色しよくの瞳ひとみが、ふと、訝いぶかしげにミハエルへと注がれる。

「……ん？　何だ……ああ……」

　少年の視し線せんの先に揺ゆれるものに気付き、ミハエルはわずかに表ひよう情じようを苦く笑しように歪ゆがめる。首から鎖くさりを外し、それを少年へと投げた。

「……お前にやるよ。ご利り益やくがあるだろう」

　罪つみ人びとの証あかしの腕うで輪わに触ふれて、かちりと音を立てたのは、少女が彼に渡わたしたファリスの聖せい印いんだった。

「あ、ありがと。何の風の吹ふき流ながしだよ」

「吹き回しだ。行くぞ」

　ミハエルはそっけなく声をかけると、小屋を出ようとして──ふと、その足を止める。

「フェルツ。昨さく晩ばんの飯は美う味まかったか？」

　思いがけない問いに、痺しびれた手足を解していたフェルツがきょとんと目を丸くした。質しつ問もんの意図がわからなかったのだろう。

「──……美味かった」

「ならば、せめてその恩おんくらいは返しに付き合うつもりはないか？」

　いつもよりも穏おだやかな、淋さびしげに見えなくもないミハエルの言葉に、フェルツは極きわめて軽く頷うなずきを返した。







　──……懐なつかしさに、ヒースは息を吞のんだ。

《巨大蟻ジヤイアント・アント》たちは制御の指輪を持つ冒険者たちを、厭いとうように遠とお巻まきにして、洞穴の中を逃にげていく。妨ふせげるもの無しに、ようやく五人揃そろった冒ぼう険けん者しやたちは、蟻ありの巣の奥おくへと足を踏み入れることができた。

「確かに、この指輪がないと、出かけることも、戻もどることもできなそうだよね」

《巨大蟻》の逃げ惑まどいっぷりに、ヒースの手の中にある指輪を見つめ、ノリスはしみじみと呟つぶやいた。

　遺い跡せきの中央部は、彼らのかつての遊び場だった。

　深く掘ほり進められていたため、子こ供どもたちの名前の落書きは、ヒースの目よりも上の位置にびっしりと書き込まれている。

　無む意い識しきに自分の名前を探さがし、ヒースは石せき碑ひの上のほうに下手くそな字を見つけて、小さく笑った。

「ああ、ここですね」

　七年前は足で掘った石碑も、今は全ぜん貌ぼうがはっきりと見えている。

　びっしりと彫ほり込まれた下位古代語と、放ほう射しや線せん状じようの模も様よう。今ならこの迷めい宮きゆうの地図だったのだとわかる。

　そして、その中央には、小さな窪くぼみが空いている。

「ここから、盗とったんですよね、クリス兄さん」

　懐かしそうにイリーナが笑う。

「じゃあ、とっとと嵌はめこんで、《巨大蟻ジヤイアント・アント》を解かい放ほうして帰りましょうよ」

「む。そうだの。騎き士し団だんにも連れん絡らくを入れて、この遺い跡せきを掃そう討とうしておいたほうがいいだろうしの」

　あまり感かん慨がいのないマウナとガルガドは、少し退たい屈くつそうに周囲を見回している。

「ああ、そうだな……」

　言いながら、ヒースクリフは指輪を窪みへと収おさめようとして……ふと、嫌いやな予感に囚とらわれた。




　──……解放？




　そう、制せい御ぎよから、蟻を解放するのだ。

　ここにいる《蟻》たちは、残らず遺跡に制御されてここを守しゆ護ごしている。

　だから。

　制御から解放されたら……

「ちょ……ちょぉおおっと、待ったぁあああッ！」

　ヒースの悲鳴にも似にた声が、洞どう穴けつに響ひびき渡わたるのと同時だった。

　迷めい宮きゆう内ないが震しん撼かんする。

　形のない喜びに震ふるえるように。

「な、なんじゃ⁉」

　ガルガドが、周囲から押し寄よせる、異い様ような気配に声を荒あららげる。

　周囲をざらつくような流れる音が、波のように押し寄せて──

「きゃぁあああっ⁉」

　はじめは水流のような音だと思った。穴あなのどこかが地底湖に繫つながり、その水が溢あふれ出してきたのかと錯さつ覚かくする。

　しかし、轟とどろきとともに押し寄せてきたのは、自由を歓かん喜きする《巨大蟻》の群むれだった。

　真っ黒な波に、全員が凍こおりつく。

「な、なになになに──⁉」

　マウナの狼ろう狽ばいした悲鳴が耳のすぐ傍そばで聞こえた。

　どこに隠かくれていたのか、無数の蟻の群れが迷宮から解とき放たれて、一直線に出口を目指す。《巨大蟻》《戦士ソルジヤー》そして、真白にむくむくと身体からだをくねらせて進んでくる《幼虫インフアント》までもが、彼らの存そん在ざいを無む視しして、目の前を流れようとして──。

「う、うわぁああっ⁉」

　慌あわててヒースは、嵌めこんだ指輪を再ふたたび取り外した。

　その瞬しゆん間かん、蟻たちは凍こおりついたように動きを止めた。まるで、蟻の群れが石せき像ぞうになったかのように。

　静せい寂じやくが周囲を包む。

　その空気の異い様ようさに、ノリスとイリーナでさえ、口を利きけない。何か声を上げれば一いつ斉せいに、解放をぬか喜びさせられた《蟻》たちが襲おそってくるような錯さつ覚かくに囚とらわれたのだ。

　静けさの中、《蟻》たちの無念の叫さけびが木霊こだまするかのようだ。

「──……ヒ、ヒース兄さん……《蟻》が外に……！」

　イリーナが、呪じゆ縛ばくを振ふり切るようにして、声を上げた。

「そりゃそうだ！　解き放たれたら外に行くんだよ！　アホか俺！」

　ヒースが逆ぎやく切ぎれの声を上げる。

　ミハエルの笑い声が聞こえたような気がした。

「そんなことを言ってる場合か！　《蟻》はどれだけ外に出た！」

　ガルガドの怒ど鳴なり声と、道を開けさせるための剣けん戟げきの響ひびきが、混こん乱らんの中に満ちる。

「ほとんど無事だったと思うが……出入り口付近の何なん匹びきかは、巣の外に出た可か能のう性せいが高い！」

「追いかけましょう！」

　イリーナが、迷まようことなく駆かけ出そうとするのに、ノリスが悲鳴に近い声を上げる。

「無理だよ！　《蟻あり》の動きってイリーナやボクよりも速かったじゃないか！」

「だからって、放ほうっておけないでしょう！　アリス姉さんには……セイバーヘーゲン家には、もう指輪の加か護ごがないんですよ！」
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「それでねー！　家の周りに黒い蟻が押おし寄せてきて、もうあたしたちダメかって思いながら、弓を構かまえて戦おうとしたのよ！」

「おうおう、そーか」

　久ひさしぶりに次男の帰ってきた家の食しよく卓たくで、次女と三男が纏まとわりついては口々に恐きよう怖ふ体験を報ほう告こくしている。

　ごりごりと適てき当とうに次女の頭を撫なでながら、ヒースクリフは仏ぶつ頂ちよう面づらでそれを聞く振りをしている。もう、何度も聞かされていたからだ。泥どろだらけの身体をアリステアが用意してくれた湯で洗あらい流す間にも、シャルロットとアレックスは興こう奮ふんしたように、同じ話を繰くり返している。

「びっくりした……よね、怖こわかった。でも、ミハエルさんが……仲間と、一緒に来てくれた、から」

「アレクもよく頑がん張ばりましたね」

「うんうん、将しよう来らいはいい冒ぼう険けん者しやになれるんじゃない？」

　イリーナとマウナが三男の頭を撫なでている。長女は台所で、やっと無事な姿すがたを見せた弟と、その仲間たちへとお茶を淹いれるための支し度たくをしていた。ちゃんと話は聞いているようで、少し慌あわてたような声で言葉を遮さえぎっている。

「マウナさん、妹たちに変な誘ゆう惑わくをしないでちょうだい」

　不意に、玄げん関かんが開いて、ノリスがセイバーヘーゲン家へと入ってくる。その開いた扉とびらの向こうは、一面焼けたように草は黒ずみ、緑逞たくましかったはずの木々は半分方、焼け焦こげて斜ななめになっていた。

　まるで、炎ほのおの嵐あらしが吹ふき荒れたかのように。

　すでに片かた付づけられた《巨大蟻ジヤイアント・アント》の死体は、剣けんの痕こん跡せきと魔ま法ほうの痕跡が共に残っていた。

「ただいまー。ガルガド、もうちょっと騎き士し団だんの人たちと話をしてるってさ。──……にしても、すごいね、これ」

　ノリスは、もう一度改めて振ふり返り、セイバーヘーゲン家の庭先を指差した。

「うん！　すごかったんだから！　ねえ、ヒース兄さんもあんなことできるの？　魔術師ソーサラーなんでしょ？　ミハエルさん、どかーんって、バリバリーッて、すごかったんだから！」

　両手を万ばん歳ざいに挙げて、ロッテが一生懸けん命めいにゼスチャーで伝えている。

　指輪の加護をなくしたセイバーヘーゲン家は、案の定、ヒースたちが解かい放ほうしてしまった《巨大蟻》に襲しゆう撃げきされた。

　必死で弓を持って立ち向かおうとした彼女たちを救ったのが、ミハエルだったというのだ。ミハエルを嫌きらっていたはずのロッテは、その一いつ件けんですっかりと宗しゆう旨し替がえをしてしまったらしい。

「ね、ヒース兄さんもできるの⁉」

　ロッテのきらきらとした瞳ひとみと、期待を滲にじませたアレクの瞳に同時に見つめられ、ヒースは額ひたいに汗あせを滲ませる。

「……〝火球フアイアー・ボール〟と〝電撃ライトニング〟か……う、うむ、もちろんだ。そのうち使える予定だ、はっはっは、何しろ才さい能のうを認みとめられた特待生だからな。それくらいは造ぞう作さもナイ……ないとも、うん」

　ようやく汗と汚よごれを流してさっぱりしたヒースだが、弟妹きようだいたちの話から視し線せんを微び妙みように逸そらせつつ自分の髪かみを纏まとめているのと同じ布ぬのを子ガラスの首に巻まいて、蝶ちよう々ちよう結びにしている。

「ミハエルさんは旅に出たんでしょうか。冒ぼう険けん者しやだって言ってましたよね……お礼を言わなくちゃいけないのに、言えませんでした」

　イリーナは首を傾かしげている。胡う散さん臭くささは拭ぬぐえないものの、ミハエルが剣けんに掛かけてくれた〝炎賦与〟の呪じゆ文もんは確たしかに助けになっていたし、しかも自分たちのミスで逃にがしてしまった《巨大蟻》からセイバーヘーゲン家の姉弟たちを護まもってくれた。素す直なおに礼を言うべきだったと後こう悔かいが頭をもたげてきたらしい。反省の姿し勢せいで、アリスのお茶を運ぼうとして躓つまずきかけている。

「……そうね、わたしも旅にでようかしら」

　お茶のポットを手に、今は何も嵌はまっていない白い指を見つめ──アリスがぽつりと呟つぶやきを零こぼす。

「え⁉」

　その意外さに、その場の全員が、長女へと注がれた。もっとも、冗じよう談だんなのか、本気なのか、彼女の表ひよう情じようから真意は読みとれない。清せい潔けつなテーブルクロスに簡かん単たんな軽食が並ならべられていく。

「──……ヒース、何日くらい家にいられるの？」

「ん？」

　何気なく問いかける長女の言葉に、ヒースはやや考えこんで、首を横に振った。

「ああ、そうだな……いや、《蟻あり》の件が片かた付づいたら、すぐにファンに戻もどる。真ま面じ目めに勉強することにするさ」

「ヒース兄さん、ついに勉学に目覚めたんですか！」

「どうしたの、ヒース！　熱でもあるの⁉」

「……ふ。馬ば鹿かをいうな、俺おれ様さまいつでも真理の探求者だぜ」

　至し極ごく意外そうなイリーナとマウナの言葉に、わざとポーズを決めて返しながら、窓まどから垣かい間ま見みえる焼け焦こげた風景に視し線せんだけが鋭するどく変わる。

　魔術師として、そして賢けん者じやとして。知ち恵えが必要な場面で、自分は今回大きなミスをしでかした。得た情じよう報ほうの意味を深く考えず、下へ手たをすると村全体を窮きゆう地ちに陥おとしいれるところだった。

　家族が無事だったのは、ただ、先にそれを読んでいたミハエルのお陰かげとしかいえない。

　冒険者としての自分の役やく割わりは、魔ま法ほうでの援えん護ご──それ以上に、判はん断だんを間ま違ちがえないための豊ほう富ふな知ち識しきが必要なのだと痛つう感かんさせられた。

「まあ、そういうわけで、俺様がより気持ちよく勉学に励はげむため、特製の雉きじ肉にくの燻くん製せいをできるだけ大きく切り分けて譲ゆずってくれなさい、お姉さま」

「はいはい」

　導どう師しの好こう物ぶつを姉に無心する傍かたわらで、イリーナたちはアレクの話を繰くり返し聞いている。

「胸むねに、ファリス様の聖せい印いん……つけてて、細身の剣けん持って……ミハエルさんが、呪じゆ文もんを唱える間、僕ぼくたちを、護ってくれてたの」

「やっぱり、ファリス様の信者はよい人ですね。ミハエルさんの仲間に、信者がいたそうですから、その人でしょうか！」

　イリーナは楽しそうに笑っていた。神しん官かん帽ぼうは、落とさないように傍らに伏ふせられ、ヒースの過か剰じような気き遣づかいは必要なくなっている。

「──……俺様も、負けてられんということだ。イリーナの面めん倒どうという言い訳わけもなくなったことだし」

「ぐぁ？」

　小さなカラスの子が首を傾かたむけて、暫ざん定てい飼い主を覗のぞきこむ。

「ヒース兄さん！　ガルガドさんと騎き士し団だんの人たちにも、お菓か子しを持っていきましょう！　《蟻》の後始末では、色々お世話になることですし」

　楽しげに席を立つイリーナが、アリスから預あずかった籠かごを提さげて、兄あに貴き分ぶんを呼よぶ。その傍らには、ノリスとマウナも立ち上がっている。




　初夏の日差しが逆ぎやつ光こうになり、少し眩まぶしそうにヒースクリフは目を眇すがめて──仲間たちとともに歩き出した。







　あとがき





秋あき田た　みやび　　






　こんにちは、お久ひさしぶりでございます。

　ようやく『輝かがやけ！へっぽこ冒ぼう険けん譚たん２』をお届けいたします。秋田みやびです。

　そこは本屋でしょうか、それともお家でしょうか？　どちらにせよ、再びお目にかかれて嬉うれしく存ぞんじます。

　……一いち応おう「２」なので、「１」を読んでくださってる人が大半だと思い、初めましてのご挨あい拶さつは抜かせていただきました。

　本当に長くかかってしまい、恐きよう縮しゆくすることしきりです。次巻は、もっと早くに……とお約束いたします。

　今回は、新ソード・ワールド・リプレイの、イリーナがグレートソードを手に入れ、けれどまだ、プレートメイルは手に入れていない、という実にピンポイントな時期です（本来は同時に発注して同時に手に入れてます）。

　すごい勢いで冒険をしているへっぽこたちですので、相変わらず、その空あき時間を射い抜ぬくようにして冒険をしています。




　さて。

　今回は大たい量りようにあとがきのページをいただいてしまい、戸と惑まどっております。

　いつものように、二、三ページくらいだろうとタカを括っておりましたら……十二ページも余裕があるとのこと。

　……あとがきとしては、大長編です。




秋田「そんなに、書くネタないですよー」

編集さん「いつも、似たようなこと言ってますよね。引ったくりを捕つかまえたとか、酔よっ払ぱらいに絡からまれた女性を助けたとかいうドラマは、ないんですか」

秋田「物書きの日常にそんなバイオレンスなドリームを求めないでください。てゆーか、なんでナチュラルにわたしが助ける側なんですか。そういうのは電車の人にまかせます」

編集さん「それじゃあ、空から手ての話五ページ、五ページは鳥の話で。残りの二ページは、宣せん伝でんでお願いします」

秋田「え、ページ構こう成せいまでされてる⁉　いつのまに！　てゆーか空手の話なんて、書くことないですよ！　せいぜい、一月の琵び琶わ湖こに浸つかる寒かん稽げい古こ。指先じゃなくて、お尻しりがかじかむという、稀け有うな体験をしましたとかくらいです」

編集さん「でも、鳥の話十ページは禁きん止し」

秋田「それは、いくら親ばかでも、躊躇ためらいます」

編集さん「よかった、それを止める理り性せいはあったんですね。まあ、ドーンと気楽にあとがき大長編を」




　そんな無む茶ちやなー。

　内心、本編を水増ししちゃおうかなと思い、さりげなく「あとがき」の前に「その後」などと書きいれたりもしました。単なる無む駄だな抵てい抗こうです。

　とはいえ、折せつ角かくたくさんのページをいただいたのですし、普段は書けないようなことを書いてみようかなと思います。

　まずは近きん況きようでしょうか……。




　秋田は元気です。




　……あ、終わった。

　ろくに実家に帰りもせず、のんきに暮くらしています。

　そうそう、イリーナの母親・エリーゼさんの孫まごに対する見けん解かいは、今どこの空にいるかまったくわからない、職業・風ふう来らい坊ぼうとか旅人じゃないかと思い始めている母の言葉、そのままです。それを聞いていた弟は「それもそうだなあ」なんて、しみじみ頷うなずいていたそうで。……嫌いやな家族だなあ。




　そして、鳥の話をしていいとお許しが出たので、盛せい大だいにブチかまします。単なるのろけです。

　秋田は、文ぶん鳥ちようを三羽飼かっています。

　全員、雛ひなの頃から挿さし餌えをして育てた、自じ慢まんの愛鳥たちです。

　原げん稿こうを書いてる間、常にパソコンのディスプレイの上でもこもこと鈴すずなりに並んで、進み具合を見張っています。

　長女のごましおは白文鳥。尾羽の付け根に、ぽつんと灰はい色いろが一点だけ残る真っ白なお姫ひめさまです。人間大好きで、お客様にも容よう赦しやしません。「かまってかまって、ほら手に乗せて、包んで、無視しないで、無視なんかすると嚙かんじゃうんだからー！」と精せい一いつ杯ぱい自分をアピールしてくる、世界で一番自分が可愛かわいいと思い込んでるに違いない、愛されたがり文鳥です。ただし、人間は大好きですが、男女の区別をちゃんとします。女性よりも男性が好きっぽいのは、手が温あたたかいせいでしょうか。

　それなのに、対文鳥にはどうも、れず、のようで。

　ごましおが一いつ生しよう懸けん命めいに追いかけ回すのは、妹分の次女、銀シャリです。

　こちらはふわふわとしたごましおと違い、ほっそりすんなりとした清せい楚そ系けい（注：飼い主の欲よく目め）の物静かな令れい嬢じよう風ふう。団体行動が基本の雀すずめの仲間のくせに、一羽でのんびりと過ごすのが好きという、微妙に変わり者のシルバー文鳥です。ごましおのラブラブ攻こう撃げきから逃げるのも疲れたのか、仕方なく羽は繕づくろいをしてもらいつつも、その表情は明らかに、嫌そうで。時折ブチ切れて、ビシとごましおにくちばしで反撃し、ディスプレイの裏にごましおを突き落とし、知らん顔をしているという、やるときはやる娘こです。

　ディスプレイの裏にごましおが入り込んで、出てこれずにもがいているのは、十中八九ごましおのストーキングに耐たえかねた銀シャリの反撃によって撃げき墜ついされたせいです。ケージから出している時には、目を離さないようにしているからいいものの、救出は結けつ構こう困こん難なんで、そのたびに机を動かし肉体労働を課かせられています。……ちょっと、運動不足解消？

　この、メス二羽の無む駄だに一方通行なラブラブ生活に歯止めをかけるべく、三番目に我が家にやってきたのが、期待の男の子。

　しっかりとした大きさで、逞たくましい、水浴び大好きの清せい潔けつな好青年？……かもしれない。でも、人間の手の中が大好きな甘ったれ。

　シルバー文鳥の王子（名前）。

　……来た当初「唯ゆい一いつの男の子だねー王子様だねー」とちやほやしていたら、そのまま名前で固定してしまったという、ダメな命名の典てん型けいです。

　できれば同じ種しゆ同士、銀シャリとくっついてくれればいいなーと思っていたら……王子が一目惚ぼれをしたのは、白文鳥のごましおのほう。銀シャリに対するラブストーカーなごましおを、そのままストーキングする王子という、嫌な愛の連れん鎖さが始まっています。

　もっとも、ごましおは王子が大っ嫌いのようでして。半径二十センチ以内に侵入してきた王子をボコにすることにかまけて、銀シャリに無む駄だにちょっかいをかけなくなったので、ごましおと銀シャリの間の友情は、現在順調に生育中です。

　人間も難しいですが、文鳥も友情や恋愛というのは、なかなかに複雑で難しいものなんですね。勉強になるような、ならないような。

　……文鳥にだってこんなドラマがあるのなら、その飼い主の日常にだって、何らかのドラマはあるはず。多た分ぶん。

　もしかして、それに気付いていないだけなのかもしれません。きっと。

　もうちょっと、感性のアンテナを四方八方に張り巡めぐらせて、日常のドラマを受信して、こういったあとがきに活いかしたいものですね。できれば。

　なんか、微び妙みように弱よわ腰ごしですが。




　あっと、忘れちゃいけない、ドラマといえば。

　何とこのへっぽこたちの物語が、ドラマＣＤになりました。

　タイトルは『語れ！へっぽこ冒険ロード』。発売日は七月二十五日、フロンティアワークスさんからです。この本が発売された直後ですね。

　とても、いい出で来きだと思いますので、お手にとって、聞いていただければ幸いです。

　メインキャラクター総出演、まだこの『冒険譚』に出てきていない、エキューとバス、そしてハーフェン導どう師しやリプレイではおなじみのマッド・シェフのフランツさんも賑にぎやかに登場しています。

　ＣＤではイラストレーターの浜田よしかづさん（いつも素す敵てきなイラスト、ありがとうございます）たちとともに、こっそりとガヤで混まじらせていただきましたので、聞き分けてみてください（無理）。




　……と、自分の作品の宣伝をさせていただくだけでは心苦しいので、ソード・ワールドのシリーズの情報も、少し。

　毎年、七月にソード・ワールド・フェアをしていただいており、同じアレクラスト大陸での冒険の小説やリプレイが一気に発売されています。

　イリーナたち、へっぽこ冒険者と同じ大陸で、別の冒険者たちがどんな冒険をしているのか。皆さま、ぜひともお手にとっていただきたく存じます。




　リプレイでは『新ソード・ワールド・リプレイ　Ｗａｌｔｚ③』。著者は篠しの谷たに志し乃の。こちらはほのぼのとした仲良し冒険者の、西方諸国漫まん遊ゆう記きです。この冒険の番外編リプレイが、ドラゴンマガジンの九月号（七月末発売）と十月号（八月末発売）に読みきりで掲けい載さいされる予定。

　そうそう、あと、この三巻では、秋田が解説を書かせていただいています。




　そして、ある意味へっぽこーずの真逆を驀まい進しんする、ぺらぺら冒険者こと、ぺらぺらーずの冒険が綴つづられた『新ソード・ワールド・リプレイ　ＮＥＸＴ９巻』。著者は藤ふじ澤さわさなえ。こちらは、ついに迎えた大だい団だん円えん。冒険の結末や如い何かに！

　著者の藤澤さんは『デモンパラサイト・リプレイ　剣神』（発売中！）にプレイヤーとして参加しているそうですので、そちらもよろしくお願いします。




　お気楽なへっぽこたちとは違い、混こん沌とんの国・ファンドリアを舞台にシビアな冒険を繰くり広げている川かわ人ひと忠ただ明あきのソード・ワールド小説『ダークエルフの口づけⅢ』の発売も、忘れてはいけません。

　オーファンのお隣となりの国とは思えない、ファンドリアの物語をどうぞ楽しんでください。




　この夏もソード・ワールドは元気です。

　きっと、秋も冬も、春も元気です。




　秋田もがんばって、元気に作品をバリバリと出していきたい、と思います。

　少しでも、読者の皆様に楽しんでいただければ、それが明日への活力です。




　……で、やっと十ページ、と。




秋田「……すいません、これくらいで勘かん弁べんしておいてください。次はもうちょっと、しっかりとあとがきのネタを仕し入いれておきます」（土ど下げ座ざ）

編集さん「じゃあ、次のあとがきは起き承しよう転てん結けつばっちり、笑いをちゃんととって、涙もホロリな人情物、見せ場はＣＧ処しよ理りが必要なくらい派手なのでお願いします。ラブコメなんかあるといいですね」

秋田「そんな、一大スペクトラル巨編なあとがき、わたしが読みたいです」




　あ。ちょっと疑問。

　ＣＧ処理が必要なあとがきって、どんなのでしょう。

　……伏ふせ字じ？







　データ・セクション






【キャラクター】




イリーナ・フォウリー（人間、女、16歳）

器用度11（＋１）

敏捷度15（＋２）

知力10（＋１）

筋力24（＋４）

生命力22（＋３）

精神力16（＋２）

保有技能：ファイター４、プリースト（ファリス）１、セージ１

冒険者レベル：４

生命力抵抗力７

精神力抵抗力６


武器：グレートソード　　攻撃力４　　打撃力29　　追加ダメージ８

盾　：なし　　　　　　　回避力５

鎧　：チェインメイル　　防御力17　　ダメージ減少４

魔法：神聖魔法１レベル（魔力２）

言語：会話──共通語、西方語

　　　読文──共通語、西方語






マウナ・ガジュマ（ハーフエルフ、女、20歳）

器用度17（＋２）

敏捷度15（＋２）

知力16（＋２）

筋力８（＋１）

生命力13（＋２）

精神力18（＋３）

保有技能：シャーマン３、レンジャー２、セージ１

冒険者レベル：３

生命力抵抗力５

精神力抵抗力６


武器：ロングボウ　　攻撃力４　　打撃力13　　追加ダメージ３

盾　：なし　　　　　回避力０

鎧　：ハードレザー・アーマー　　防御力８　　ダメージ減少３

魔法：精霊魔法３レベル（魔力５）

言語：会話──共通語、西方語、精霊語

　　　読文──共通語、西方語、下位古代語






ガルガド（ドワーフ、男、36歳）

器用度19（＋３）

敏捷度11（＋１）

知力13（＋２）　筋力16（＋２）

生命力23（＋３）

精神力27（＋４）

保有技能：ファイター２、プリースト（マイリー）３

　　　　　クラフトマン（木工）５

冒険者レベル：３

生命力抵抗力６

精神力抵抗力７


武器：メイス　　　　　　攻撃力６　　打撃力21　　追加ダメージ４

盾　：スモールシールド　回避力３

鎧　：ラメラー・アーマー　　　　　　防御力21　　ダメージ減少３

魔法：神聖魔法３レベル（魔力５）

言語：会話──共通語、ドワーフ語

　　　読文──共通語、ドワーフ語






ノリス・ウェストイック（人間、男、15歳）

器用度18（＋３）

敏捷度13（＋２）

知力10（＋１）

筋力14（＋２）

生命力12（＋２）

精神力12（＋２）

保有技能：シーフ４、シャーマン１

冒険者レベル：４

生命力抵抗力６

精神力抵抗力６


武器：ショートソード　　攻撃力７　　打撃力７　　追加ダメージ６

　　　ダガー　　　　　　攻撃力７　　打撃力４　　追加ダメージ６

盾　：スモールシールド　回避力７

鎧　：ソフトレザー・アーマー　　　　防御力７　　ダメージ減少４

魔法：精霊魔法１レベル（魔力２）

言語：会話──共通語、西方語、精霊語

　　　読文──西方語






ヒースクリフ・セイバーヘーゲン（人間、男、17歳）

器用度15（＋２）

敏捷度17（＋２）

知力19（＋３）

筋力16（＋２）

生命力11（＋１）

精神力13（＋２）

保有技能：ソーサラ－２、レンジャー１、セージ３

冒険者レベル：３

生命力抵抗力４

精神力抵抗力５


武器：ロングボウ　　攻撃力３　　打撃力21　　追加ダメージ３

盾　：なし　　　　　回避力０

鎧　：ソフトレザー・アーマー　　防御力７　　ダメージ減少３

魔法：古代語魔法３レベル（魔力６）

言語：会話──共通語、西方語、下位古代語、東方語、ゴブリン語

　　　読文──共通語、西方語、下位古代語






ミハエル（人間、男、26歳）

器用度10（＋１）

敏捷度15（＋２）

知力18（＋３）

筋力10（＋１）

生命力16（＋２）

精神力20（＋３）

保有技能：ソーサラー５、セージ５

冒険者レベル：５

生命力抵抗力７

精神力抵抗力８


武器：なし　　攻撃力０　　打撃力０　追加ダメージ０

盾　：なし　　回避力０

鎧　：クロース　　　　　　防御力３　ダメージ減少５

魔法：なし

言語：会話──共通語、西方語、下位古代語、東方語、ゴブリン語

　　　　　　　リザードマン語、ジャイアント語、ドワーフ語

　　　読文──共通語、西方語、下位古代語






【モンスター】




ジャイアント・アント（巨大蟻）

ソード・ワールドＲＰＧ完全版Ｐ[image: 221]、またはソード・ワールドＲＰＧベーシックＰ[image: 359]・Ｐ[image: 394]参照




ジャイアント・アント・ソルジャー

ソード・ワールドＲＰＧ完全版Ｐ[image: 221]、またはソード・ワールドＲＰＧベーシックＰ[image: 360]・Ｐ[image: 395]参照




ジャイアント・アント・クイーン

ソード・ワールドＲＰＧ完全版Ｐ[image: 221]、またはソード・ワールドＲＰＧベーシックＰ[image: 360]・Ｐ[image: 395]参照










ソード・ワールド・ノベル




輝かがやけ！へっぽこ冒ぼう険けん譚たん２








秋あき田たみやび
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